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　魔ま王おう軍ぐん、ウルリス竜りゆう爆ばく



　フェ王拘こう束そく？　戦争は新たな段だん階かいへ

【ワルキュラ25日＝オーメン記者】

　大魔城じよう広こう報ほう部ぶは今日昼におこなわれた緊きん急きゆう記者会見において魔王軍がランバルト王国の王都ウルリスへ大規き模ぼな奇き襲しゆう攻こう撃げきに成功したことを発表した。広報部によれば攻撃は第１航空突とつ竜りゆう艦かん隊たい（司令長官ラッシュバーン少しよう将しよう）を主力としたもので、ウルリスの戦争指し導どう機き構こうに大打撃を与あたえた。未み確かく認にんながらラ王国国王フェラール三世を拘束したとの情報もあり、真しん偽ぎはともかく魔王領りよう・ランバルトの戦争は新たな段階に入ったといえそうだ。【政治面、外交面、社会面に関連記事、17、18面に解かい説せつ記事】

（デイリー・ゴルソン　12月25日）



　陛へい下か、魔物どもの虜とりこに



「陛下は民たみ草くさの身代わりとなって玉体をさしだされた」──。驚きよう愕がくすべき事実が明らかとなった。ティアソン侍じ従じゆう長ちようがいまだ戦いの後が生々しい王城における27日午前の記者会見で語ったところによれば、卑ひ劣れつなる攻撃以来消息が途と絶だえ、王国全臣しん民みんがつつがなきことを祈き念ねんしていたわれらがフェラール三世陛下は魔物どものの虜となられた。侍従長によれば、陛下は臣民に攻撃を加えないように魔物どもの首しゆ魁かい、オノデラゴウシに求められ、その代だい償しようとして御おん身みをさしだされたという。

（ランバルト王国日報　12月27日）



　シレイラ殿でん下か、摂せつ政しようの宮みやに推すい戴たいせらるる



　昨夜遅おそく開かれた王宮で開かれた緊急記者会見でラウル・サンバーノ宰さい相しようはシレイラ王妹殿下（15）を摂政宮に推戴する方ほう針しんで王国首しゆ脳のう部ぶの意い志しが統とう一いつされた旨むねを発表した。また同時に、畏かしこくもシレイラ殿下におかれては王国無む窮きゆうの繁はん栄えいのためにこれをお受けになるとの発表が新しん任にんの王宮女官長ミラン女史よりおこなわれた。殿下の摂政宮就しゆう任にんの儀ぎは一か月以内に挙行される模も様よう。ただし儀ぎ式しきそのものは殿下の「国こく難なん厳きびしき折、無用の出費を国庫に強しいることはできない」とのありがたき御み心こころにより簡かん素そなものとされる予定。

（ランバルト王国日報　1月15日）



　総そう帥すい制せい度ど改革、新たな戦いに向け魔王領戦時体制強化へ



　本日午前おこなわれた大魔城における定例記者会見で小お野の寺でら総帥は、諸しよ族ぞく一いつ致ちのもとでの戦時体制強化にふみきる方針であることを明らかにした。具体的にはこれまで魔王（総帥）とその幕ばく僚りよう団だんの専管事じ項こうであった国こく防ぼうについての行ぎよう政せい（軍政）機構、国防省の創そう設せつと軍令機構としての参さん謀ぼう総本部の二つを設立するもの。なお新設される機関の人員は魔王軍内部だけでなく、魔王領一いつ般ぱんにひろく人材をもとめる。小野寺総帥はこの点についての記者団の質しつ問もんに対して、

「イヤだけど戦争はまだまだ続くし、魔王領には仕事のできるひとがいっぱいいるとおもいますから」

　と、魔王領指導へのかわらぬ熱意を示しめすと同時に、この改革が全領民に対する深い信しん頼らいの証あかしであることを表明した。

（ワルキュラタイムズ　１月18日）



　ウルリス探たん訪ぼう



　昨年末の魔王軍による攻撃のあと暗い話題が多いウルリスに新名所が出しゆつ現げん、連日多くの人々がつめかけている。

　話題の名所とは開店したばかりのマニアショップ『ブラックホール』。ウルリス有数の繁はん華か街がいとして知られる臣しん民みん街がいデデレン通りに面した四階建ての一階が店てん舗ぽ。

『ブラックホール』を訪おとずれてまず目を奪うばわれるのはその外見だろう。通りに面した建物の正面に一階から四階までぶち抜ぬきで巨きよ大だいなメイドさんの絵が描えがかれているのだ。なお、絵に用いられている技ぎ法ほうは眼がん球きゆうからはみだすほど大きな目、およそ人族であれば悪い病気にかかったとしかおもえない色の髪かみ、幼よう女じよとしかおもえない体形であるにもかかわらず巨大な胸むね……等々、われわれの美的感覚に衝しよう撃げきを与える内ない容ようである。事実、王国芸げい術じゆつ院いんでもこうした技法の持つ文化的意味について真しん剣けんに検けん討とうされているという。

　しかし店内はさらに驚おどろきに満ちている。一階すべてを占しめる売り場にはわれわれの目を奪う異い様ような技法で少女や幼女が描かれたペンケースや下した敷じきや筆記用具、お尻しりをつんと突つき出して人指し指をたてウィンクしている奇き妙みような服ふく装そうの（せえらあ服、というらしい）美少女の描かれたボディアーマーなどがぎっしり並ならべられている。また、多数の作家たちによる親にも子こ供どもにも恋こい人びとにも見せられない特とく殊しゆな内容の絵物語もある。というよりこちらが事実上の主力商品だ。特に美青年騎き士しと美少年たちの交流を描いた『おまえは俺おれのものだから』は即そく日じつ完売の大ヒットを記録、現在も入荷即そく完売の人気。また、コアな客きやく層そうには愛らしい少女たちが異世界の器械に乗りながら戦い愛しあう『第一次スーパー美少女大戦』が受けているという。

　となれば、こうした作品を生み出した作家たちについて興味を抱いだくのは当然だろう。が、はっきりしたことはわからなかった。『ブラックホール』店長のアナンタ・ドドロゴス氏（28）に質問したところ、

「プライバシーを絶ぜつ対たいに守るという契けい約やくを結んで出しゆつ版ぱん・販はん売ばいしているため、身み許もとは拷ごう問もんにかけられても明かせません」

　とのこと。同時にウルリスの一等地にこれだけの店舗を構かまえられた秘ひ密みつについてたずねると、

「すばらしいスポンサー様のおかげですが、作家と同じ理由で身許はあかせません」

　ということだ。どうやら『ブラックホール』にはさまざまな秘密があるらしい……

（ウルリスｗａｌｋｅｒ　１月20日）



めれけん:1003/02/03 2230

　にしても、ランバルトの攻こう勢せいってちょっと怖こわくない？　兵力差もあるし、ドウヤッテタイコウスルノダロウカ



ばなばな:1003/02/03 2233

　黙だまれこの敗北主しゆ義ぎ者しや！



めれけん:1003/02/03 2235

　そういう意味じゃない。軍事的に対たい抗こうできるのかどうか心配しているんだ。



もこそ:1003/02/03 2238

　つまりおまえは勝てそうにないから降こう伏ふくしろといいたいわけだな。



ばなばな:1003/02/03 2240

　やっぱり敗北主義者だ。ランバル野や郎ろうだ。



どどんぱ:1003/02/03 2243

　モニターしてるＣＭＡのみなさーん！　ここに敗北主義者がいます！



ぱみす:1003/02/03 2249

〈めれけん〉がいっているのはそういうことじゃないだろう。純じゆん粋すいに軍事的な不安だ。確たしかに、ランバルトとわが軍の戦力差は大きい。

・ランバルト王国軍

　マリウクス駐ちゆう留りゆう軍ぐん約２万

　王都方面軍約６万

　各方面軍合計約19万

　予よ備び役えき総そう数すう約50万

　総計　約77万

・魔王軍

　野戦軍総計約７万

　予備役総数約10万

　総計　約17万

　両軍の戦力比は約５：‥１だ。確かに、どうやって勝つんだ、という気がする。



めれけん:1003/02/03 2252

　賛さん成せい。俺のいいたかったこともそれだ。戦場では勝つためには敵の三倍以上は兵力が必要で、要よう塞さい攻こう撃げきには五倍になるはずだ。つまりワルキュラに全軍でたてこもっても負ける。



もこそ:1003/02/03 2253

　あーあー、軍事おたくのカス野郎はすぐにこれだよ。



ぱみす:1003/02/03 2254

　否ひ定ていするなら根こん拠きよをあげてみろ。でなければおまえの方がカスだ。



ままんが:1003/02/03 2257

　確かに〈ぱみす〉の分ぶん析せきにはいろいろと穴あながあるな。簡かん単たんに総兵力で計算しているが、ランバルトが予備役兵まで根こそぎセントールに投入してくるという状じよう況きようは考えにくい。奴やつ等らはほかにもいろいろ問題は抱かかえてる。ことに、南部国こつ境きようは動かせない。都市国家群ぐんと講こう和わしたわけじゃない。



ぱみす:1003/02/03 2258

　仮に南部国境方面の兵力を割わり引いたとしても、兵力比は４：‥１になるだろう。やはり、勝てそうにもない。総そう帥すいはどうするつもりだ。



ままんが:1003/02/03 2259

　俺の書いた意味がわかってないな。予備役すべてを動員するのがどんな影えい響きようをもたらすのか理り解かいしているか？



めれけん:1003/02/03 2300

　ランバルトの予備役動員能のう力りよくは高いはずだ。



ままんが:1003/02/03 2301

　なにもわかってないな。予備役に総動員をかけるというのは、国中から働き手を奪うばうということだ。もし全面動員なんかかけたら、国家経けい済ざいがガタガタになる。だから実じつ際さいにそこまで兵力差はつかないだろう。



ぱみす:1003/02/03 2304

　人口との比ひ率りつからいってそこまでの影響はないはずだ。



ままんが:1003/02/03 2307

　総人口と労働人口をごっちゃにしてないか、おまえ？　予備役で軍隊に引っ張られるのは社会でもっとも多くの仕事をこなしている年ねん齢れい層そうなんだよ。たとえばだ、ある職しよく場ばで10人いたうちの１人が動員されたとした場合、それまでの仕事を９人でこなせばいい、ということにはならない。動員された１人が一番の働き手だからだ。つまり、１人で全体の何割かをこなしていた奴がいなくなる。どうしても生産力はガタ落ちになるんだよ。



めれけん:1003/02/03 2314

　他の９人がしっかり働けばそれほどの影響はないはずだ。



もこそ:1003/02/03 2318

　あーあー、物分かりの悪いオの字野や郎ろうはこれだから。バカにでもわかるたとえで教えてやる。あのな、〈ままんが〉は「10人家族のお父さんが軍隊に引っ張ぱられたら家族の生活は大変になる」と書いているんだ。ちなみにのこった９人は爺じいちゃん、婆ばあちゃん、おかん、あとはガキ。これで以前と同じ生活ができるとおもうか？　いいか、予よ備び役えき動員というのはそういうことなんだよ。魔ま王おう領りようの予備役動員だって同じだ。



めれけん:1003/02/03 2322

　なら、総帥も領りよう民みんをひどい目にあわせるクソ野郎ってことじゃないか。



もこそ:1003/02/03 2324

　頼たのむ、誰だれか助けてくれ。俺はもう嫌いやだ。



びはれは:1003/02/03 2327

　わかった。あのな、総帥は異い世せ界かいから突とつ然ぜん引っ張ってこられたんだ。つまりは動員されたのと同じだ。やりたくて総帥やってるわけじゃない。それにな、動員しなければ魔王領が負けるのだけは確かだぞ。それでもいいのか？



めれけん:1003/02/03 2330

　魔王城関係者？



びはれは:1003/02/03 2334

　まだわかってないのかな。よし、教えてやる。戦争でクソなのは予備役動員以外にもある。普ふ段だんなら軍隊とは関係ない青少年まで引っ張られるんだよ。おまえ、さっきから書いてる内ない容ようを読んでると学生かなにかだろう？　かわいそうに。おまえもいずれ戦場に赴おもむくことになるんだ。おめでとう。



めれけん:1003/02/03 2336

　おまえはどうなんだ。このクソ野郎。



びはれは:1003/02/03 2338

　俺は明後日入にゆう営えいだ。安心しろ、おまえみたいなバカのためにも戦ってやる。みんな、さよなら。



もこそ:1003/02/03 2341

　月つき並なみなセリフだが……頑がん張ばってくれ。領民の一人としてあんたの武ぶ運うんを祈いのる。



ばなばな:1003/02/03 2344

　魔王領万ばん歳ざい！　総帥万歳！



ぱみす:1003/02/03 2346

　戦力比が５：‥１にもなるのでは絶ぜつ対たいに勝てない。



ばなばな:1003/02/03 2348

　敗北主しゆ義ぎ者しや！



めれけん:1003/02/03 2353

　それにしても兵力差が気になる……

（ジンネット「フリークライ」掲けい示じ板ばん、２月３日）



　シレイラ摂せつ政しようの宮みや殿でん下か、孤こ児じ養よう育いく施し設せつへ御ご行ぎよう幸こうさる



　昨七日午後、シレイラ殿下は摂政宮御ご就しゆう任にん後はじめての行幸としてウルリス郊こう外がいの孤児養育施設「ブハルの園」へ立ち寄よられた。同施設は主に戦争孤児を養育する施設で、現在、約４５０人の親を失った子こ供どもたちが収しゆう容ようされている。孤児たちに多くの贈おくり物をされた殿下は彼らを前に「苦しいことも多いでしょうが、明日の王国のため、しっかりと前を見つめながら生きてください」と励はげまされた。施設の子供たちを代表して殿下へご挨あい拶さつしたチル・モンゴロア君（15）は「毎日勉強やスポーツに励み、一日も早く王国のお役に立てる人間になります」と、力強くお答えし、明日の勝利をになう少国民としての気き概がいをあらたにした。

（ランバルト王国日報２月７日）



　ワルキュラの繁はん華か街がい。Ｊカップクラスの巨きよ乳にゆうでお嬢じよう様さま風ふうの顔立ちだが実は男好きなユルさも漂ただよわせているエルフ女子アナがにっこりする。

「みなさぁーん、こぉんにぃちぃわー！　ＭＮＮチャンネル・スリーお昼のひとときにお送りする『魔ま王おう領りようあの人この人』の時間です。今日はここワルキュラの街角から注目のあの人についてお送りします。ではまず、ヒント・コーナー！　今日登場していただく方について街のみなさんにインタビューしていますので、予想してみてください。あなたは何人目でおわかりでしょうか。それでは、ＭＴＲスタートぉ！」

　画面が切り替かわる。バシリスクのおばさんが映うつる。

「そうねぇ、ちょっとびっくりね。もっと怖こわい感じだとおもってたもの」

　二人目。今度は『八や百お政まさ』の鉢はち巻まきをしめたグールのおじさん。

「なんつーかさぁ、最初は腹はらが立ったよな。でも、話してみるとなぁ」

　三人目。ハイエルフの女子高生。

「えーっ、もーすごくてぇー、信じらんないって感じー、ホントホント、きゃあー」

　四人目。お水な感じのトロル。

「うーん。おいしそうよねぇ、もう食べちゃいたい感じ」

　五人目。なよっとしたファッションの人族の兄ちゃん。

「一目見てピン、ときましたね。ええそうです、わかりますよ。僕ぼくらと同じ世界に生きてる人だっていうのがね」

　六人目。ゴブリンの軍人。

「ええ。確たしかに敵てきでしたがね。降こう伏ふくした限かぎりは鄭てい重ちように扱あつかうべきでしょう。ええ、それが魔王領の正義を示しめすことになり、総そう帥すい閣かつ下かの御ご意い志しにそうことにもなります」

　七人目。スライムの学生。

「そうぷにね。ぷにも兄あに貴きが戦場で戦死したぷに。だから最初は腹が立ったぷによ。でも、もう事じ情じようが違ちがうぷにね。いまはもう大事なお客様ぷによ」

　映えい像ぞう、ふたたび街角に立つ巨乳アナを映す。

「はい、ここまでぇ！　どうですか？　おわかりになりましたかぁ？」

　わあっ、と周囲に集まった者たちがはやしたてる。

「そうですねぇ、もう、おわかりですよねぇ！　それでは本日のお客様をお呼よびいたします。みんなで名前をお呼びしましょう。せぇーのぉ」

　全員、一いつ斉せいに叫さけぶ。

『フェラールへいかぁー』

（ＭＮＮチャンネル・スリー『魔王領あの人この人』２月15日放送分）



　スタジオ。首だとおもわれる辺りにドドメ色のネクタイを締しめているマジメな顔をしたシーサーペントのアナウンサー、それまで読んでいたニュースを途と中ちゆうでやめ、手て渡わたされた紙を読み上げる。

「……ここでただいま新しく入ったニュースです。パライソ首都ドコゾのＭＮＮパライソ支し局きよくによれば、現げん地ち時間本日未明、教会と軍の一部によるクーデターが発生した模も様ようです。現地のトーワ・カランバ支局長に切り替かえます」

　画面がかわる。大きく『報ほう道どう』と入ったツノ付き兜かぶとをかぶった人族の男が建物の屋上に立っている。背はい景けいは黎れい明めいのドコゾ。あちこちで火の手があがっている。

「こちらの時間でほんの30分ほど前、教会と軍の一部によるものとおもわれるクーデターが勃ぼつ発ぱつしました。現在、市内で政せい府ふ軍ぐんと反はん乱らん軍による激はげしい戦せん闘とうが繰くり広げられております」

　アナウンサーの声がたずねる。

「カランバさん、どのような勢せい力りよくがクーデターを起こしたかについてはわかっていますか」

「詳しよう細さいについてはまだ判はん明めいしていませんが、われわれが現地消しよう息そく筋すじから得た未み確かく認にん情報によれば、クーデター軍はバイザ・バラス南方教会次席主教を指し導どう者しやとするもので、これに協力する教会僧そう兵へい隊たい、および陸軍の一部、合計約８０００が行動をおこしたものとみられます。確認されたところによれば、クーデター軍の行動によってすでに政府主要施設ならびにドコゾ周辺の主な軍の駐ちゆう屯とん地ちは制せい圧あつされ、政府軍は防ぼう戦せんにつとめつつ周辺からの部隊の集結を待って反はん撃げきに転ずる方ほう針しんです……」

（ＭＮＮニュースチャンネル　２月26日放送分）



　王国、パライソ全面支し援えんへ



　昨26日、パライソ首都ドコゾで勃発したクーデターについて王国政府は本日早朝会見を開いた。その席で病気療りよう養よう中ちゆうのサンバーノ宰さい相しようにかわって政府方針を発表した新しん設せつの諜ちよう報ほう局きよく長官ミラン女史は、記者団からの質しつ問もんにこたえて、

「パライソの異い常じよう事じ態たいはまことに憂ゆう慮りよに値あたいすることであり、王国政府は事態の推すい移いに注目している。また、王国としては同国の正統権けん力りよくはあくまでも現政府にあるものと受け止めており、バラス氏による行こう為いはこれを絶ぜつ対たいに許ゆるすことはできない」

　また、どのような対たい応おう策さくが考えられるかについては、

「人道的緊きん急きゆう援助、また、パライソからの要よう請せいがあれば治安維い持じ軍の派は遣けんも考慮にいれている」

　とこたえた。また、支援のために必要とされる人員については、

「臣しん民みんの生活に悪影えい響きようを与あたえることは本意ではないが、人族の道義心のあらわれとして、ランバルト全土に動員令を布ふ告こくすることになるだろう」

　と述のべた。

（ランバルト王国日報　３月１日）



インタビュアー

「このような時期にクーデターが発生したことについて、閣下はどのようにお考えですか」

小野寺魔ま王おう領りよう総帥（もじもじしながら）

「質問の幅はばがひろすぎるので、もうちょっと細かい話にして欲ほしいんですけど……」

インタビュアー

「申し訳わけありませんでした。ランバルトの春季攻勢が確かく実じつ視しされる現げん状じようで、隣りん国ごくパライソにおいて魔ま族ぞく嫌ぎらいで知られるバラス次席主しゆ教きよう派はが実権を掌しよう握あくした点について、閣下は魔王領がどう対応すべきだとお考えでしょうか」

小野寺魔王領総帥

「あの、大変です」

インタビュアー（おもわず絶ぜつ句くして）

「大変だからお尋たずねしているのですが……領民も、閣下がどのようにこの事態へ対処されるのか、大いに注目しています」

小野寺魔王領総帥

「向こうの大使館とかに連れん絡らくして情報を集めてもらっています。もちろん、新政府と接せつ触しよくするようにやってもらってます……いまのところは、そんな感じです」

インタビュアー

「それだけ、ですか？　魔王領として一種の脅きよう威いであるとお考えにならないのでしょうか。マリウクスにランバルト軍が集結しつつあるといわれるいま、側面に敵てきを抱かかえる可か能のう性せいがあるとは……」

小野寺魔王領総帥

「あの、警けい戒かいはもちろんしてもらってます。ですけど、パライソの人もけっして戦争が好きなわけじゃないとおもうし……ともかく、焦あせってヘンなことにならないように気をつけているつもりです」

（ＭＮＮ特別番組『総帥に聞く』　３月14日放送のインタビューの一部）



　会議は踊おどらず？　人族各国首しゆ脳のう、ウルリスにて協議



　昨24日よりウルリスではじまった人族国家頂ちよう上じよう会かい議ぎは、フェラール三世が魔王領に捕とらえられて以来ランバルトの実権を掌握したシレイラ王女の積せつ極きよく的な主導のもと、かなりの成果をあげている。具体的には人族国家すべての友好関係樹じゆ立りつを目的とする条じよう約やくの締てい結けつに向け、各国の利害調整がはかられている。『人族大同どう盟めい条約』と呼ばれるこの条約の真の目的については様々な憶おく測そくがなされているが、これまでのところランバルトをはじめとする各国首脳部は軍事的側面についてまったく認みとめていない。しかし、魔王領においてこれは紛まぎれもない人族軍事同盟──対魔王領大同盟であると受け取られており、成立後に予想されるランバルトの攻勢がさらに大規き模ぼなものになることを意味するとして、魔族嫌けん悪おの薄うすい人族各国に対して条約不参加を表明するよう、総そう力りよくをあげた働きかけをおこなっている模も様よう。

（ワルキュラタイムズ　３月25日）



　ワルキュラにて各国協議はじまる



　魔都ワルキュラに反ランバルト・親魔族各勢力の代表者を集めた会議が昨日、始まった。これは数日中に成立する見込みの人族大同盟条約に対たい抗こうする独どく自じの同盟関係樹立を目的とするもの。集まったのは魔王領をのぞけば南部都市国家群ぐん、大魔海に点てん在ざいする島国の代表者等々である。また、魔王領の各部族代表者たちも小野寺剛ごう士し魔王領総そう帥すい（17）の要よう請せいを受け会議に参加している。部族代表者が参加した目的は明らかにされていないが、吸きゆう血けつ族ぞく族長オルロック・アルカード伯はく爵しやく（５４８）によれば『小野寺総帥に対する渾こん身しんの忠ちゆう誠せいと魔族に好意的な人族すべてに対する心からの歓かん迎げい』を示すためであるという。今後の動向が注目される。

（ワルキュラタイムズ　３月28日）



　号外　大同盟、遂ついに成る　人族国家の未来に光　号外



　ウルリスに集まっていた人族主要各国首脳陣じんは、本日午後、ウルリス王おう城じようにおいて人族大同盟条約に調ちよう印いん、人族大同盟ならびに人族大同盟機き構こうの成立を宣せん言げんした。大同盟機構総代表、には全会一いつ致ちで我われ等らがシレイラ摂政官殿でん下かが就しゆう任にんされた。調印式の席上ご挨あい拶さつにたたれた殿下は、

『人族の恒こう久きゆう的な発はつ展てんの礎いしずえとなる大同盟の成立をブラントラントの全人族に成り代わって慶よろこびたい』

　と述のべられ、満場から万ばん雷らいの拍はく手しゆを浴びられた。なお、大同盟の調印と同時に、人族国家相そう互ご防ぼう衛えい条約も同時調印され、各国軍は調整のうえ人族大同盟機構軍へ兵力を供きよう出しゆつすることとなった。大同盟機構軍大将しよう軍ぐんの座ざも総代表と同様、シレイラ殿下である。

　なお、コレバーンは議会による条約批ひ准じゆんの見通しが立たないことから当面のあいだ政府権けん限げんで許された司令部要員、中規模戦せん闘とう部隊の派は遣けんにとどめる模様。

（ランバルト王国日報４月２日）



　号外　魔ま族ぞくと人族日和ひより見み主しゆ義ぎ者しやの卑ひ劣れつな連合、成立　号外



　外信によれば、本日午後魔都ワルキュラにおいて魔王領りよう及および幾いくつかの蛮ばん族ぞく、不ふ埒らちなる反はん体たい制せい主義者どもによる多角的条約ならびに同盟が成立した模様である。恥はじ知しらずにも『ブラントラント共和条約』と名乗るこの条約は汚けがらわしい魔族と人族の裏うら切ぎり者、日和見主義者たちの連帯をうたい、参加各国で構成する共和条約機構とその指し揮き下かにおかれる共和条約機構軍によって人族大同盟の正義に対抗することを目的としている。なお、共和条約機構理事会代表には血に飢うえた吸血鬼どもの首しゆ魁かい、オルロック・ガス・アルカード・ドラクールが就任したが、事実上は異い世せ界かいよりあらわれた人族最大の裏切り者にしてブラントラント史上最さい凶きようの好戦主義者、オノデラゴウシの支し配はい下かにおかれるものとみられる。

（ランバルト王国日報　４月５日）



　ブラントラント共和条約締結宣言



　いま、ひとつの現実的妥だ協きようがゴルソン大陸に誕たん生じようした。ブラントラント共和条約という妥協である。

　われわれはここに宣言する。

　ブラントラント共和条約の当面の目的は、魔族・人族のべつなきあらたなブラントラント者の創そう造ぞう、種族差別支配の打だ倒とう、ブラントラント者による安定した社会の構こう築ちくである。

　ブラントラント共和条約に基もとづくすべての行動は、伝でん統とう的支配との、もっとも根本的な決けつ裂れつである。

　この条約の発展過か程ていのなかにおいて、伝統的差別思想ともっとも根本的に対立することは必然不ふ可か避ひである。

　われらブラントラント者は、今日まで存そん在ざいする差別的社会秩ちつ序じよを理り性せいと寛かん容ようをもって改かい革かくすることによってのみ自じ己この目的が達成されることを、決然と宣言する。

　古き因いん習しゆうにとらわれたすべての者どもよ、ブラントラント者を前にして恐おそれる必要はない。

　ブラントラント者は改革において、根こん拠きよなき因習のほか、なにものも敵てき視ししない。

　彼らが獲かく得とくするものはすべての人族と魔族の心に根付かせるべき新たな良りよう識しきだけである。ブラントラント共和条約参加諸しよ族ぞくは怒いかりのための怒り、哀かなしみのための哀しみを持たない。われらは古き差別的因習という軛くびきのほか、呪のろうべきなにものも持たない。われらが持つことを望まないものをこの世のだれも押おしつけられはしない。



　万国のブラントラント者よ団だん結けつせよ!!　万国のブラントラント者よ団結せよ!!



ブラントラント共和条約機構理事会代表

オルロック・ガス・アルカード・ドラクール



　王国摂せつ政しようの宮みや一いつ般ぱん戦せん略りやく命めい令れい第13号　〈黒の場合〉



一、ランバルト王国王女は以下のごとく命令する。



一、セントール方面に展開する我わが野戦軍は既き定ていの方ほう針しんに基づき、本日午前５時をもって魔王領総侵しん攻こう計画〈黒の場合〉に定められた行動を開始せよ。



一、〈黒の場合〉によって発動される魔王領総侵攻作戦の名めい称しようは〈フェラール〉とする。



一、なお、ランバルト王国王女は同時に人族大同盟機構軍大将軍としての権限をもって機構軍に参加する各国部隊に対する指揮権を発動する。各国部隊もランバルト軍と同様、既定の命令にしたがって対魔王領総侵攻作戦〈フェラール〉の一いち翼よくを担になうべし。



一、王女はなにも期待しない。ただ、全将兵に対し魔族打だ倒とうのみを命ずる！



　　ランバルト王国王女・摂政宮・王国軍大元げん帥すい・人族大同盟機構軍大将軍

シレイラ



    

  
    
      
        発動、〈フェラール〉作戦　魔ま王おう暦れき１００３年５月８日



      

    

  
    
      

　春のセントールは哀かなしいほどに優やさしく暖あたたかな姿すがたで見る者の心をなごませる。はるか西のトデスカイから吹ふき寄よせる風もこの豊ゆたかな大地に達するころにはその厳きびしさを失い、とろとろと眠ねむ気けを誘さそうほどに心地ここちよく暖かなものへと変わっている。地上の楽園、まことのハートランド、それこそがこのセントールである。

　いま、その豊かな草原に二つの太陽が相次いで昇のぼろうとしていた。曙しよ光こうのもとに、長く黒々と伸のびる列が影かげ絵えのように浮うかびあがった。馬が嘶いななき、脚あしを踏ふみならす。たくましい魔ま道どう士したちがゆっくりと防ぼう御ぎよ呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始める。あちこちで従じゆう軍ぐん司祭たちの低く抑おさえた祝福の言葉が唱えられる。

　軍ぐん団だん。総そう勢ぜい数万に及およぶだろう大軍であった。

　かれらを見下ろす位置に張はられた豪ごう奢しやな天てん幕まくからさして大きくはない人影があらわれた。馬乗を薦すすめる左右の気き遣づかいをさっと手を振ふって抑え、そのまま兵士たちの中へ進んでゆく。

　それがだれであるかを知った男たちの喉のどから驚おどろきの呻うめきが漏もれた。

　美少女。完かん璧ぺきな美少女であった。柔やわらかく風になびく金色の髪かみが曙あけぼのに映え、赤く燃もえ立っているように見える。豊かな胸むねを覆おおっているのはランバル銀の胸きよう甲こう。ぴっちりした乗馬ズボンとブーツに包まれた脚の動きにはまったくためらいがない。背せにまとった真しん紅くのマントが闇やみを照らす炎ほのおのようになびいている。

　が、男たちへなによりも強い衝しよう撃げきを与あたえたのは彼女の華はなやかな面おも立だちに浮かんでいるものだった。

　強い意い志しを表す紺こん碧ぺきの瞳ひとみ。

　ふっくらした唇くちびるはきゅっ、と左ひだり端はしだけをつりあげている。

　王者の笑えみ。勝利を確かく信しんしている王者の笑みであった。花のように可か憐れんな少女の身でありながら、ブラントラント有数の巨きよ大だいな存そん在ざいであることを見る者すべてに教えていた。

　髭ひげ面づらの槍そう兵へいがパイクをしっかりと立てて彼女へ会え釈しやくした。

「姫ひめ様さま」

　少女──ランバルト王国摂せつ政しようの宮みやシレイラ王女は頼たのもしい微笑ほほえみのまま会釈を返し、勢いきおい良く歩をすすめた。

　兵士たちは一いつ斉せいに剣けんを抜ぬき、パイクを立て、通りすぎる彼女へ心からの敬けい意いをこめた言葉を捧ささげる。

「殿でん下か」

「我われらが最高司し令れい官かん」

「摂政宮様」

「麗うるわしきランバルトの花、シレイラ殿下！」

　シレイラは会釈や手をあげることで兵士たちに応おうじた。いまや満面の笑みを浮かべている。外面だけではない。本当に嬉うれしくなっていた。

　アタシの兵士たち。アタシの軍団。本土のあちこちから何日も行軍を続けてきたおかげでみんな髭だらけ垢あかまみれ、はっきりいってクサイけれど、そんなこと、全然気にならない。だって、だって──

「殿下」

　背はい後ごに続いていた人物、王宮女官長兼任の諜ちよう報ほう局きよく長官ミランがまたも乗馬を促うながした。歩いて兵を励はげましていては何時間かかるかわからないからである。

　シレイラは素す直なおに白馬へまたがった。馬首を巡めぐらせて兵に自分の姿へ気づかせる。曙光を反はん射しやする磨みがきあげられたランバル銀の煌きらめきが合図のかわりになった。司令部附づきの魔ま道どう士し達が精せい霊れいを呼よび集め、声が届とどくように準じゆん備びを整えた。

　彼女には決意があった。魔ま王おう領りようを打だ倒とうすべきこの戦いでは見えない猫ねこを動員せずに済すませようとしていたのである。だれもがそうあれと望む『いかにもなお姫様』として演えん技ぎするのではなく、一人の、あるがままのシレイラ自身として戦いに臨のぞみ、命を散らすだろう兵たちの前に立つのだ。



　これまで彼女はただひたすら兄王フェラール三世と祖そ国こくランバルトのため、才さい能のうであり趣しゆ味みでもある軍事的な構こう想そう力を陰かげから用いてきた。下しも々じもの目がある場所では絵にもかけない究きゆう極きよくのお姫様を演じ続けた。

　いまやフェラールは魔王領の虜とりことなった。みずから望んで投とう降こうした。

　もちろん臣しん民みんに真実は知らせていない。フェラールは臣民に被ひ害がいが及およぶことを避さけるためにオノデラゴウシへ我わが身を差しだしたことにしてある。漏もれる心配はない。タナカは別の場所へ閉とじ込こめたし、お付きのメイドたちも同じ場所へ同どう人じん誌し制せい作さくのため必要な道具フルセットと共に放ほうりこんである。ミランがなにかを他人に話すはずがないし、ナサニア・ゴローズやマヤ・ウラムは軍人かつ貴き族ぞくであるから口止めする必要もなかった。

　妙みような話だが、敵も信用できた。オノデラゴウシは兄様がみずから投降したことを絶ぜつ対たいに公表しないだろう、シレイラはそう確かく信しんしていた。

　直ちよく接せつ的な効こう果かだけを考えるなら真相を発表してしまったほうがいいのはむろんである。真実を知らしめることはランバルト国王の権けん威い失しつ墜ついにつながり、王家と王国への不信感を臣民に抱いだかせるからだ。

　だが、それではかれがフェラールに期待している裏うら外交チャンネルとしての役やく割わりも果たせなくなってしまう。権威を失った王からの言葉に耳を傾かたむけるのはよほどのお人好しだけだろうからだ。なにより、タナカの存在がある。フェラールはかれを厚こう遇ぐうしてきた。であるならば魔王領も国家としての意地で、捕とらえた王を厚あつくもてなすはずだった。それにシレイラの知るオノデラゴウシであれば、権威失墜で得られる利り益えきと『さらしもの』にしたことで巻まき起こる憤ふん激げきを天てん秤びんにかけるだろうし、特定の個こ人じんに恥はじをかかせてまで戦い続けることを人として嫌きらうはずである。

　魔王領からもたらされる情じよう報ほうはシレイラの予よ測そくが正しかったことを教えていた。オノデラゴウシはフェラール三世を虜りよ囚しゆうではなく客人として遇していた。

　安心したシレイラは魔王軍の攻こう撃げきと国王を奪うばわれたことで騒そう然ぜんとするウルリスで政せい治じというゲームへ本ほん格かく的に躍おどりこんだ。

　簡かん単たんだった。重臣たちはもともと彼女を国王代理──摂政宮として担かつぐつもりでいた。問題はだれもが国の実権を握にぎりたがっていることだけである。

　シレイラの反はん応のうは迅じん速そくかつ明めい快かいだった。なりふりかまわずに策さく謀ぼうを巡めぐらせつつあった数人の要人を即そく座ざに投とう獄ごくし、同時に王家の忠ちゆう臣しんであったサンバーノ宰さい相しようにも『病気休養』を命じたのである。だれもが青ざめた。それは王国で権力を握にぎってもよいのはシレイラただ一人であることの表明にほかならなかったからである。もちろん不安の声があがったが、彼女はミランを通じて自分の言葉をあちこちに流し、抑えこんでしまった。要するに、

『わたくしは、フェラール三世の妹です』

　という言葉である。

　だれもが黙だまるしかなかった。多くの者たちがフェラールを英えい雄ゆう王おうとして崇あがめていたからである。王家の偉い大だいさを信じるならばフェラールの妹であるシレイラも偉大な存在として認めるほかないのだ。たとえそれが形式に過すぎないとわかっていても、否ひ定ていはできない。王国をなりたたせている幻げん想そうを傷きずつけてしまう。

　かくしてシレイラは摂政宮位と王国の実権を同時に握った。手をつけたのはむろん兄の業ぎよう績せきにするつもりで極ごく秘ひ裏りに進めていた魔王領侵しん攻こう計画〈黒の場合〉である。



　いまや〈黒の場合〉は〈フェラール〉作戦として発動の時を待っていた。瞳ひとみに曙を宿らせた無数の将しよう兵へいという姿すがたでシレイラを見つめている。

　背せ筋すじに震ふるえがはしった。怯おびえではなかった。うっとりするような心地ここちよさがあった。

（戦い。アタシの戦い）

　シレイラは唇くちびるを噛かんだ。これでようやく、自分がお飾かざりのプリンセスではないことを示しめせる。愛する祖国に利り益えきをもたらせる。

　そして何人もの男たちが戦野の荒こう廃はいに身を横たえることになる。

（だから、だから）

　──かれらを騙だましたくない。戦いの苦しさのなかでアタシを恨うらんだり罵ののしったりするのであれば、ウソのアタシではなく本当のアタシを憎にくんで欲ほしい。そうでなければ何も証しよう明めいしたことにならない。それに、最後まで騙されたままではこのクサいおじさんやお兄さんたちが哀あわれすぎる。

　美しきランバルト王国摂政宮はぐっと息を吸すいこみ、さっと手を払はらった。長年付き従したがってくれた見えない猫ねこの軍ぐん団だんをお役御ご免めんにしたのだ。

　そして、シレイラ自身としての第一声を放った。

「みんな！」ぐっと胸をそらせ呼びかけた。「とうとう始まる。始まるの！　ランバルトの──いいえ、人族の命運をかけた戦いが！　辛つらく厳きびしい戦いよ！　敵てきはあのちんちくりんだもの！」

　一いつ瞬しゆんの、沈ちん黙もく。憂うれいと悲ひ壮そうな決意に満ちた美しく可か憐れんな王女の呼びかけを期待していた者たちは唖あ然ぜんとした。

　と、一いち陣じんの風がなにかを吹ふき払うように渦うず巻まいた。

　わっと笑いがあがった。近くにいたいかにも農家のおじさん風の槍そう兵へいが呼びかけた。

「任まかせてくだせぇ、ワシらのお姫ひめ様さま！　魔族どもはワシらが必ず倒たおして見せます！」

　おお、と同意の呻うめきが広がり、笑いは歓かん声せいに転じた。シレイラの決意は受け入れられたのだ。いまやすべての騎き士しと兵士が親愛の情をこめて彼女を見つめていた。男の妄もう想そうとして存そん在ざいするお姫様ではなく、いまここで巨きよ大だいな存そん在ざい感とともにすべてを睥へい睨げいする生身の覇は者しやとしてのシレイラと共にあった。

　ぱっと手を掲かかげて皆みなを黙だまらせたシレイラは声をあげた槍兵に微笑ほほえみを与あたえ、内ない緒しよ話をするように声をひそめ、街まち娘むすめじみた言葉を口にした。

「ありがと、おじさん！　頼たよりにしてるからね！」再ふたたび歓声があがるが、遮さえぎらずにそのまま呼びかけをつづける。

「さっきもいったけれど、本当に、本当に大変な戦いよ！　ここにいるなかでも二度と故こ郷きようを目にできない人が何人もでるはず……でも、アタシはひとつだけ、これだけは本気で約束する！」

　言葉をきり、さらにのびあがって呼びかけた。

「このアタシ、ランバルト王女シレイラは常つねにあんたたちと一いつ緒しよにいるわ！　あんたたちが戦うときはアタシも戦っている！　それだけは忘わすれないで！　さあ、いって敵を倒すの！　兄様……陛へい下かはワルキュラで首を長くしてあなたたちを待っているわ！」

　応おうじたものは地鳴りのような歓声であった。騎士も、兵も、剣けんや槍やりを突きあげてかれらの象しよう徴ちようであり最高司令官であるおファンタジア的には各所でオーバースペック気味な美少女へ絶ぜつ対たいの忠ちゆう誠せいを誓ちかった。

「シレイラ殿でん下か万ばん歳ざい！」

「ランバルト万歳！」

「人族に勝利を！」

　燦さん然ぜんたる笑えみと共にシレイラは高々と手を掲げた。傍かたわらで半ば以上呆ぼう然ぜんとしているミランにたずねる。

「準じゆん備びは」

「完かん了りようしております、殿下」

　うなずき、再び軍ぐん勢ぜいを見回したシレイラは腕うでを振ふりおろしつつ高らかに叫さけんだ。

「全軍前へ！　魔王領侵攻作戦〈フェラール〉、発動！」

　いまや明けようとしている空のもと、巨きよ大だいな兵力が動きはじめた。続々とペガサスが離り陸りくし、無数の騎兵と槍兵が戦いくさの野へ蹄ひづめや軍ぐん靴かを踏ふみだす。

　かくしてブラントラント史上空前の軍事行動は開かい幕まくし、巨大な兵力がランバルトからセントールへ進撃をはじめた。もはやだれにも止められない。このとき、魔ま王おう暦れき１００３年５月８日午前５時13分。いまや世界を二分するに至いたった人族勢力と魔族勢力の最終決戦──だれもがそう信じる戦いが開幕したのである。
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ゴブリン道、セントール北部、ゴルソン大陸

魔ま王おう歴れき１００３年５月15日０９４８時

（魔ま王おう領りよう標ひよう準じゆん時じ──もうやらない）



「ヒポタタマス・ワン・ゼロ、ヒポタタマス・ワン・ゼロ、こちらアストラル・シックス。ゴブリン道上を西進中の敵てき大規き模ぼ地上部隊を確かく認にん。前ぜん衛えいは軽けい騎き兵へい約一個こ大隊、後方に重じゆう槍そう兵約一個大隊、弩ど弓きゆう兵一個中隊をともなう。別命なくばアストラルはこれより交戦に入る。送レオーヴアー！」

　魔王軍がセントール各所に展てん開かいさせた偵てい察さつ隊たいのひとつ、独どく立りつ混こん成せい捜そう索さくフライング・カーペット第98中隊を率ひきいることし25歳さいの人族将しよう校こう、ダドロス・イドラ大たい尉いは新型のＭ／ＰＪＳ２型野戦用携けい帯たい精せい霊れい通つう話わ器きの“〝お願い”〟ボタンから指を放した。手のひらに納おさまる小ささで、精霊さんへお願いする窓まどとボタンが並ならべられた野戦ＰＪＳには最新の対魔法妨害マジツクジヤミング対たい策さくが施ほどこされていると知らされていたが、実じつ際さいに役に立つものかどうかさっぱり確かく信しんがもてなかった。ほんの数キロ東からほぼ一個連隊に匹ひつ敵てきする敵軍が朝日のもとを迫せまりつつあるとあればなおさらである。なにしろ彼が率いている兵力はほんの一個中隊、おまけに不完全な編へん成せいに過すぎないのだ。緊きん張ちようと恐きよう怖ふが１５５センチしかない身体からだにのしかかり、さっぱりと刈かりあげた赤毛を総そう毛け立だたせている。彼はセントール北部を東西に縦じゆう貫かんするゴブリン道脇わきの森と呼ぶにはあまりにも貧ひん弱じやくな木こ立だちに身を伏ふせながら迫りくるものを見つめていた。ランバルト軍──人族大だい同どう盟めい機き構こう軍のセントール侵しん攻こうから一週間あまりがすぎた朝のことだった。

　イドラは空に視し線せんを向けた。敵が定期的に飛ばしているペガサス空中騎兵の哨しよう戒かい編へん隊たいは30分ほど前に上空を飛び去ったばかりで、空から見つかる心配はない。ただし無む性しように腹はらが立っていた。空は青空、二つの太陽がいい具合に輝かがやいている。戦争でなければなにもかもパスしてごろごろしたくなるほど心地ここちよい。作物が育ち、子こ供どもたちが遊ぶのに絶好の日和ひより。それが、戦争にも向いているなんて。

「なんかイケナイ感じです、中隊長どの」

　傍かたわらで捜そう索さく魔ま法ほうを用いていたエルフの軍ぐん曹そうが伝えた。ヴィシュア・ネーニャ。まだ１５０歳にもなっていない少女エルフだが、精霊さんへお願いすることに長たけているため、これまで何度もイドラと部下たちの命を救っている。普ふ段だんはどこかぽぉっ、としている顔が緊きん張ちようで引きつっていた。

　イドラは即そく座ざにその意味に気づき、うなずいた。「いってみなさい、ヴィシュア。ただし、時間がないから手短に」

　彼の声はすこし裏うら返がえっていた。敵を目前にしている恐きよう怖ふからではなく、自分がなにを背せ負おっているかをおもいだしたのだ。ただ任にん務むを果たすというだけではなく、ヴィシュアのような、本当ならば戦場とは縁えんのない少女の命まで預あずかっているのがいまのかれ、ダドロス・イドラなのだ。かれはほんの半年前まで大魔海沿えん岸がんにあるサンパの町で小学校の教きよう師しを務つとめていた。大学に通っていたころ、学内に設もうけられていた予よ備び将しよう校こう訓練過か程ていで単位を取得して予よ備び役えき中ちゆう尉いに任じられ、その後も定期的に訓練を受けていたとはいえ、このような立場に自分が置かれるなど想そう像ぞうもしていなかった。いまでも月に一度は届とどけられる教え子たちからの手紙に目をとおすたび、自分があの小さな教室からどれほど遠く離はなれた場所にきてしまったかをおもいしらされる。

「はい」うなずいたヴィシュアは地図をひろげた。

　ここで地形のおさらい。北を上にしてゴルソン大陸を見下ろした場合、ランバルトはお箸はしを持つ方にあり、魔王領はお茶ちや碗わんを持つ方である（右みぎ利ききの人が）。そのあいだにセントールが挟はさまっています。パライソはセントールの北にあり、部分的に魔王領と国こつ境きようを接せつしている。その東ひがし隣どなりにあるコレバーンはパライソ、ランバルトに隣りん接せつ。既き刊かんの何刷めかまでは諸しよ般はんの事じ情じようで誤ご植しよくが直っていないので混こん乱らんしてますが、正しいのはこちらです。

　なお、東をランバルト、北をパライソ、西を魔王領に接するセントール平野は東西の幅はばが平へい均きんして約４００～５００キロほどあり、南へ長く伸のびたいびつな長方形をなしている（南には統とう一いつ国家と呼べるほどのものは存そん在ざいしない）。

　そのなかでもっとも重要な軍事拠きよ点てんといえばマリウクス城じよう塞さいだが、セントール支し配はいの要かなめ、対魔王領戦の最前線基き地ちとして築ちく城じようされたこの城塞とワルキュラ市し域いき外がい縁えんまでの距きよ離りは約80キロになる。ランバルト国境までの距離はセントール（アディスン）街かい道どう上で測はかるなら約３５０キロである。

　セントールを南北に縦じゆう断だんする街道は存在せず、東西に横断する街道としてゴブリン道、セントール街道、トロル道の三本が北から南にかけ約１００キロほどの間をあけてほぼ平行にはしっている。各街道はそのまま魔王領を貫つらぬいて大魔海沿岸や魔王領内の街道につながっている。ワルキュラにつながっているのはいうまでもない。ちなみに、戦争の影えい響きようもあってゴブリン・トロル両道はセントール街道ほど整備されておらず、道幅も狭せまい。

　あ、あとあと面めん倒どうになるので、ここでもうちょっと呼び名を決めておこう。一いち応おう、マリウクスの位置からまっすぐ南北にのびる線を仮か定ていして、東部と西部という感じでわけておきたい。東西にも線をひいて、北部と南部ともしておく。よって、セントール東部とあればマリウクスより東の（ランバルトに近い）セントール全域、西部ゴブリン街道とあればマリウクスより西の（魔ま王おう領りよう側の）ゴブリン道全体、という感じで受け取ってもらいたい。ついでにもうひとつ、各街道の間には20キロかそこらの間かん隔かくで支道が存在しているが、ゴブリン・トロル両道よりもさらに道幅が狭く、歩きの大軍の移い動どうには適てきしていない。

「あの敵てきは威い力りよく偵てい察さつ部隊にすぎません。後方に続々と……というより延えん々えんと主力が続いています。たぶん、戦せん闘とう部隊だけで５万以上になります」最後に『先生』、とつけたくなる気分をどうにか抑おさえながらヴィシュアは報ほう告こくした。もちろんイドラへの、好意をふくんだ渾名あだなだ。かれはときたま、指し揮き官かんというより教師そのものの態たい度どで部下に接することがあるのだった。

「５万……」

　イドラは唇くちびるを噛かんだ。背せ筋すじを戦せん慄りつがかけのぼっていた。

　兵数で常つねに魔王領の優ゆう位いに立ってきたランバルト軍が、今回はさらに圧あつ倒とう的な兵力を投入してきたことは上官から教えられている。彼の中隊はもう何日も敵情を監かん視しし続けてきたから、敵の姿すがたを目にするのも今日がはじめてではない。

　が、上官から情報として伝えられること、そのごく一部を目にすることは、信頼する魔導下士官が感じとった現げん実じつとは重みが違ちがう。

　赤毛が逆さか立だち、肌はだが粟あわ立だった。心しん臓ぞうが破やぶれそうなほどの勢いきおいで血けつ液えきを送りだしているのに、頭がくらくらとした。父と母、兄や妹──そして恋こい人びとと子こ供どもたちの顔が脳のう裏りをよぎった。

「先任下士官！」司令部へヴィシュアの感じた内ない容ようについて報告を終えたイドラは呼んだ。

「ただちに撤てつ収しゆうする」

「準じゆん備びは完かん了りようしております、中隊長どの」

　ゴブリンのバガラ曹そう長ちようがこたえた。何人もの子供を持つ父親、イドラよりもさらに失うべきものを持っている立場だが、イノシシ顔に恐怖や後こう悔かいの色はない。種族の血──なのだろうか。イドラは種族混こん成せい型の編へん成せいがとられていることにあらためて感かん謝しやした。部下にさまざまな魔族たちが含ふくまれていなければ、自分がなにを守るためにこれほどの恐怖を味わっているのか、実感するのが難むずかしかったはずだ。

（そうだ）

　イドラはおもった。自分が守ろうとしているもの。そのためにいずれは命を捨すてなければならないだろうものの最良の一部がいま、ここにある。さまざまな種族がいりまじり、ただお互たがいの能のう力りよくを、善よき部分を認みとめ合って生きる魔王領。そうだ。家族だけではないのだ。あの教室にいたさまざまな種族の子供たちのために、どれほど恐おそろしくとも任にん務むを果たし続けねばならない。いや、なによりかにより、いまはこの独どく立りつ混成捜そう索さくフライング・カーペット第98中隊こそが自分に任されたクラスなのだ。

　イドラは一変して快活な声になった。

「よろしい！　総そう員いんカーペットに搭とう乗じよう！　みんな、忘わすれないように！　誰だれ一人遅おくれないように各カーペットの精せい霊れい数を調整すること！　誰も遅れない、誰も見捨てない！　いいね！」

　裏うら返がえったような叫びがあがった。痙けい攣れんするようにうなずいたイドラはヴィシュアを振り返り、そっといった。

「ヴィシュア、ご苦労さま。君は一番脚あしの速いカーペットに乗ること。万が一にも“〝お願い”〟のうまいエルフに怪け我がはさせられないから。いいですね？」

「中隊長どの」ヴィシュアの顔がこれまでとは別の意味で引きつった。「でも、あたし、でも、あの」

「いいから！　無む駄だ話はしない。さあ、急いで」

　イドラの重い──だが教室をおもいださせる言葉にヴィシュアが凍こおりついたとき、野戦用ＰＪＳがふるふると震ふるえた。部隊内の通信を示しめす中隊指揮系の報告だ。

「シックス、受信したコピー」

　耳を済すませる。聞こえてきたのは後方で待機させていた第三小隊の小隊長、キャットマンのピート・ペトロニウスである。

「スリーよりシックス、中隊主力北きた翼よくを迂う回かいしつつある敵てき騎き兵へいを確かく認にんしたにゃ。おそらく中隊規き模ぼ。まだ発見されていない模も様ようにゃれど、警けい戒かいを要すにゃ。送レ」

「シックス了りよう解かい。スリー、そちらはただちに後こう退たいを開始しなさい。既き定ていの会同点へ二時間後に集まること。くれぐれもみんな怪我をしないように。シックス以上」

「スリー了解にゃ。先生、幸運を祈いのりますにゃ。終アワウリト」

　ＰＪＳを切ったイドラは部下をせき立てた。敵騎兵部隊から逃のがれられるかどうか、わからなかった。しかし、故こ郷きようと子供たちと部下たちのために指揮官としての任務をはたし続けねばならなかった。

　それに、ダドロス・イドラ先生と彼のクラスには一つの大きな救いがある。

　仮かりに自分たちが戦野に倒たおれたとしても、はたまた魔王領がどれほど苦く境きように陥おちいっても、必ずや祖そ国こくを救ってくれるだろうと信じるものがあった。



　その救いの名を、魔王領総そう帥すいという。



　　　　２



　この時期、セントールをはるかな高みから見下ろすことができる者がいたなら、そこで展てん開かいされている容よう赦しやのない現実にさむけを覚えたことだろう。



　巨きよ大だいな兵力が東から西に向けて進んでいた。



　人族大だい同どう盟めい機き構こう各国軍をその編成に加えたランバルト軍の総兵力はマリウクス駐ちゆう留りゆう軍ぐんを含ふくめ、約25万に達していた。

　うち３万は魔ま王おう領りよう─パライソ国境に布ふ陣じんしたパライソ神しん聖せい僧そう兵へい軍であり、主に牽けん制せいの役やく割わりを担になっている。

　なお、25万という数字には輜し重ちよう──兵站支援ロジステイツクスサポートや占せん領りよう地ち域いきの管理等にあたる後方支し援えん部隊は含まれていない。含めた場合は約50万に達する。ただし、輜重部隊はそのほとんどが徴ちよう募ぼされた軍ぐん属ぞく、つまり民間人からなっているためほとんど戦せん闘とう力りよくはない。

　ともかく、25万である。かつて魔王領側が予想した最大の兵力数よりさらに多かった。情報収集・分ぶん析せきの限げん界かい、そしてシレイラちゃんの並なみ々なみならぬ努力がそれを達成させたのだ。

　彼女はこの主力を六集しゆう団だんにわけている。いずれも最終的な目標は魔都ワルキュラである。

　すでに触ふれたようにパライソ方面は国こつ境きように布陣したラムザ・ドメス主教将しよう軍ぐん指し揮き下かの神聖僧兵軍約３万。当面の任務は魔王軍の牽制と陽動だが、決定的な時点で魔王領へ侵しん入にゆうし、ワルキュラ後方へ潜もぐりこむことになっている。

　一方、決戦正面であるセントールでは、まず、北のゴブリン道よりワルキュラを目指す部隊があった。

　これは人族大同盟機構各国の派は遣けん兵力よりなる混成軍であり、指揮はコレバーンの若わかきグリーン従じゆう士し団だん長ちよう、アズナ・ドザール将軍がとっていた。兵力は約５万。

　混成軍の目的は東北方向より魔王領内へ侵入、ワルキュラ包囲の北ほく翼よくを担うことにある。

　トロル道よりワルキュラへ迫せまるカディウス大将軍指揮下のカディウス軍約５万も同じく南側よりワルキュラを包囲する任務をあたられている。

　つまりシレイラちゃんはこの三個軍13万名によりワルキュラの側面と後方を遮しや断だん、孤こ立りつさせようとしているのだ。ただし、ドザール軍とカディウス軍だけでも両翼と後方の遮断は可か能のうであるため、パライソ軍にはさほどの期待はかけられていない。実は敵てきを引きつけてくれたらいい、という程てい度どの役割である。

　むろん、ワルキュラへ真正面から迫せまる部隊もいた。というよりそれこそが主力である。

　中央、セントール街かい道どうよりワルキュラ直ちよく撃げきを狙ねらうであろうこの軍は当初兵力約10万だったが、マリウクス到とう達たつ後、城じよう塞さい駐留部隊と合流し、各５万の二個軍、ならびに約２万の一個軍からなる三軍にわかれた。

　先行する一個軍はマリウクス防ぼう御ぎよ司令官イーサン・ウランコール将軍が転じて指揮に当たるウランコール衝撃軍シヨツク・アーミー。

　後につづく５万はシレイラちゃん親率のシレイラ軍。全軍に対する総そう予よ備びとしての役割を担っている。

　残りの２万はマリウクス駐留軍あるいは新たに加えられた部隊のうち騎兵などの快速部隊を集成し、ヴィル・グラッサー将軍の一元指揮下に置いたグラッサー騎兵集団である。機動予備兵力、あるいは弱体化した魔王軍防衛網もうに穴あなを開けた後の突とつ破ぱ展てん開かい兵力として用いられる予定であった。

　一方、魔王軍はといえば──

　イドラ先生に象しよう徴ちようされるごとく、あきれるほどいさぎ良い逃にげっぷりである。

　野戦軍主力は動いていない。逃げているのは小しよう砦さいの駐留部隊、それにいくつもの偵てい察さつ隊たいであった。後者のなかにはごくたまにランバルト軍前衛の騎兵と戦闘に陥おちいるものもあったが、本ほん格かく的な戦いになる前に機会をとらえ、逃げ去ってしまう。ちなみに小砦は撤てつ退たいの際さいに魔ま導どう弾だんで片かたっ端ぱしから爆ばく砕さいされていた。

　魔王軍の活動が活発なのはむしろセントール西部、および交戦地帯になると予想された領内各地だが……いまのところランバルト軍はその意図をつかみきれていない。少なくとも、大規き模ぼな奇き襲しゆうを企たくらんでいるのではないらしいことだけはわかっていた。

　ちなみに、Ｄ＋７、すなわち作戦開始八日後のこの時点で、ランバルト各軍主力の進撃はセントール東部西端付近、つまりマリウクス城塞から南北にのびる仮か想そうの線上で停止している。三本の街道を埋うずめながら進む主力の足取りは当然ながら大たい河がの流れにも似にたゆるやかさになるため、兵力の再さい集結をはかる必要があったからだ。将兵を休息させる必要もある。

　とはいえ、魔王軍にのしかかる圧あつ力りよくが減へったわけではなかった。セントール東部が人族の制せい圧あつ下かにある事実はどこまでも重かったし、三本の街道を進む軍ぐん勢ぜいの偵察部隊はセントール西部へ活発に侵入しはじめていたからだ。



　ゴブリン道を進む人族大同盟機構軍の先陣を務めていたのは傭よう兵へいであるセルカ騎き兵へい隊たいだった。総勢２００名ほど、魔王軍でいえば中隊程度の戦力に過ぎない。

　それでも問題はなかった。

　ランバルト軍における騎兵隊は騎士団（騎士隊）とは別種の存そん在ざいだ。貴き族ぞく階級に属ぞくする者は一人も含ふくまれていない。当然ながら騎士たちとは相あい性しようが悪かった。

　が、軍部は絶ぜつ対たいにかれらを軽々しく扱あつかわない。戦場で華はな々ばなしく突とつ撃げきし敵陣をぶち抜ぬく騎士団とはまた別の重要な任にん務むを担になっているからだ。

　偵察である。ブレストアーマーすらつけない騎兵たちは主力の前方にスクリーンを張はるように展てん開かいし、敵の動きを探さぐり、目にしたものを報ほう告こくする。ランバルト軍が戦場で頻ひん繁ぱんに用いるペガサス部隊が『空中騎士団』ではなく『空中騎兵』と呼ばれている理由と同じだ。もちろん状じよう況きように応おうじて戦せん闘とうもおこなうが、主任務はあくまでも偵察なのである（ただしペガサス空中騎兵部隊の場合、その性せい格かく上、戦闘を専せん門もんとする部隊も多数存在する）。偵察専門の騎馬部隊がある理由はどうというほどのものではない。鎧よろいなどをしっかり身につけた騎士団は『戦場』での機動力こそ高いものの、『戦せん域いき』で身軽に動けるわけではないからだ。史上最強の横よこ綱づなでもマラソンでは体育大会２年４組代表真ま木きいずみさん（14）に負けるだろうことと同じで、向き不向きがある。むろん、騎兵隊にも弱点はあった。真木いずみさんが土ど俵ひようでは弱いのと同じで、敵陣をぶち抜くような戦いでは大損そん害がいを受けてしまうのである。

　いまセルカ騎兵隊はまさに偵察騎兵部隊らしい行動をとっていた。ゴブリン道上を進む連隊規模の威い力りよく偵察部隊よりさらに先行し、敵がいかにも待ち伏ぶせていそうな林の後方へまわりこんだのである。ちなみにゴブリン道のことをランバルトでは魔ま王おう領りようとの交こう渉しようにあたった昔の名宰さい相しようにちなみ、北ドラス道と呼んでいる。トロル道はやはり昔の名めい将しようの名をとって南バスタ道と呼ぶ。

「案の定でしたな」副隊長のマーシンが角かく張ばった髭ひげ面づらをぼりぼりと掻かきながらいった。

「ああ」

　隊長ザラ・セルカもうなずいた。ランバルト東部の小さな牧場の三さん男なん坊ぼうあがりで、16歳さいで軍隊に入ったが、パイク兵としての毎日に飽あきて軍を辞やめ、南方都市国家群ぐんで活動している小さな傭兵隊をいくつも渡わたり歩き、30にならないうちに自分の傭兵隊であるセルカ騎兵隊をつくりあげた努力と根こん性じようの人である。

　ただし、ヌボーっとした面おも長なが、つまり馬うま面づらの人なので努力の人どころか傭兵の人にも見えない。おかげで最初のウチはクライアントをつかまえるのに苦労した。仕事に切れ目がなくなったのはようやくここ２年ほどのことだ。隊商の護ご衛えいや街同士の小こ競ぜり合いなどでかれと部下たちの律りち儀ぎな仕事ぶりを評ひよう価かされるようになったからである。傭兵というものは基き本ほん的にあまり本気で戦わない（なにしろ、死んだり大怪け我がしてしまえばおまんまの食いあげである）のが通り相場であるから、これは大きかった。とはいえ、セルカにしてみれば故こ郷きようの牧場で働いていたノリのままやっていただけであるから、さほどの苦労ともおもっていない。指し揮き官かんがそういうノリなので部下も似たようなものであった。おもしろいもので、上から下までそうしたノリになると本気で戦っても損害が少なくなった。練度や戦意が高い部隊の典型である。

　そんなセルカと傭兵たちがいまランバルト軍の一隊として行動しているのは、もともと契けい約やくを交かわしていたキクレアの街が人族大だい同どう盟めいに参加したからである。といっても本気で参加するというより御ご挨あい拶さつをしておくという程てい度どのものだった。だからこそ街の市民兵ではなくセルカたちが派は遣けんされている。とはいえ、隊長が元ランバルト兵であるためか、扱あつかいはそう悪くない。

　それはともかくとして、かれらが目にしているものである。

　敵てきの姿すがたはない。猫ねこの子一匹ぴき見えなかった。しかし、残された気配がある。少なくとも中隊規模の部隊が布ふ陣じんしていたらしい足あし跡あとが林の周囲に確かく認にんできていた。魔ま王おう軍はかれらの姿を見かけるやいなや後こう退たいしたに違ちがいなかった。

「伝令をだせ」数分ほど長い顎あごを揉もんだあと、セルカは命じた。「魔王軍の埋伏拠点アンブツシユ・ポイントらしきものの痕こん跡せきを北ドラス道アガナス東の林に確認するも敵てき影えいを見ず。別命なくば周辺捜そう索さくにあたる、だ」

「了りよう解かい」すぐに伝令を走らせたマーシンはセルカにいった。あちらこちらの人族の血がいりまじった赤黒い肌はだに適てき度どの緊きん張ちようがあらわれていた。

「しかし……どえらく肩かたすかしですな。守りに入った魔王軍はしぶといって評ひよう判ばんだったのに、逃げてばかりいやがる。連中にとっちゃあ、こういうところで時間を稼かせがなければ辛つらいとおもうんですが」

　セルカはうなずいた。もともと南方の小部族出身であるマーシンだけでなく、ランバルトを離はなれて流れ歩いたかれもこの戦争への過か剰じような思い入れはない。あくまでも『プロ』としての立場が先にある。魔王軍や魔王領りように対する蔑べつ視しとも縁えん遠どおかった。基本的にランバルトと相あい性しようがよくないためか普ふ段だんから合がつ従しよう連れん衡こうをくりかえしているためか、南方での種族差別はさほど強いものではないのだ。

「常じよう識しき的に考えるなら、まあ、引きずりこんだあとに各個撃げき破は、というところだな。内線の利ってやつさ」セルカはこたえた。

「ランバルトもそれぐらいは予想しているでしょう」

「まあな。しかしさ、こちらの兵力がでかい。セントールに展てん開かいしている兵力だけで約22万だぞ。魔王軍でまともに戦えるのは５万かそこらでしかないだろう。いくら連中が夜戦に強くて、こちらが三本の街かい道どうに分かれて進んでいるといっても、各個撃破できるものかどうか。魔王領総そう帥すいは頭を抱かかえているさ」

「向こうはガキが最高司令官でこちらはお嬢じようちゃんが旗はた頭がしら。なんか阿あ呆ほらしい気もしますが」

　セルカはうなずき、にやりとした。

「しかし手を抜ぬけば支し払はらいも悪くなる。せいぜい気張っていくとしようや」

　傭よう兵へい隊たいは周辺捜索に移うつった。その行動は手て際ぎわよく、また自信に満ちていた。むろんその背はい景けいにあったのは圧あつ倒とう的な優ゆう位いのもとで戦っているという現げん実じつがもたらす安心感である。慢まん心しんでは決してなかった。大兵力を投入したランバルトは無主の地であったセントールを絶ぜつ対たい的な支配下に納おさめつつあり、魔王軍はその現実にひたすらとまどい恐おそれているばかりのようにしか見えなかった。
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　イドラ大たい尉いの中隊が全速で後こう退たいをはじめた同じころ、ゴブリン道からはるかに南にくだった東部トロル道の西せい端たんに空から迫せまるものがあった。鋭えい角かく的に突つき出した鼻先と長くたくましい首、ぐっと拡ひろげられた大きな翼つばさ……ウィングドラゴンの四頭編へん隊たいである。

　一度トロル道の南側へ低空で回りこんだ編隊は街道の手前10キロほどの位置でぐっと高度を稼ぎ、旋せん回かいしながら緩ゆるい降こう下かに入った。トロル道を東から西へなめるように見下ろしながら高速で飛びすぎてゆく。

　トロル道上にはランバルト軍の姿すがたがあった。とはいえ、軍ぐん勢ぜいという印象はない。ほとんどが馬車である。護ご衛えい部隊がちらほらと見受けられる程てい度どだ。

　が、反はん応のうは素す早ばやかった。

「敵てき龍ドラゴン感知、敵龍感知、東方上空より急速接せつ近きん中！」馬車の荷台で座ざ禅ぜんを組んでいた筋きん肉にくムキムキのナマズ髭ひげのお兄さん──白魔ま導どう師しが故こフレディ・マーキュリーばりの甲かん高だかい裏うら声ごえで叫さけんだ。

　即そく座ざに護衛隊の指揮官が命じる。

「御ぎよ者しや退たい避ひ、退避！　弩ど兵きゆう隊、対空戦せん闘とうはじめぇ！」

　わっと馬車から御者たちが逃にげだすと同時に、50人ほどの兵たちが列を組み、ボウガンを空へ向けた。隊列の脇わきに立った弩兵隊長が迫りくるウィングドラゴンの姿を確たしかめ、数をかぞえはじめる。

「一、二、三……よぉーし、仰ぎよう角かく30度、第一小隊、放てぇーっ」

　ビン、という音ともに矢が宙ちゆうに放たれる。口の中で一、と数えた弩兵隊長は再ふたたび命じた。

「第二小隊、放てぇっ」

　二列目から一いつ斉せいに矢が放たれた。すぐに次の命令が響ひびく。

「第三小隊、放てぇっ！」

　時間差をつけた理由は明らかだ。数をかぞえながら目もく測そくしたウィングドラゴンの侵しん入にゆうしてくる方位と針しん路ろから未来位置のあたりをつけ、彼らがそのコースを似にたような速度で飛び続ける限かぎり、次々と矢ぶすまへ突つっこむようにしたのだ。ウィングドラゴンが速度をだしすぎて回避できない場合は矢を浴びることになるし、コースを変えた場合は、攻こう撃げきを断だん念ねんするしかなくなる。魔導弾にしろファイアーボールにしろ、しっかりと狙ねらい定める必要があるからだ。

　が、侵入してきたウィングドラゴンはそのどちらにも当てはまらなかった。

　速度もコースも変えないまま、空中で巨きよ体たいを横よこ倒だおしにしたのだ。地上にさらす面積を最さい小しよう限げんにして矢ぶすまのなかを突き抜ぬけたのである。

　もともとノーマル・タイプのボウガンによる対空射しや撃げきにさほどの効こう果かはのぞめない。矢ぶすま──弾だん幕まくをつくりあげるのが最さい適てきの戦せん術じゆつなのだ。矢が目標を追つい尾びするマジックボウガンならば少なくとも２００メートル程てい度どの射撃距きよ離りまではそれなりの効果が見こめるが、製せい作さくに手間がかかり、値ね段だんも高いのでとても一いつ般ぱんの弩兵部隊には装そう備びできない（おまけにファイアーボールの射程はそれより長いので、２００メートル以上の高度から攻撃されるとどうにもならない）。もちろん白魔導師による魔法を用いた対空射撃という手は常つねに有効だが、そうした支し援えんを与あたえられるほど術じゆつ力りよくの高い魔導師は主力戦闘部隊にしかいない。ボウガンに頼たよるよりほかにないのだった。



    

  
    
      　その唯ゆい一いつの効果的な戦術を打ち破やぶられたとなると、残る手はひとつしかない。

「くそっ、あの大トカゲめ、戦いくさ慣なれしていやがる。総員退避！　総員退避！」

　弩兵隊長はわめいた。弩兵たちは即座に路外へ逃げ散る。自分も駆かけだしながら、隊長は絶望的な気分になっている。ウィングドラゴンもはや頭上に迫っていた。おそらくは自分も部下もじっくりと狙いをつけたファイアーボールを浴びせられ、補ほ給きゆう品ひんを積んだ馬車ごと燃もえあがることになるのだろう──

　風切音が聞こえた。周囲が暗くなる。真上にやってきたのだ。

　膝ひざから力が抜け、隊長は瞼まぶたを閉とじて立ち尽つくした。

　覚かく悟ごしていたその瞬しゆん間かんはやってこなかった。風切音はわずかに高さを増ましつつ離はなれてゆく。

　おもわず、空を見上げた。

　体たい勢せいを直しつつある先頭のドラゴン、その背せ中なかに人ひと影かげが見えた。母親が赤ん坊ぼうを背負うような具合に、ベルトで身体からだを固定している。小さな身体だった。風になびくふわふわさらさらの髪かみの毛は輝かがやくような金色であった。おまけに彼に向けてからかうように手を振ふっていた。

　わけのわからない怒いかりに包まれた隊長は呻うめいた。

「女、女だと？　魔物どもめ、なめやがって……なめやがって！」



　高度を稼かせぎ、全速で西に逃とう走そうしつつあるウィングドラゴンの背中からほわほわした声が響ひびいた。

「ごめんねー、ホントは攻撃したかったでしょ」

「それはそうだが。偵てい察さつだ。仕方がない」

　苦笑いとともに応おうじたのは魔王軍第１航空突とつ竜りゆう艦隊司令長官ラドグリオ・ラッシュバーン少しよう将しよう。背中の声の主は飛行帽ぼうの中央魔導局ＣＭＡ局長セシエ・ハイムだった。

「で、セシエ殿。その目で確かめた意味はあったかな」

「ばっちし。ていうか大ショック。補給部隊であのノリだなんて、ランバルトったら、大マジ。閣かつ下かに話したらおしっこ漏もらしそう」

「侵しん攻こう対たい処しよ計画は完成しているだろう」

「うん。なにしろ半年あったからかなり細かくね。でも、修しゆう正せいが必要じゃないかな」

「無む責せき任にんすれすれの話だが、われわれのような立場にあるものが前線を目にしすぎるのも問題があるよ。戦場の迫はく力りよくに圧あつ倒とうされて、大局的な判はん断だんができなくなる」

「そりゃそうだけど……じゃまあ、アタシの印象ってことで報ほう告こくする」



　　　　４



　魔都ワルキュラ、魔王城Ｃ中央Ｏ作戦指揮ＣセンターＣは緊きん迫ぱくしつつも騒そう然ぜんとした空気に満ちていた。当然だ。アレな報告ばかりが飛びこんでくる。

　ずらりと並ならんだオペレーターたちが次々と報告した。

「ハガナス砦とりでより報告！　優ゆう勢せいなる敵てき軍ぐん迫せまりつつあり、われ、命令に従したがいこれより全施し設せつを魔導弾にて爆ばく砕さい、脱だつ出しゆつ、友軍との合流を試みんとす」

「独どく立りつ偵察騎き兵へい第１５７中隊より入信あり！　われ、優勢なる敵騎兵に接せつ触しよくを受くるも、現げん在ざい全力にて離り脱だつ中、損そん害がいきわめて軽けい微び！」

「魔導マジツク・早期アーリイ・警戒ワーニング・網ネツトワーク管かん制せい本部より至し急きゆう信！　敵魔法妨害マジツクジヤミングによりわが警けい戒かい域いきは60パーセント以下に縮しゆく小しよう！　なお、マリウクス方面にて敵空中騎兵多数の活動を探たん知ちせりとの未確認情報あり。警戒を要す！」

　伝えられるのはハードでシビアな報告ばかりであった。いや、もう一週間あまり、そうした報告ばかりが続いている。聴きいているだけでお家にかえって丸くなりたくなるほどである。もちろんそういうワケにはいかない。ランバルト軍の目標はそのお家、魔ま王おう領りようそのものだからだ。そのなかでひときわ目立つのはここ、魔都ワルキュラである。とうとう本気になったランバルトは人族有力各国からも兵をかき集め、シャレ抜ぬきの総そう侵しん攻こうにうってでたことは明らかなのだ。どこにも逃にげ場はない。

　魔王領総そう帥すい小お野の寺でら剛ごう士しは喧けん騒そうと表現してもいいその騒さわぎのなかで総帥専せん用よう席せきに腰こしを据すえていた。ちんちくりんで襟えりホック第一ボタン外しの学生服でマントといういつものスタイルである。表情もやはりいつものごとく呑のん気きそうだが……

　もちろん顔だけである。

　腹はらの中は大変なことになっていた。胃がぎゅんぎゅんとうねり、腸のほうまでおかしくなっている。頭もエラい感じである。凶きよう報ほうの集中射しや撃げきにストライキをおこしたくなっている。

　それでいながらどうにか顔を引きつらせずに済すんでいるのは、いま起こっているような事こと柄がらをあらかじめ予想していたからだった。ま、予想していたからといって平気になるワケでも勝てるワケでもないが、不意を衝つかれて取り乱みだすよりはマシというところである。

「参さん謀ぼう総長」剛士は傍かたわらで腕うで組ぐみしていた長身のヴァンピレラに声をかけた。「わかっているところだけでいいから、簡かん単たんにまとめて」

「はっ、閣下」剛士の信しん頼らい篤あついヴァンピレラ・ビューティ──アーシュラ・ガス・アルカード・ドラクール参謀総長は艶つややかな紫むらさきの髪かみをなびかせてセンター中央に設せつ置ちされた床ゆかと兼けん用ようの精霊式ジンナイズ・大規模グローバル・地形テレイン・表示装置シミユレーターの上に立った。指し示じ棒ぼうをぱっと伸のばすと、ごにょごにょと精せい霊れいさんにお願いする。ぼんやりと精霊光を放っているだけだった精霊式ＧＴＳの大パネルがゆらめき、セントールを中心とした模も式しき図ずを表示した。

「すでにご報告したとおり、人族大だい同どう盟めい機き構こう各国軍をその編へん成せいに加えたランバルト軍の総そう戦せん闘とう兵力は約25万です。うち３万は魔王領─パライソ国こつ境きように布ふ陣じんしたパライソ軍であり、主に牽けん制せいの役やく割わりを担になっているものと考えられます。このほかに輜し重ちよう部隊が約25万。紛まぎれもない総侵攻です。敵はこれを」

　アーシュラは指示棒でパネルを叩たたいた。セントール東方からいくつもの矢印が伸びる。いずれもランバルト国境からだ。

　矢印はマリウクスから南北にのびたラインでとまった。

　現時点で敵味方の接触が生じているのは主にゴブリン・トロル両道だ。小さな砦などでつくり上げられた魔王軍の監かん視しネットワークがランバルトの国境近くにまで置かれていたからである。



    

  
    
      　つまりランバルトはマリウクスの点を支し配はいし、魔王領は面を支配しているのがこれまでのセントールだった。〈カルネアデス〉作戦でクォルンの快かい速そく部隊が自じ在ざいに動きまわれた大きな理由はここにあった。ランバルト軍の夜間強行軍をつかまえきれなかった第二次セントール会戦ののち、魔導早期警戒網ＭＥＷＮ管制本部は独自の判断で態勢を強化していたから、なおのことである。

　しかしいま、本気になったランバルト軍はその魔王領の優ゆう位いを手て際ぎわよく突つき崩くずしつつある。いや、手際がよくて当然なのだ。かれらはそのために長々と準じゆん備びを整えてきたし、なにしろ投入してきた兵力が過か去この戦いとはケタ違ちがいだった。アーシュラはそのイヤになるような現実をヴァンピレラらしいクールな態たい度どを保たもったまま伝えた。

「ＭＥＷＮならびにＣＭＡよりもたらされた情報によれば、パライソ神しん聖せい僧そう兵へい軍をのぞく五個軍主力はいずれも進撃を休止、再さい集結をはかっています。このうちシレイラ軍、ウランコール衝しよう撃げき軍、グラッサー騎兵集団はマリウクスおよびその周辺に駐留。ドザール軍、カディウス軍はゴブリン、トロル両道上です。これら二個軍はただ集結をはかるだけでなく、兵站ロジステイツクスの到とう着ちやくを待っているものとおもわれます」

「けっこう焦あせってるみたい」自分の目で確かく認にんしてみたいとラッシュバーンに頼たのんで偵てい察さつ飛行にでかけてきたセシエが口を挟はさんだ。手にはまだ飛行帽ぼうがあり、いつもはふわふわでさらさらの髪はくしゃくしゃである。

「東部セントール街かい道どう沿ぞいはランバルトが前からイロイロと手配してきたし、なによりマリウクスの備び蓄ちくがあるから、〈カルネアデス〉作戦で叩かれてもそれなりの物ぶつ資しが手に入るけど……ゴブリン道とトロル道のほうはたいしたことがないから。輜し重ちよう隊もむしろそっちに多数を回してる感じ」

　剛士は声をださずにうなずいた。再ふたたびアーシュラへ視し線せんを向ける。

「ともかく、敵てきは今後わが北部国境のパライソ軍、そしてセントール北部、中部、南部の各正面において連れん携けいした攻こう勢せいを展てん開かいし、全軍を結集したワルキュラ包囲・攻こう略りやくを企き図としているものと考えられます。むろん、彼らの最終的な目標は魔王領全土の占せん領りようと全魔族の……」

「ありがとう、参謀総長」彼女がいいよどんだことに気づいた剛士はさっとうなずいた。

　軍隊を動かすにはあれこれと手順がある。剛士君のごとき国家指導者兼けん総司令官レベルでも、だ。

　そいつをいかにもな軍事用語では『指揮手順』と呼ぶ。

　果たすべき『任にん務む』をはっきりさせたなら、敵の動きや兵力を掴つかむ『敵情判はん断だん』をおこない、敵が配置した兵力でなにをするのかという『可か能のう行動』を予想して……とごじゃごじゃ続いたあとにようやく、じゃあウチはこうしよう、という『状じよう況きよう判断』が固まり、司令官が『決心』（これも軍事用語として存そん在ざいする）して……ようやく『命令』がくだる。

　いまの場合、剛士と魔ま王おう軍の『任務』は祖そ国こくの防ぼう衛えい、より限定してしまえばワルキュラの防衛である。そういったことをきっちりと押おさえているアーシュラちゃんは剛士へ『敵情判断』と『可能行動』についてきちんと区分して報ほう告こくした。むにゃむにゃとしかけたのは可能行動の予よ測そくがシャレのきかない内ない容ようだったからである。わざわざ口にするまでもないし、いまさら確たしかめても気分が重くなるだけだから剛士は止めたのだった。

　さて、となれば次は『状況判断』だが……これも、剛士がわざわざ考えこむ必要はなかった。

「いやあ、絶体絶命！　うん、アレだ、魔王領の運命はまさに風ふう前ぜんの灯ともし火びというやつだな！」

　不ふ吉きつ極きわまりない言葉がかろやかに響ひびいた。とはいえ、声の主は笑え顔がおを浮うかべている。すばらしきおっぱいを抱だきしめるように腕うでを組んだ金きん髪ぱつ翠すい眼がんの上から下までゴージャスそのもののお姉さんであった。

「軍を分けているところが不満ではあろうが、シレイラ王女、やはりよほどの作戦家ではあるぞ。典型的な分進合撃だ。兵力差が大きすぎてどう手をだしてよいものかどうかも迷まようほどだな」

　ゴージャスお姉さん、コレバーン第三王女兼けん国こく事じ犯はん、んでもって剛士君の第三夫人予定者（自じ称しよう）フィラ・マレルはあっけらかんと魔王領の置かれた状況をまとめてしまった。

　さて、となればいよいよ後は剛士君の仕事だが、センスはあっても基き本ほん的には軍事の素人しろうとである。確かめておきたいことがあった。

「総そう予よ備びはわかる」ランバルト軍の編へん成せいが気にかかっていた。「グラッサー男だん爵しやくが足の速い部隊ばかりというのもわかる」

　正面に並ならべた兵力だけでは不意を衝つかれた時に困こまる、だから予備が必要になる。

　快かい速そく部隊についても疑ぎ問もんはない。足の速い部隊はそのスピードで敵をひっかきまわすことが得意なわけだが、剛士自身も〈カルネアデス〉作戦で自分で状況を整理した末のおもいつきとしてクォルンにそれをおこなわせているのでだれにも教えてもらう必要がない。ま、ミリタリーマニアならばナポレオンの騎き兵へい運用がどうの、第二次大戦におけるドイツ軍の電撃戦がこうの、とひとくさりカマしてしまうところであろう。

　が、剛士が気にしていたのはそこではなかった。

　彼はあらためてフィラにたずねた。「主力を分けるのが不満だろうって……なら、ひとまとめにしておけばいいのに」

「そんなことも……そうか。魔王領でもゴーシのチキュウでも遠えん距きよ離り通信手しゆ段だんが発達しているからな」フィラは微笑ほほえんだ。「魔法でいくらか補おぎなわれるとはいえ、ブラントラントの人族国家では兵力の集中に限げん界かいがあるのだ……連れん絡らく手しゆ段だんが限かぎられすぎているのだよ！」

　彼女は両手でなにかを囲むような仕し種ぐさをした。

「司令官はせいぜい望遠鏡でのぞける範はん囲いの状況しか掴めないのだ。ざっと眺ながめてぱっと掴める限界、となると……平地に展開していたとしても、５万を率ひきいるのが精せい一いつ杯ぱいになる。いや、効こう率りつ的に動かせるのは４万が限界であろうな。それ以上になると見えない、つまり適てき切せつな命令をくだせない場所で指し揮き下かの部隊が戦うことになり、どうしても混こん乱らんしてしまう。つまり一軍の指揮官は４万程てい度どを直率し、残り１万は別動隊として前衛か側面警けい戒かいに用いているだろう。可動戦力がもう少し大きいはずのパライソが魔王領国こつ境きよう沿ぞいに３万しか展開していない理由も同じだな。セシエ殿どのであればお詳くわしいだろうが、あの国は坊ぼう主ずがうるさく軍に口をはさむ、というか指揮官も坊主だ。だから、軍によい指揮官がいない。ま、戦争に手を染そめる必要性の薄うすい国であったから、というのもあるが」

「フィラさん、でもさ、参さん謀ぼうの人とか地図があれば」

「むろんだ。その二つがしっかりとかみ合えば一人の司令官で15万は軽くいけるだろう。紙の上だけだが、幽ゆう閉へいされていたころヒマつぶしに検けん討とうしてみたことがあるのだ」フィラはうなずいた。「しかしな、どこの国でも魔王領ほどそちらへ気を使ってはいない。一人の司令官についてる参謀役は二人か三人。コレバーンもそうだったが、ランバルト戦争省なども事実上はただの大だい規き模ぼな後方事じ務む所しよにすぎんはずだ。とても魔王軍のごとく司令部ごとに五〇人、一〇〇人の仕事に慣なれた参謀を揃そろえてなどいない。このＣＯＣＣのようにレルネー殿だのカピラ殿だのといった度はずれた利きけ者がでんと構かまえているはずもない。そういえば今日はお二方とも姿すがたが見えんな」

「ちょっと別の用事ででかけてもらってるから」

「ふむ。これから忙いそがしいばかりであるから、当然か。それでだな、ああ、地図──軍の行動に役立つ詳しよう細さいな地図となると、さらに心細いのだ。だいたい、ブラントラントで詳細な国内地図をつくっているのは魔王領だけではないか」

「そうなの」剛士は驚おどろき、傍かたわらの小こ柄がらなエルフを見た。

「そーよ」セシエが答えた。

「ランバルトをはじめとしてほとんどの人族国家で、精せい密みつな地形情報を記した地図は国家最高機密なの。いいえ、羊よう皮ひ紙しにうねうねの線ひいて丸かいてちょん、なおファンタジア風地図でさえ許きよ可かなく国外持ち出しは禁きん止し。不法に所持しているのがわかったら牢ろう屋やにぶちこまれて強きよう制せい重労働だし、国外に持ちだした場合は国家反はん逆ぎやく罪ざいで死し刑けい」

「こ、国家反逆罪……たかが地図で、なんでまた」剛士は目を丸くした。国土地理院の地図がだれにでも買える日本で育ったかれには理り解かいできない話だった。

　セシエは驚きの顔を浮うかべ、教えた。「なんでって……あのね、戦争の時、敵てきが攻せめこんできたら困るからに決まってるじゃない。地形っていうのは戦いで大きな役やく割わりを果たすし、地図にはそれが全部載のってるでしょ、もし攻めこもうとする国がその地図を手に入れていたら……ね？　つまり、地図はものすっごく重要な“〝兵器”〟でもあるの。初めて旅行した街をぶらぶらする時、地図のあるなしで全然違ちがうでしょ？　それとおんなじよ。国外への地図持ち出しを許ゆるしている国もあるけど、そういう場合、地形をどばっとずらせたり、存そん在ざいしない町や川を載せたりしてるわ」

「剛士様のチキュウでも同じようなことがおこなわれていたはずですよ」背はい後ごに控ひかえていた浅あさ黄ぎ色の髪かみを持つ少女、スフィアが小さな声で教えた。

「え、ウソ」剛士はぽかんとした。

　スフィアは微笑ほほえんだ。

「エア様の大図書館にあった本から学んだのですが……ソヴィエトという国では国民に見せる地図もウソばかり、載っていない秘密の町もたくさんあって……おまけに国外へ亡ぼう命めいされないように国民に地図の読み方を教育していなかったという話で。悪い冗じよう談だんみたいですけれど事実だそうです。ですから、演えん習しゆうをおこなうとソヴィエト軍では道を間ま違ちがえる部隊が続出したとか」

　はあ、と剛士は腕うでを組んだ。

　と、頭の隅すみでちくっと疼うずいたものがあった。授じゆ業ぎよう中ちゆうのヒマ潰つぶしの友であった日本史の副読本でちらっと目にした記き述じゆつがよみがえったのである。

（あ、シーボルト事じ件けんってもしかして……）

　大学入試でもよくとりあげられる文政11年──１８２８年に起こった洋学者弾だん圧あつ事件のことだ。オランダ商館付医師シーボルト（実はドイツ人）が仲よくなった幕ばく府ふ天文方、高たか橋はし景かげ保やすから伊い能のう忠ただ敬たかの日本沿えん海かい実じつ測そく図ずに基もとづく仮か製せい日本輿よ地ち全図の写うつしなどを手に入れたことがバレ、当時の一大スキャンダルになった。高橋景保は獄ごく死し、シーボルトも国外追放、再入国禁止になっている。

（これまで理由なんか考えたことがなかったけど、そういうことか）

　ちょっと賢かしこくなったような自うぬ惚ぼれを抱いだきながら剛士はおもった。

　つまりはブラントラントの人族国家における地図の扱あつかいと同じことなのだ。シーボルトが入手した地図は軍事力で欧おう米べい列強に遅おくれをとっていた当時の日本にとっての最高軍事機密だった。シーボルト先生は医学を伝えてくれた凄すごい人なんだから地図ぐらいいいじゃんか、先生が日本でついつい勢いきおいのままにこしらえてしまった娘むすめさん、後のハーフ美人女医おイネちゃん萌もえ、では済すまない話なのである。屋や台たい骨ぼねが傾かたむきかけていた幕府にとって、シーボルトの行こう為いは紛まぎれもない『スパイ活動』だったのだ。

　とまあこんなことを書くとイロイロと文もん句くのある人がでそうだが、事実なので仕方がない。幕府や日本の後進性を示しめす証しよう拠こにもならない。剛士の育った時代ですら似にたような話はいくらでも転がっているからだ。

　スフィアの教えてくれたとおりソヴィエトは１９９１年に崩ほう壊かいするまで似たようなものだったし、ロシアに変わった（戻もどった）のちでさえ地図に載せない番号付きの“〝秘密都市”〟（アホみたいな名前だが、本当にそう呼ばれている）を維い持じし、そこで生物兵器などの研究開発をおこなっている。

『自由の国』アメリカも、軍の管かん轄かつ地ち域いき内は地図にほとんど情じよう報ほうの記き載さいがなく、ＵＦＯネタで有名な極ごく秘ひの航空機開発基地エリア51などはあえて間ま違ちがった位置に載せられている。

　中ちゆう華か人民共和国は日本の経けい済ざい水すい域いき内で好き勝手に軍事目的、海洋目的の調ちよう査さを実じつ施ししており、日本政せい府ふはそれに文句をつけている。

　21世紀においてすら、そういう現実が存在するのである。

　国家だの軍隊だの戦争だのというのはそういうものなのだ。

　くだらないといえばくだらない話である。

　と同時に、ただくだらないといいきれない話でもある。そうすることによる利り益えきは紛れもなく存在しているからだ。

　とまあ、歴史や現実って立場によってずいぶん解かい釈しやくが変わるなぁ、というネタをおもいだしてしまった剛士は突とつ然ぜん気づいた。

「でもさ、魔王領って」

「そ、軍施し設せつ内部とか魔ま王おう城じようの機密区画をのぞいてはもう、アレ。だれでも買えるわ」セシエはうなずいた。「斉さい藤とう陛へい下かのときに本ほん格かく的な精密地図の出しゆつ版ぱんが始まって、測量には手間もお金も時間もかかるし戦争の時にコワイってことで一いち応おうの反対はあったんだけど、陛下は『正しい地図がだれでも自由に買えるほうが国は発展する』って珍めずらしく勅ちよく命めいで強行。そのとおりだったんでみんな感心しちゃったんだけど」

　うーん、と剛士は腕組みした。つまりランバルトは魔王領の地形を掴つかんでいるということだろう。

「外国とかセントールとかは……全部あるの？」

「うん。セントールもパライソもコレバーンもランバルトもＣＭＡの秘密測量隊が毎日かけずりまわって測はかってきたから。国内ほど細かくないけど、絶ぜつ対たいにその国で機密にしてる地図より詳くわしいわよ。てゆーか〈メリー・クリスマス〉作戦でも使ったじゃん。あ、そっちの方は小縮しゆく尺しやくのやつだけ自由販はん売ばいで、大縮尺なのはさすがに軍用オンリー。ま、領りよう民みんにはあんまり関係ないし」

　ランバルト軍にとっては妙みようなことになっているわけだ。敵てき国こくである魔王領については詳しよう細さいな地図を入手しており、かえっていま進しん撃げきしているセントールのほうがアバウトな地図しかない。

　日本にいるときと同じ感覚で地図を用いてきた剛士だったが、いまさらながらこの世界における魔王領の異い質しつさを感じないわけにはいかなかった。そしてその異質のかなりの部分をもたらしたのはかれと同じ天あま抜ぬけ出身の魔王陛下たちなのである。少なくともいま剛士が正せい確かくな地図から情報を得られるのはあの斉藤さんのおかげだ。

　元新聞屋のオヤジさんを拝おがみたいような気分になった剛士だが、気を取り直し、アーシュラへたずねた。

「避ひ難なんのほうは」

「はい、閣かつ下か」アーシュラは指し揮き棒ぼうでセントール西部を示しめした。小さな青い矢印が何本も魔王領へ向かっていた。

「敵の侵しん攻こう開始以前に発動した非ひ戦せん闘とう員いん疎そ開かい作戦〈エクソダス〉に基もとづき、セントールに存そん在ざいする開かい拓たく村むらや町からすべての住民を疎開させています。敵軍の進撃にあわせ、魔王領東部からの非戦闘員疎開も実じつ施しいたします。これまでのところすべて御ご命めい令れいどおりに進行しております」

　そうなのである。シレイラちゃんの〈フェラール〉作戦も壮そう大だいであったが剛士は剛士で豪ごう快かいな対たい応おう策さくをとっていた。ランバルト軍の集結を知ると同時にともかく戦場になりそうなところから猫ねこの子一匹ぴき残さずに（いえ、魔王領では猫にも市し民みん権けんがあるので当たり前ですが）非戦闘地帯への疎開を開始させていたのである。

　ちなみに『非戦闘地帯』とはどこかの国の政府がどこかの国へ自じ衛えい隊たいを派は兵へいする際さいにでっちあげたあやふやな規き定ていとしてのそれではない。少なくともこの戦いに関しては軍事的な重要性をもたない、つまり敵がやってこないとだれもが確信できる安全な場所ということである。

〈エクソダス〉と名付けられたこの作戦で家や故郷ふるさとから離はなれた領民は現時点で50万を超こえる。最終的にはランバルト軍の侵攻路と周辺にあたりそうなワルキュラを含ふくんだ魔王領内すべての地ち域いきからも移い動どうさせるため、５００万を超えることになるだろう。住む場所や食しよく糧りようなどは確かく保ほしてあるが、とてつもない規模の国内難なん民みんが生ずることになる。

「剛士様が領民の苦しみを軽くしようと考えられた計画だということは承しよう知ちしていますが……よろしいのでしょうか」スフィアがたずねた。ほっそりした眉まゆがかすかに寄よせられている。

「なにが」剛士は訊たずねた。むっとしているわけではない。自分が見落としたことがあるのではないかと考え、心細さを露あらわにしていた。なにもかも立りつ案あん済ずみの計画どおりに進めていいものかどうか、いい加か減げん腹はらは決まっているものの、本当の『決心』の手前で踏ふみとどまっている。こういうところは相変わらずの人である。

「国民の戦意に悪あく影えい響きようを与あたえはしませんでしょうか」スフィアの声はむしろ冷静になった。説き伏ふせるような力強さすら感じさせた。

「軍が、そして剛士様が一戦も交えずにセントールを捨すて、領内でも同じようにされるとなると……モラル・ハザードが生じる可か能のう性せいが高くなります。このような時は信しん頼らいこそが最大の戦力です」

「その話はもう済んでいる」応じたのは剛士ではなくアーシュラだった。「領民疎開は魔王領の歴史上はじめてだが、領民たちにはすでに充じゆう分ぶんその意い義ぎを徹てつ底ていさせてある。というより〈エクソダス〉の成功なくして閣下の構こう想そうされた侵攻対処計画〈ヤヌス〉は成り立たない──その程てい度どのことはわかっているはずだ、スフィア」

「わかっています、その必要性も」アーシュラに負けないほど冷たい声でスフィアは応じた。「しかし戦いに巻まきこまれたものたちの気持ちは……」

　剛士は額ひたいを押おさえた。

　ついさきほどの心細さとは正反対の気分に包まれていた。

（いい加減にしてくれ）

〈メリー・クリスマス〉作戦が終わってから、スフィアとアーシュラの対立は激はげしさを増ます一方である。それはまだいい。だれだって仲の悪い相手の一人ぐらいはいる。おまけにそれが剛士という要素をめぐってのものだとなれば──他人にとっては、ごちそうさま、という程度の話だ。健康な男子たるもの生しよう涯がいに一度は直面してみたい我わが世の春と呼びたくなるがごときクライシスである。

　が、戦争を仲なか違たがいのネタにされるのはたまらなかった。

　本人は気づいていなかったが、どう考えても好きでたまらず、また向こうも好いていてくれるらしいと気づいている女じよ性せいたちに抱いだいた、初めての冷静な怒いかりだった。

　自分でもおかしいとはおもった。こうまでがらりと気が変わるなど、まるで子こ供どもだ。

　が、抑おさえられない。目の前には巨きよ大だいな戦争があった。背はい後ごには魔王領と無数の領民たちがいた。置かれている立場は魔王領総そう帥すいである。

　そしてかれは、17歳さいだった。

　唐とう突とつに固まった『決心』とともに剛士はいった。

「計画は変えない。〈エクソダス〉と〈ヤヌス〉は予定通りに進める。ぼくが総帥として決定したことだ。それから──二人とも、話をする場所は選んでよ、頼たのむから」

　小さな声だが、重く、冷たかった。それは明らかな『命令』でもあったからである。スフィアだけでなくアーシュラも押し黙だまり、青ざめた。

　赤ん坊ぼうのような体つきの魔王領総帥は恥はじでもしたようにさっとうつむき、何度か頬ほおを揉もむと唐突に席を立った。

「ご、剛士さま、どちらへ」

「トイレ」

　よほどガマンしていたのか他の何かが耐たえ難がたいのか、かれがひどくせわしげにＣＯＣＣをでてゆくと、あちこちからほっとしたような吐と息いきが響ひびいた。

「なんか、アレだな」〈メリー・クリスマス〉作戦の功こう績せきで准じゆん将しように昇しよう進しんしたジョス・グレナムが呟つぶやいた。「前みたいにわんわん叫さけばれるより、よほど応こたえる」

「当然だろう。いままで閣下が口にされたどんな叱しつ責せきよりも厳きびしい内ない容ようだった」イノシシ顔にアイパッチも勇ましい陸戦総そう監かんガズ・クォルンが唸うなるように応じた。

　それ以上言葉を用いる必要はなかった。ジョスも剛士の言葉、その本当の意味を即そく座ざに理解していた。かれの語ご彙いでそれを意い訳やくするならばこうなる。



　黙れ、このバカ女ども。ぼくの楽しい戦争を邪じや魔まするな。



　　　　５



　楽しい戦争。剛士は表立っては認みとめようとしないだろうが、確たしかにそういう面があったかもしれない。たとえば〈エクソダス〉作戦にはただ領民への損そん害がいを抑えるためだけに計画されたものではなかった。小野寺剛士の受け入れられる戦争という状じよう況きようをつくりだすという面が存在した。無む辜この領民を戦せん禍かから遠ざけることができれば、それだけ心置きなく戦うことができるからである。つまりは楽しい戦争に違ちがいない。

　しかし、剛士にとっての楽しさが誰だれにも素す直なおに受け入れられたわけではなかった。スフィアの言葉が正しいとおもわれる現実も存在したのである。



　セントール西部の魔王領入植地、シバスの村にワルキュラからの極ごく秘ひ命令が届とどいたのは一か月ほどまえのことである。

　受取人指定・一読後消滅ＦＹＥＯの魔法がかけられたその命令書を目にした村長を務つとめるトロル、スワイ・ドムスは物心ついて以来初めて、一いつ瞬しゆんにして酔よいが醒さめる気分を味わった。

　総帥の直筆署しよ名めいがある命令書。普ふ段だん、ドムスにはまったく縁えんのないものである。そこにはこう記されていた。



一、近々生起せるものと予想されるランバルト軍の侵しん攻こうに対たい処しよするため、総帥は貴き村そん住じゆう民みん全員への疎そ開かい準じゆん備びを命ず。

一、準備は本状開かい封ふう後ご二週間をもってこれを完かん了りようすべし。

一、疎開時に各自が携けい行こうを許ゆるされる物品は個こ人じん所有のフライング・カーペットに積せき載さい可か能のうな家か財ざい一式とする。

一、疎開命令ならびに疎開地ち域いきについては追って達する。

一、政せい府ふ機関並ならびに軍は全力を持って疎開の支し援えんにあたることを確約す。

一、疎開によって生じる損失について総帥は後日可能な限かぎりこれを補ほ償しようす。

魔王領総帥　小野寺剛士



　愕がく然ぜんとする、だけではすまなかった。シバスの村人たちはすでにここへ住んで数十年の長きにおよぶのだ。自分たちで田畑を切り開き、家をたて、村を発はつ展てんさせてきた。自分たちの手でつくりあげた故郷ふるさとなのである。

　その故郷を、一いつ片ぺんの命令書で捨すてろ、という。

　魔ま王おう領りよう一いつ般ぱんの例にもれずシバスでも剛士の人気は高かったが、ドムスから伝えられた命令を即そく座ざに受け入れた者はほとんどいなかった。領民たちの魔王領指し導どう部ぶに対する信しん頼らいは指導部が──つまり剛士が、かれらの生活を守るために全力を振ふり絞しぼる存そん在ざいであるという無言の誓せい約やくに基づいている。だからこそ戦時特とく別べつ税ぜいも負ふ担たんするし、若わか者ものを兵として送りだしもしてきた。

　翌よく日じつ開かい催さいされた村会は怒いかりの声に満ちた。これは総帥の裏うら切ぎりだ、という怒りである。即座にワルキュラへ代表を派は遣けんしようという話になった。

　セントール開かい発はつ庁ちようと軍の代表が村を訪おとずれたのは村会が代表派遣を可決しかけたちょうどその時であった。村民たちはその顔ぶれに驚おどろいた。開発庁西北セントール連れん絡らく部代表のヴァンパイア、アシュル・ロスホフはかれらにとってなじみぶかい男であったし、軍人のほうは村から入隊したものの出世頭であるエルフ、シス・ウルラ大たい尉いだったからだ。

　しばらくのあいだ村人の怒ど号ごうを我わが身に浴びた二人は、やがて静かに説明をはじめた。祖そ国こくを守るためにはほかに方法がなく、また、総そう帥すい閣かつ下かは領民の生命が危き険けんにさらされることをなによりも恐おそれておられる、と。

　最初に考えをかえはじめたのは軍にいたことのあるものたちだった。ウルラの説明へ耳を傾かたむけるうちに気づいたのである。予想されるランバルトの攻こう勢せいは未み曾ぞ有うの規き模ぼになるはずであり、魔王領はまさに存そん亡ぼうの危機に立たされているということを。つまり総帥と軍は領土を守りきれない。だからこそ──せめて領民だけでも救うために疎開命令を発したのだ。

　ロスホフは主に補償について説明した。戦いによって失われるすべてを補おぎなうことはとてもできない、と正直に認みとめた。しかし──家族が散り散りにならず、またある程てい度どの国庫補助を受けられるというのはただ戦いに巻まきこまれるよりはよほどマシなはずである、とも説いた。最後にこうも付け加えた。総帥閣下は老ろう齢れい年金並ならびに子こ供どもたちの進学について特別の措そ置ちを考こう慮りよされておられる。

　村を捨てるという悲ひ劇げきは厳げん然ぜんとして存在する。しかしそのかわり、親と引き離される子供、子を見失う親はでない。また失うべきものの多い老人たちと、今日と同じ明日を一度は見失う子供たちの未来は可か能のうな限かぎり配慮する。そういうことである。

　村人たちは気づいた。

　選せん択たく肢しは存在しないのだ。村を捨てなければ、ランバルト軍の侵攻に身をゆだねるほかないのである。だからこそ、魔王領総帥は疎開を自分の直接命令にするという形をとったのだ。魔王領が領民に与あたえられる補償としてそれを上回るものは存在しないからである。

　重苦しい沈ちん黙もくとともに村会は解かい散さんし、人々は家路をたどった。

　その夜、いくつもの悲しげな語らいが家々で交かわされた。涙なみだが流されたのはむろんであるし、酔よって暴あばれたものも一人や二人ではなかった。ウルラの実家やロスホフの泊とまった家に詰つめかけ、騒さわぎ立てるものもいた。

　しかし、どれほど悲しみと怒りを抱いだいたところで戦争の現げん実じつがかわるわけではなかった。

　最初はゆっくりと、やがて勢いきおいを増ましながら村を捨てる準備は進んだ。同じように疎開準備を命じられた近きん隣りんの村々の情報が入ってきたし、ＭＮＮをはじめとする魔王領系けいのマスコミは間接的に村人たちの不安をあおるような報道をおこなったからである（もちろんこれは剛士の命を受けたセシエが手配したものだった）。

　フライング・カーペットに積める限りの荷物が積み上げられた。いまのところその必要はないとわかっていたが子供たちの集しゆう団だん登下校がおこなわれるようになった。すでに作物の種まきや田植えは済すんでいたから、種たね籾もみなどを運ぶ手間がないのだけは幸いで──悲しむべきことだった。ランバルト軍が攻め寄せたあとで田畑がどうなるか、だれも楽観できなかったからだ。

　人々から日ごとに笑え顔がおが失われ、ささいなことで争いがおこるようになった。フライング・カーペットを何枚まいも持っている家はあからさまな羨せん望ぼうの対象だった。そうなのだ。退避命令が現実のものになる以前に、シバスの村は共同体として崩ほう壊かいしようとしつつあった。

　一週間ほどしてロスホフは村を離はなれた。彼もまたセントールに生きる一人であり、少し南にある自分の村で、自分自身と家族の面めん倒どうを見なければならなかったからである。

　一人残ったウルラ大尉はひどく辛つらい気分のまま毎日村中をまわった。かれの実家はすでに荷物をまとめ終えていたから、手の足りなそうな家に立ち寄っては仕事を手伝った。まるで村の葬そう式しきをだしているような気分だった。かれは、この疎そ開かい命令において住じゆう民みんに明かされない部分を上官から教えられていたのである。

　疎開実じつ施しの命令は二週間後に届とどいた。シレイラちゃんの〈フェラール〉作戦発動より10日以上も早い。

　命令が届くとほとんど同時に、軍の支し援えん部隊が到とう着ちやくした。その一部は村人たちの護ご衛えいと誘ゆう導どうにあたる疎開支援隊である。村人たちを驚おどろかせたのは支援隊がフライング・カーペットに積みきれなかった家か財ざいの一部を輸ゆ送そうしてくれたこと、また、病気や事じ故こに備そなえたスライム衛えい生せい班はんまで同行することだった。移い動どう中の食事、宿しゆく泊はく、また疎開先での当面の住じゆう居きよ、医い療りよう・教育サービス、生活必ひつ需じゆ品ひん、低賃ちん金ぎんではあるがある程てい度どの仕事も魔ま王おう領りよう総そう帥すいの名の下もとに手配すると確約されたこともかれらの安あん堵ど感を強めた。軍がいくらか運んでくれるのなら先にいっておいてくれたらケンカをせずに済すんだのに、と恨うらみ言を漏もらすものはもちろんいたが、現実がひとたび覚かく悟ごした最悪の展てん開かいよりもいくらかマシになったことはかれらの気分すら大いになごませた。



    

  
    
      　ウルラ大尉は支援部隊本隊とともに自分の家族も含ふくんだ村人の旅立ちを見送った。

　だれもが荷物を山積みにしたカーペットの上から周囲を見回していた。二度と戻もどることはない場所を見つめているようだとかれはおもった。そしてかれらは正しいのだ。ある意味、かれらは二度と記き憶おくの中にある故郷に帰ることはできない。戦いが終わり、魔王領が滅ほろびずに済んでも、シバスの村が元通りになることは決してないだろう。

　唄うたが、聞こえた。ウルラ大尉も子供のころに口ずさんだ村唄だった。

　口ずさめなかった。そうする資し格かくをすでに失っていることをウルラ大尉は知っていた。彼が支援隊（本来は、その指し揮きが彼の任にん務むだった）を率ひきいてこれから故郷に加えねばならない仕打ちは、軍事的には正しくとも、一人の田舎いなか育ちのエルフとしては耐たえがたいほどの苦しみを伴ともなうものだった。

「隊長」人族の先任下士官、バドゥ・アイニッケ軍ぐん曹そうが傍かたわらに立った。部隊が命令を待っていることを伝えにきたのだった。

　ウルラ大尉は大きく息を吸すいこんだ。無数の敵兵に向けて真正面から突とつ撃げきするほうがよほど簡かん単たんだとおもった。しかしかれらは魔王領と総帥に忠ちゆう誠せいを誓ちかった軍人であり、その総帥が魔王領を救うために必要だと判はん断だんしたことであれば喜んで遵したがうほかないのだった。

「よろしい、計画どおり開始せよ」

　ウルラ大尉は命じ、瞑めい目もくするがごとく瞼まぶたを閉とじた。兄弟や友だちと遊んだ村のあちこちが脳のう裏りをよぎり、決して口ずさむことのできない村唄が心のどこかでリフレインし続けるのがわかった。

　そしてなにより、総帥閣下はなんと恐おそろしい御お方かたなのだろうという率そつ直ちよくな畏い怖ふがこみあげてきた。
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　田た中なかさんは深く、重く唸うなった。

「ううむ。うーむ」



　戦場からはるかに東へ離はなれたランバルト王都、ウルリス。その中心にそびえている白はく亜あの王おう城じようはあちこちに足場がつくられ、滑かつ車しやが据すえつけられた状じよう態たいで呑のん気きな春の陽ひを浴びている。斜ななめに傾かしいでしまった西尖せん塔とうこそ撤てつ去きよされたものの、魔王軍の奇き襲しゆうで生じた破壊の痕あとはいまだ生々しい。都内中ちゆう枢すうの官公庁も似にたようなもので、この王国を支し配はいしてきた官庁の多くは焼け焦こげたまま、手近な建物を接せつ収しゆうして業ぎよう務むをとっている状態である。

　再建は遅おくれていた。組まれた足場に人ひと影かげは少なく、一日たってもいくらも進んだようには見えない。

　むろん〈フェラール〉作戦の影えい響きようである。シレイラちゃんは王都の見かけよりも魔王領をぶっ潰つぶすほうが先だと判断し、予算やら人材やらをそちらに振ふり向けてしまったからだ。

　となればなんとなくたそがれた雰ふん囲い気きが街中に漂ただよっていそうなものだが、意外に人々の顔は明るかった。むしろ、活気に満ちているといえるかもしれない。

〈メリー・クリスマス〉作戦でこの都に襲おそいかかった魔王軍は攻こう撃げき目標を軍、政府関係に限定した。橋は吹ふき飛ばされたが、そちらのほうは影響が大きいので木もく製せいの仮かり橋はしがかけられている。

　そうなのだ。剛士の目もく論ろ見みどおり、攻撃が民間人に与あたえた被ひ害がいはごく小さなものにとどまったのである。

　むろん、ただのひとつも被害がでなかったわけではない。ファイアーボールの命中率は高かったとはいえ狙ねらいを外したものは存在した。穏おだやかに暮くらしていただけだというのに家族を失ってしまった男、親を失った子供たちは数百のオーダーに達する。避さけ難がたい戦争の現実だ。

　しかし……ウルリスに住むほとんどの人々にとり、それは『他ひ人と事ごと』だった。涙なみだも流すし義ぎ捐えん金きんもだす。人によっては子こ供どもたちを養子として引き取りもする。が──大多数の『日にち常じよう』が破は壊かいされたわけではない。涙をぬぐい、財さい布ふからいくらかの金きん貨か銀貨を投じ、ひとあたり魔族どもを罵ののしってしまえばそれで区切りがつく。

　当たり前のことでありすぎるけれど、いつだって大事なのは穏おだやかな日常の方なのだ。

　そのことを証しよう明めいするように……といっていいのかどうか、臣しん民みん街がいはデデレン通りなど、連日にぎやかな限りであった。もともとウルリス有数の繁はん華か街だけあって人出の多い場所だが、魔王軍による攻撃のあと、さらに華はなやかさを増していた。

　貧まずしい人々が訪おとずれるには商品の値ね段だんが高すぎ、貴き族ぞくたちが訪れるには元気の良すぎる場所なので、道行く人々のほとんどは臣民階級──この国の場合、ウルリス以外では多数派とはいえない中流に属ぞくする人々である。大たい抵ていは呑のん気きな顔をしていた。国中に大動員がかけられているのだが、指揮官（将校）クラスは貴族たちが、兵は都市貧ひん困こん層そうや地方農民層が主なので、戦争の影響がもっとも薄うすいのだ。

　魅み力りよく的だが絶ぜつ対たいに必要とはいえないパライソ家具を扱あつかう店、オートクチュール風のデザインを施ほどこした既き製せい服ふくを売るブティック、道に面した場所にテーブルを出している小こ洒落じやれたカフェ。和なごやかで、ちょっと華やかな街路には家族連れや恋こい人びとたちがあふれている。

　とりわけにぎやかなのは、デデレン通りの中なか程ほどにあるマスタシア広場に面した辺りであった。中心にすっぽんぽんのお姉さんを模もした噴ふん水すいがあるデデレン通り一等地中の一等地、石いし畳だたみでレンガ造づくりなゴミの収しゆう集しゆうや下水設せつ備びや消しよう防ぼう体たい制せいはどうなっているのか決して考えてはいけないおファンタジア風街角なのだが……

　ひとつの建物のおかげで雰囲気がぶち壊こわされていた。かなり大きな、四階建てである。以前はシックな雰囲気をかもしだす渋しぶくておしゃれな存在だったのだが、いまはアレであった。

　通りに面した壁かべには巨きよ大だいな布ぬの幕まくが張はられていた。そしてそこに描えがかれていたのは、なんというか悪あく夢むの産物じみた生物である。頭身が詰つまってるワリには胸むねが巨きよ大だいなろりろりメイドさんなのであった。猫ねこ耳みみ尻尾しつぽはむろんなのであった。よくわからないこだわりのあらわれとして三つ編あみお下げなのであった。んでもって彼女の横にはマンガの吹ふき出し風の枠わくが設もうけられており、その中にはこう記されていた。

『ブラックホールだにゃ』

　一階は入り口からすでに正気の沙さ汰たとはおもえない。なんかよくわからないが妙に劣れつ情じようを煽あおる奇き怪かいで特とく殊しゆな少女の立て看かん板ばんが人々を差し招まねくのみならず、本当に似合っているかどうかは微び妙みような異世界風ファッション──特殊なせぇらぁ服だの異様なすくぅる水着だのを身につけたお嬢じようさんたちがにこにことイベントや商品の説明をしているのであった。

　ちなみに、家族連れだのカップルだのは放ほう射しや性せい物ぶつ質しつ汚お染せん地ち域いきを避さけるがごとくその前から逃のがれようとしている。立ち止まり、しげしげと看板やお姉さんを眺ながめ、んでもって店内に足を踏ふみ入れるのは一人、あるいは同性ばかりの仲間たちと歩いているお兄さんやお姉さんばかりであった。街中であるにも拘かかわらず妙に甲かん高だかい声で話していたり通行の邪じや魔まになるにも拘らず仲間と横一列に並んで歩いたりしている人ばかりだが、人生や自分に満足している顔つきの人は一人もいない。他人のとがめるような視し線せんに対する反はん応のうはうつむくか追い詰められた小犬のような敵てき意いを浮うかべてにらみかえすか、そのふたつだけである。

　しかし──

　店内へ一歩踏みこんだ瞬間、だれもが変身する。頭をあげ、それまではどんよりとしていた瞳ひとみに悪い薬をやったような輝かがやきが宿る。歩くスピードも三倍になる。獲え物ものを探さがす鷹たかのような目を店内に向け、まず新商品が置かれている平台をざっと確かく認にん。それから自分にとって世界の中心が存そん在ざいする棚たなに向けてプリプログラミングされた巡じゆん航こうミサイルのごとくもっとも的確な進路を選せん択たくし、突つき進む。

　いやま、実はそう珍めずらしくもない。識しき字じ率りつとか教育制せい度どの問題があってランバルトではそれほど多くはないが、本屋の客だって似にたようなものである。ただし本屋を訪れる客のほとんどは数あま多たの戦いを経へた後も戦意を失わない筋すじ金がね入りの古参兵にも似たタフさは持たない。

　が、この『ブラックホール』では世間の少数派が多数派なのである。所ところ狭せましと並べられている奇妙なグッズに目を輝かせ、惜おしげもなくお小こ遣づかいを消費するのだ。ちなみに二階は18禁きんコーナーで、さらに選び抜ぬかれた戦士たちが集つどう最大の激げき戦せん地ちである。戦いは日をおって激しさを増しており、裏うら手ての建物を倉庫兼けん事じ務む所しよとして借りて、事務所とされている三階、倉庫になっている四階も売り場にしてしまおうかという話まででているのだった。



「……て、わけでして」

　メイドさんたちのリーダー格かく、イリシャが書類から顔をあげた。あやしげなお店開店のための修しゆ羅ら場ばは終わり、かわゆくてちっちゃいまま微妙に不健康な同人コミック作家と化したメイドさんたちのほとんどが里帰りしているため、部屋は静かだ。

　ちなみにこのお部屋はあいかわらずランバルト王おう城じようの中ちゆう枢すうたる王室区画、おそるべきことにシレイラちゃんのお部屋、そのすぐ隣となりである。理由は──王城でもっとも強固な防ぼう御ぎよ力りよくを備そなえ、警けい備びも厳きびしいからだ。ランバルトとしてはオノデラゴウシと魔王軍が再ふたたびウルリスを襲おそい──虜りよ囚しゆうのタナカ魔王を救い出そうとする可か能のう性せいを否ひ定ていしきれなかったのだ。ちなみに扱あつかいがフェラール兄ちゃんの時と変わらない……いやむしろ良くなっているのは、魔王軍に捕とらえられた（実は自分から投とう降こうした）ランバルト国王陛へい下かが手て厚あつくもてなされているからであった。あちらがそのつもりならこちらもなおいっそう──少なくともシレイラちゃん自身がだした命令書によればそうなっている。もちろんメイドさんたちはなんかアヤシイよね、と噂うわさしあっていた。

　イリシャはにっこりとした。

「お店は満員御おん礼れいです、お兄ちゃん！　みんなで創つくった同どう人じん誌しなんか緊きん急きゆう重じゆう版はんかかりまくり、王立印いん刷さつ局きよくの日にち常じよう業ぎよう務むにしわ寄よせがきてるほどで……」

「うーむ」虜囚の魔王陛下、『ブラックホール』にいても完全にお客さんへ溶とけこんでしまうだろう銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねでひょろひょろの青年が唸うなった。立りつ派ぱな椅い子すだのソファだのが置かれているのだが、なぜか床ゆかに置かれたカウチ風クッションへうつ伏ぶせになっている。

　顔は、青ざめていた。眉み間けんには深いしわが刻きざまれている。額ひたいには汗あせが浮ういていた。

「お兄ちゃん、やっぱり……」もう一人のろりろりきゃろりんメイドさん、ジュラが心配そうに見つめる。心配のあまり半泣きになりかけているところがその手の趣しゆ味みの方々にはたまらん感じである。

「いやあの、うむむ、大したもんだよね、ランバルトは」田中さん、明らかな努力の色を浮かべつつそうこたえた。

「どういう意味ですか」

「だってさ、大作戦が始まってるんだよ？　なのに、臣しん民みんはそこそこ以上に生活を楽しむことができている。大したものさ」

「ああ」ジュラはうなずき、イリシャを見た。

　イリシャがいった。

「だって、戦争は王族の方々と軍隊がするものですから……」

　田中さんは呆あつ気けにとられた。無む責せき任にんさにあきれたわけではない。イリシャが──そしてジュラも本当にそう信じていると知ったからだ。

（違ちがう、違いすぎる）

　眼鏡の奥おくにある目に困こん惑わくが浮かんだ。むろん魔王領とくらべて、である。かれが魔王として治めてきたあの国は人族から忌いみ嫌きらわれた魔族たち、そして人族同士の争いや諍いさかいからはじきだされた人族たちによってなりたつ国だった。だから、戦争に負けつづけでも国はバラけなかったし、志し願がん兵へいだけで軍が維い持じできた。魔族とある種の人族たちにとっての楽園であると同時に、どん詰づまりのような場所でもあることが、そうした現げん実じつをもたらしていた。

　だが、ランバルトは違う。戦争はあくまでも支し配はい者しやたちのものなのだ。

　田中さんはさきほどまでとは異ことなる意味で眉間にしわを刻み、おもった。

（なんかそんな気はしていたけど、本当にそうなんだ）

　知的教養がアニメやコミックの人なので田中さんの場合ここまでだが、もしかれが歴史にいくらか興きよう味みを抱いだいていれば、類るい推すいだの理り解かいだのはさらに楽だっただろう。近代だの近世だのというステージに限かぎってみれば、地球に似にたような例が存そん在ざいしているからだ。

　たとえばヨーロッパではナポレオンの登場まで（あるいはフランス革かく命めいまで）戦争とは国民のものではなかった。革命思想に基もとづいた国家総そう動どう員いん、総力戦が実現してはじめてそれはすべての人々が関かかわるものにかわったのだ。日本の場合は明めい治じ維い新しんでかなり意い識しきが変わり、日につ清しん・日にち露ろの二つの戦いで国民すべてが関わるものになった。それまでは職しよく業ぎよう的戦士である武ぶ士したちの独どく占せん事業だったのである。別に歴史小説でも教科書でもないのでアバウトに済すませてしまうが戊ぼ辰しん戦争についておもうところを訊たずねられた町人が『自分たちには関係ありませんから』とこたえたと当時の外国人（アーネスト・サトウだったかな？）がのこした記録にもある。

　となれば、イロイロとユルいところがあるとはいえ、基き本ほん的に封ほう建けんノリというか絶ぜつ対たい王おう制せいノリのあるランバルトの臣民、イリシャがジュラが戦争を王家や軍隊だけのもの、と受け取るのは無理からぬところだ。メンタリティという気分というか、要するにそう考えるのが当たり前なのである。

　魔王軍がウルリスを襲おそった後もそうしたノリに変化はない。習しゆう慣かん、常じよう識しきといったものはそう簡かん単たんには変わらないし、国家の方も変わることを望んでいなかった。王族や貴き族ぞくという連中は戦争を自分たちの独占事業にすることで権けん威いを保たもっているからだ。自分たちの立場を変えたくないのであれば、臣民の立場を──ことに中流の人々の立場を変えるわけにはいかないのである。かれらには失うべき財ざい産さんもあり、ある程てい度どの教育もある。王と臣民の関係、たとえば自分たちの払はらう税ぜい金きんは領りよう土ど内であればそこそこ好き勝手に生活できるという保ほ証しようと引き換かえの年間契けい約やく金きんなのだと知っている。王が契約を守らない場合は契約を打ち切ってもいいのだと考えかねない。

　むろん、田中さんのチキュウでひねくりだされた王権神しん授じゆ説せつのごとき詭き弁べんでもって王の立場を強化する努力は払われている。が、そんなものよりかれらの日常を維持してやるほうがよほど効こう果かがある。

　まあそれは、国中のだれもが戦争に関わった方が戦いに投入できる資し源げんが──戦力が増大するという、きわめて現実的な考え方の前では砂すなのお城しろなのだが……努力を重ねているにしろ、ランバルトはその点まだまだらしい。大国であるからいまのままでもなんとかなる、ということもあるのだろう。

　だが、魔ま王おう領りようは……

「うおっ」

　シリアスな思考を進めようとした田中さんの全身にイヤな電流が駆かけめぐった。

「……ああ、むっ、ちょっと、トイレいってくる」

　田中さんはタンタロスのごとき表ひよう情じようでいった。ニトログリセリン入りの試験管を持っているようにそろそろと立ち上がり、なにかを恐おそれるようにトイレに入り、しばらくのあいだ悲ひ痛つうな呻うめきを響ひびかせたあと、青ざめ引きつった顔ででてきた。全身、脂あぶら汗あせにまみれている。

「あのー、お兄ちゃん」イリシャとジュラが立ち上がりながら同時にいった。

「う……なに？」田中さんは辛つらそうな顔でこたえた。

「やっぱり、お辛いんですよね？　そうですよね？」

「いや、うん、そのね……うう」

　田中さん、部屋の一いち隅ぐうに積まれたクッションの上にそろそろと腰こしを下ろすと同時に呻きを漏もらした。

　そうなのだ。ここまでの描びよう写しやで気づいてる人は気づいてるとおもうが、アレである。座すわって時を過すごすことの多い人々にとってはもっとも恐ろしい疾しつ患かんに虜りよ囚しゆうの魔王陛へい下かは見み舞まわれていたのであった。

　前ぜん兆ちようは、イロイロとあった。

　そしてもちろん、無む視しした。あの修しゆ羅ら場ばのなかで気になんぞしていられなかったからである。

　勢いきおいをつけるため、大好きな辛からいスナック菓が子しもバリバリと食べた。

　因いん果が応おう報ほうなのであった。だれにも文もん句くをいえないのであった。田中さん、ソッチの趣しゆ味みはないというのに見事にやられてしまったのである。同人制せい作さくの緊きん張ちようが解とけ、ほっとした途と端たんに一挙に悪化したのだった。イボではなく切れなのであった。たまったものじゃないのである。ちなみに筆者はそちらの経けい験けんはないが、手しゆ術じゆつを受けるよりない状じよう態たいに至いたった友人が一人いる。悲ひ惨さんなものであった。あんまり理解もしてもらえないし、下手をすると笑われてしまうところがさらに辛い。はっきりいって腹ふく上じよう死しのほうがまだマシであろう。

　ここで気を抜ぬくと田中さんのア○ルの状態について５ページにわたって詳しよう細さいをきわめた設せつ定ていを書いてしまいかねないので自制して進める。つーかもう、本当に辛そうなのであり、実じつ際さいにそうなのであった。ちなみに小説書いたりマンガ描かいたりする人にとってもっとも必要な資し質しつはチタン合金製せいのおケツであることはブラントラントでも地球でも同じである。

「やっぱり、自分でお薬塗ぬってるだけじゃだめなんですよぉ」ジュラが左ひだり隣どなりに膝ひざをついていった。

「無理せずにあたしたちに任まかせて……」

　そういいながらズボンに手をのばそうとする。

「それだけはダメ、ダメ！」

　田中さん、必死の形相で首を振ふった。

「だいたい君たちはそういう仕事をする娘こじゃないんだから」

「あのー」いつのまにか右隣に膝をついてティッシュを手にしたイリシャが額ひたいの汗をぬぐいながら反はん論ろんした。

「ランバルトではメイドさんってむしろそっち方面のお仕事が多くて……同人誌を作らせるほうがよほど異い常じようなんですけど」

「そ、そっち方面って」喉のどを鳴らしながら田中さんはたずねた。

　ジュラがにこりとして受けた。

「えーとですから、まず朝はご主人様の×××を○○○○○して、でもって朝の濃こいのをたっぷり……」

「ううっ」

「でもってですね」イリシャが付け加える。「朝の御入浴をお手伝いしてそこでもってまた全身の筋きん肉にくとかあと他のイロイロな場所をほぐしてさしあげて。だからお薬をぬりぬりするぐらい全然大だい丈じよう夫ぶ……」

「はうっ、ほっ、うぷっ」

　田中さん、あわてて鼻をつまんだ。

「きゃああ」

「お兄ちゃーん！」

「ティッシュ、ティッヒュ」

　イリシャはあわてて丸めたティッシュを田中さんの鼻に詰つめる。紙はたちまち赤く染そまった。ジュラが首の後ろをとんとんと叩たたく。田中さん、上も下も大出血である。

「あ、あのさ」田中さんは鼻声で訴うつたえた。「ただでさえ最近我が慢まんにガマンを重ねてるんだからあの、ちょっと考えてよ」

「だーかーらー」イリシャは体形の特とく殊しゆさにもかかわらずきっちりくびれた腰こしに拳こぶしをあて、ボディサイズからいえば実にご立りつ派ぱなお胸むねをミサイルのごとく突つき出した。

「あたしたち相手ならばガマンする必要、ないですよ？」

「いやあの、ダメ、ダメだよ。そーゆーのはよくない。凌りよう辱じよくシーンてんこ盛もりのエロゲーが大好きなクセに表向きは泣き系けいと萌もえ系の大ファンだとかほざいてる奴やつみたいでイヤだけど……」

「そんなことありません！　お兄ちゃんは立派な方です！」突とつ然ぜん、ジュラが叫さけんだ。なんでか知らないがものすごく真しん剣けんな顔で、おまけに涙なみだ目めにすらなっている。「詳くわしいことはよくわかりませんけど、お兄ちゃんはきっとちっちゃい美少女が刑けい法ほうに触ふれる行こう為いを数限りなく受けまくるゲームを深夜一人密ひそかに使用してすっきりして次の日ちょっと罪ざい悪あく感にかられちゃうけれど、すっきりしたおかげで現実とゲームを混こん同どうすることなんか絶ぜつ対たいないどこにでもいる、でもわたしの大好きなお兄ちゃんです！」

　ずきゅーん。田中さんの胸に見えない矢が突き刺ささった。いや、彼女たちと出会ってから何本も刺さっていたのだが、肛こう門もんと精せい神しんの装そう甲こう防ぼう御ぎよ力りよくが弱まっているいま、普ふ段だんよりぶっすり深々と、そりゃもうのけぞってしまうほどに入りこまれてしまったのである。

「で、あの、でもさ。君たちにそういうことしたら、あの、ほら、リアもいるから、それに、御両親にも申しわけないし……」

「だいじょーぶです！」イリシャが断だん言げんした。「お兄ちゃんのお側そばにお仕えすると決まった時に、親子で別れの水みず杯さかずきを交かわしてきました！　それに、魔ま王おう陛へい下かのろりろり雌めす奴ど隷れいメイドなんて滅めつ多たになれるものじゃありません！　安心してください！　お兄ちゃんがダメな人になってもあたしが食べさせてあげます！」

「もちろんあたしも！」

　ず、ずずぎゅーん。

　二人は同時に飛びついてきた。ふにゅぷにとした感かん触しよくはもちろんたまらなかったが、衝しよう撃げきがずーんとヤバイ場所に響ひびき、またうめき声を漏もらすことになった。まさに天国で地じ獄ごくである。

　田中さんの抵てい抗こうが弱いとみたイリシャとジュラが視し線せんを交わし、深くうなずき合う。そのまま左右からろりろりな外見に似合わない力強さでひょろひょろした身体からだを持ち上げた。

「お風ふ呂ろでしましょうね」きっぱりとジュラが告げる。

「あたしたちがぜーんぶキレイにしてさしあげますから」イリシャがまたも断言した。

「いや、だめ、これ以上はまずいって」欲よく情じよう、じゃなくて浴場にずるずると引きずられながら田中さんは抵抗した。

「だいじょーぶです！」イリシャがこたえた。「筆者はもともとあるんだかないんだかわからない物書きとしての立場を『デビル17』（第１巻「みなごろしの学園」富士見ファンタジア文庫絶ぜつ賛さん発はつ禁きん、じゃなくて発売中）でさらに危あぶなくしてます！　ていうかあっちでムチャクチャ書いてるのでこっちでは違ちがう方向性でいくそうです！」



    

  
    
      「でもあの」ジュラがぽっと頬ほおを染そめながら付け加えた。「お兄ちゃんがお望みならそれはもう団○六先生はサディスティックな愛に満ちた未み亡ぼう人じんの描びよう写しやが難むずかしすぎるので結城○雨先生にオマージュを捧ささげた25ページを描写してもいいって……」

「うわ、うわわわ」

　田中さんの叫さけびもむなしく、すぽんすぽぽんと脱ぬがされた服が宙ちゆうを舞まう。トランクスが舞い落ちるとその後にメイド服やエプロンが続き、最後にかわいらしいショーツが二枚まい、ひらひらと宙に踊おどった。頭のカチューシャだけは身につけているらしいところがメイド趣しゆ味みの基き本ほんを押おさえていてすばらしい……って、見えませんが。

　しばらく浴場から水音と田中さんの悲鳴が響いたあと、イリシャの声が後を追った。

「洗せん浄じよう終しゆう了りよう！　ジュラ、悪いけどあたしからいくわ！　お兄ちゃんのお尻しりを持ち上げて！」

「ふひゃあ」（←田中さん）

「いいわよ、イリシャ！　お薬は大だい丈じよう夫ぶ？」

「それはもう！　ほら両手にたっぷりぬらぬらと。お兄ちゃん、お覚かく悟ご！　イリシャ、いっきまーす」

　ぬっぷし（←入りました）。

「おむっ、ぬおっ、あ、新しい世界がぁぁぁ」

　……というワケで田中さん、やはり、天国で地じ獄ごくらしいのであった（伝聞調）。



　　　　７



〈フェラール〉作戦を発動したシレイラちゃんがマリウクス城じよう塞さいに達したのはＤ＋10、５月18日午前のことである。ランバルト国こつ境きようからマリウクスまで約３５０キロとするなら一日30キロちょいで進んできたわけで、ほとんどチキュウの、第二次世界大戦当時の通常の路上行軍速度と同じであった。基き礎そ体力が違ちがう魔王軍をのぞくブラントラントの軍隊としてはなかなか見事なものである。なにしろ10万からの軍ぐん勢ぜいが整せい備びされているとはいえ一本の道路を使って進んでいるのだから、一歩間違えば詰つまった下水と同じになる。よほど訓練されていなければ一一日ではたどりつけない。交通渋じゆう滞たいがおきるのは別に首都高速やゴールデンウィークの観光地に限かぎった話ではないのだ。

　とはいえ、剛士君も報ほう告こくを受けているように、全軍が到とう着ちやくしているわけではなかった。マリウクスに着いた部隊はいまだ３万程てい度どで、城塞駐ちゆう留りゆう部ぶ隊たいとあわせても５万に満たない。やがて三個軍を編成する総そう勢ぜい11万が揃そろうにはまだ六日は必要だとみこまれていた。北ドラス（ゴブリン）道や南バスタ（トロル）道の方はそれほどでもないが、かわりに兵站ロジステイツクス物ぶつ資しの輸ゆ送そうに手間がかかっている。

　とはいえ、〈フェラール〉作戦は順調であった。セントール東部の制せい圧あつはまったく予定通りに完了したといっていい。

「ウランコール、グラッサー、苦労をかけたわね」到着から一時間後、入浴し、御お髪ぐしと衣服をあらため、側近とともに颯さつ爽そうと城塞司令部会議室にあらわれたシレイラちゃんは上機き嫌げんであった。言葉つきこそ変わったが、立ち居い振ふる舞いはやはりそこらへんのお姉ちゃんたちとは違う雅みやびやかさがある。人じん格かくがいささか以上に破は綻たんしていても、お育ちが違うのだ。

「摂せつ政しようの宮みや様さまにおかれましては御機嫌麗うるわしく……」

　起立して堅かた苦くるしくはじめたウランコールを彼女はぱっと指さし、にこりとした。

「そういうの、パス。形式だけのことだから。殿でん下かでいいわよ。だいたいね、ランバルトの支し配はい者しやはあくまでも兄上。フェラール三世陛下。アタシはあくまでも代理。よろしい？」

　ウルリスであれこれあったにせよ、シレイラちゃんのフェラール兄ちゃんに対する気持ちは変わっていないのだ。となればウランコール、グラッサーともに一言もない。シレイラちゃんはまたにこりとして今度はグラッサーを見つめ、指先で自分の顎あごをちょいちょいと撫なでた。むろん、お髭ひげが消えて甘あまいマスクに変わってしまったことをからかったのである。グラッサーは真っ赤になった。



    

  
    
      　二人の将しよう軍ぐんを座すわらせたシレイラちゃん、その後ろの席で小さくなっている少女を見つけた。

　視し線せんがあった。相手の瞳ひとみは眼鏡めがねの向こうで戸と惑まどっている。

　ランバルト摂政宮は軽く掲かかげた右手の指を泳がせた。

「フェイ、お元気？」

「あ、え、あは、はい、殿下」マラックス弓兵隊を率ひきいる眼鏡っ娘こ将軍はがくがくとうなずいた。実はこの席で一番驚おどろいているのが彼女なのである。かつてシレイラ殿下の御学友だったからであった。つーかそれ以前からの付き合いで、三歳さい四歳のころは遊び相手として髪かみのつかみ合いや引っかきあいをしていた仲なのである。フェイがマラックス家を継つぎ、戦場へでるようになってからは会うこともなくなっていたが、まあ、幼おさな馴な染じみという感じであった。

「よく黙だまっててくれたわね、いままで」シレイラはにこりとした。

「え、まあ、その……あはは」フェイは笑ってごまかした。なにを黙っていたかといえば、シレイラ殿下の猫ねこっかぶりについてであった。悪わる巧だくみと破は壊かいを振りまくことに関しては並なみ々なみならぬ才さい能のうを幼おさないころから示しめしていた彼女が、表向きたおやかなお姫ひめ様さまを営えい業ぎようしていたことについてかなりの疑ぎ問もんを抱いだいてはいても、それを他人に口にすることはなかったのだ。そのあたり、やはり彼女もランバルト王家に忠ちゆう誠せいを誓ちかう臣下なのであった。

　挨あい拶さつを終えたシレイラちゃんは本題に入った。

「じゃ、マリウクスで苦労してくれたアンタたちのために現げん状じようを説明したげるわ。アタシも再さい確かく認にんしたいしね。軍ぐん師し、はじめて」

　シレイラちゃんは部屋の隅すみで控ひかえていた軍人に命じた。軍師と呼ばれた男を見たウランコールとグラッサーの顔がひどく緊きん張ちようした。

「〈フェラール〉作戦第一段だん階かいは完かん璧ぺきと申し上げてよい成果を掲かかげつつあります」壁かべに貼はられた大きな戦せん況きよう図ずの傍かたわらに立った軍師は告げた。

「セントール全正面においてわが軍は順調な進しん撃げきと再さい集結をはかりつつあり、これまでのところこれといった問題は生じておりません。第二段階は四日以内に着手できるでしょう」

　軍師は手て際ぎわよく〈フェラール〉作戦第二段階について説明した。

「第二段階こそ本作戦の枢すう要ようであります。まず発動日払ふつ暁ぎようより北ドラス、アセデンィトスーンル、南バスタ三道においてドザール軍、ウランコール衝しよう撃げき軍、カディウス軍が進撃を開始し、発動から五日以内の魔ま王おう領りよう本土侵しん攻こうを目指します。魔都ワルキュラの包囲完成は二〇日以内です。その後はシレイラ軍ならびにパライソ軍の支し援えんを受けつつ重圧を強め、同時にさまざまな政治的術じゆつ策さくを用いつつ早期ワルキュラ開かい城じようを目指します」

　質しつ問もんがでる前に彼はさっと重要な問題に触ふれた。

「我わが攻こう勢せいに対たい抗こうする敵軍についてですが……概がい算さんで約20万に達するものとおもわれ、彼らはこれを北から順にゴブリン総軍、ワルキュラ総軍、トロル総軍の三軍に編へん成せい配置しております。各軍の長はそれぞれ迫はく撃げきのクォルン、オノデラゴウシ直率、酔すい戦せんのブーラーンであり、魔王軍にとって最強の布ふ陣じんです。ただし、その半数は予よ備び役えきあるいは新編の部隊で、高度な戦術行動をとれる状態にはなく、限定的な防ぼう御ぎよ以外には使えません。また残り10万についても全軍がワルキュラにたてこもる可能性は低いものと考えられます。わが軍はパライソ国こつ境きようと長大なセントール正面の各所から侵攻するのであり、魔王軍としてはワルキュラ防ぼう衛えいに加え、他の正面への対処も必要とされるからです。よってワルキュラ防衛に配備される正規兵部隊は最大約５万、残り５万は野戦軍として機動防御、各個撃破に投じられるものとみられます。魔王領総そう帥すいの作戦指し導どう能のう力りよくを考えた場合、この５万は無視しえない脅きよう威いと受け取るほかありませんが……わが軍の相対的優ゆう位いは揺ゆるぎません」

　だれもがうなずいた。納なつ得とくのゆく話だったからである。〈フェラール〉作戦はシレイラちゃんが戦って勝つために立案し、実行に移うつした。そのために無理もしたし我が慢まんもしている。

　だから、苦労することはあっても成功して当然なのだった。剛士を相手に苦く渋じゆうをなめ続けてきたウランコールやグラッサーですら確かく信しんに近いものを抱いだいていた。ことに根っからの攻こう撃げき型であるグラッサーは今度こそ……と決意を固めてすらいた。いままでオノデラゴウシに名をなさしめてきたのは受け身に立たされてきたからだった。イニシアチブをこちらが握にぎっているのであれば一味違ちがうぞ、というわけである。

　が……その場の空気になじまなかったものが一人だけいた。ほかならぬ軍ぐん師し本人である。

「ただし、不安要素がまったく存そん在ざいしないわけではありません」

　ウランコールが喉のど奥おくから唸うなりを響ひびかせ、グラッサーが目を剥むいた。

「どういうこと、軍師」眉まゆを寄せたシレイラちゃん、いや、ランバルト王国摂せつ政しようの宮みやシレイラ殿でん下かはたずねた。厳きびしい声だが、そこに怒いかりは含ふくまれていない。

「なにもかも魔王領総帥らしくないのです、殿下」

　まだ若わかい軍師は臆おくすることなく告げた。

「北ドラス道、南バスタ道ともに多数の監かん視し拠きよ点てんが設もうけられていますが、わが軍が接せつ近きんしただけで放ほう棄きされ、破は壊かいされています。事実上、これまでのところ戦せん闘とうといえるものはまったく起こっておりません」

　椅い子すへふんぞりかえったシレイラはくいっと眉をあげた。青い瞳ひとみに数学の問題を解といているような光があった。

「つまりアンタはそれがあのちんちくりんの罠わなだといいたいわけ？」

「可能性は否ひ定ていできません、殿下」軍師はこたえた。

「確かにオノデラゴウシはおそるべき敵手だが、いささか気の回しすぎではないか」

　我慢しきれなくなったウランコールが口を挟はさんだ。

　ちなみに、彼が軍師に反はん論ろんしても非ひ礼れいにはあたらない。

〈フェラール〉作戦におけるランバルト軍（人族大だい同どう盟めい機き構こう軍）のアッパー・コマンド・システムは、







　という流れになっている。魔王軍にたとえるならば大元帥はいうまでもなく総司令官、将しよう軍ぐんは軍司令官、軍ぐん監かんは副司令官と兵団長たちへのお目付役を兼かねている。軍師は純じゆん粋すいなスタッフ──参さん謀ぼうとして将軍にのみに仕える立場に置かれ、部隊への指し揮き権けんは持たない（参謀長と呼よぶほど偉えらいものとしては扱あつかわれない）。

　参謀組そ織しきが弱いところがいかにも古くさい感じだが、だからダメだ、とはいいきれない。ブラントラントの一いつ般ぱん的な軍隊では、実じつ際さいに兵を率ひきいることのない者はあまり尊そん敬けいされないからである。

　第二次セントール会戦でのガズ・クォルンの戦いぶりをおもいだしてもらえばわかるように、歴代魔王たちの影えい響きようで組織についての考え方が他の国々とはかなり変わってしまった魔王領ですら、みずから戦場で戦う高級指し揮き官かんは兵の心をつかみ、かれらを喜んで戦いに赴おもむかせる力を持つのだ。

　クォルンが陸戦総そう監かん（戦場で刃やいばを振ふるう立場では絶ぜつ対たいにない）という地位に就ついたことに魔王軍のだれもが喜んだ理由は、かれが優すぐれた指揮官であると同時に戦場の勇者でもあったからなのである。上じよう層そう部ぶに戦場で戦った経けい験けんを持っている人物が座すわっているという事実は、かれがみずから刃を振るうことはもうなくても、兵士たちに大きな信しん頼らい感を抱いだかせる、というわけだ。

　となれば軍ぐん師しは難むずかしい立場ということになる。格かくは軍監（この言葉、日本語では『ぐん─かん』とも『ぐん─げん』とも読むそうだが、後者のほうが読みとしては古いらしい）と同じとされているが、軍そのものに対しては無む責せき任にんな立場、それなのに軍の運うん営えいや作戦について大きな影響力を発揮できるのだから当然である。

　なんというか三国演義イメージの軍師とは大違いだが、剛士のチキュウにおける軍師を考えてみれば実はそれで当たり前なのだ。

　たとえば中国で歴史上最高の軍師といえば漢かんの高こう祖そ劉りゆう邦ほうに仕えた張ちよう良りよう子房、三さん国ごく時代なら曹そう操そうのもとにいた荀じゆんいく、ということになるけれど、前者は晩年はそれなりに不幸なうえ二代目で御お家いえ取り潰つぶし、後者は自殺している（ここで諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいをパスした理由は、実際のかれは軍師などではなく三流国家の融ゆう通ずうのきかない内ない務む官かん僚りようにすぎなかったからである）。

　ならば日本では……となれば最高の軍師的人物といえば黒くろ田だ官かん兵べ衛えあたりだろうけれど、やはり秀ひで吉よしの覇は業ぎようが進むにつれ立場がまずくなっている。周囲の恨うらみを買うだけでなく、えげつないことに手を染そめたり才さい能のうを恐おそれられたりで、ついには主君からも警けい戒かいされるようになってしまう。ロクなものではない。いやまあ、曹そう操そうの魏ぎだってかれの死後、軍師格の司し馬ば懿いとその一族に乗っ取られて晋しんになってしまったのだから理由のないことではない。いや、そこまで古い例を持ちださなくてもいい。日中戦争から太平洋戦争にかけての日本帝てい国こくにおける『軍師』たち──ことに陸軍の参謀将校たちがどれほど国に悪影響を与あたえたかは新しい教科書を何冊さつでっちあげたところでごまかせるものではない。



　ともかく、軍師という立場のあやふやさからいって、一軍を率いる将軍であるウランコールが反はん論ろんしても問題はない。大元帥としてのシレイラちゃんの軍師ではなく、シレイラ軍将軍としてのシレイラちゃんの軍師なのだから（つまり彼のほうが格上なのだから）なおのことである。

　だいいち、彼は軍師の見方を退しりぞけるだけの根こん拠きよを与えられていた。

「わが軍は圧あつ倒とう的な兵力を整えてセントールへ踏ふみこんだ。魔ま王おう軍の実働戦力からいって、一軍に対することすら困こん難なんを感じるはずだ。おそらく敵は……反撃の機会をうかがうという名目のもと、なすすべもなく逃にげているだけではないのか」

　さすがに数あま多たの実戦を経験しているだけあって、感情を抑おさえて話している。

「しかし」軍師はどう口にしたものか迷まよっているような顔を浮うかべた。「相手が相手です。油ゆ断だんはできません」

「その点について疑ぎ問もんをさしはさむつもりは、ない」ウランコールはぴしりと応おうじた。「しかし現げん状じようはそうとしか解かい釈しやくできない、そういっている」

　と、これまで黙だまっていた女性が質しつ問もんした。

「なにか徴ちよう候こうがあるのですか、ゴローズ軍師」

　諜ちよう報ほう局きよく長官の地位はそのままにシレイラちゃんの親衛隊長、ついでにシレイラ軍の軍監にも任にんじられたミランであった。身につけているのは暗あん殺さつ剣けんとボディラインにフィットしたジャンプスーツだけである。

「現げん在ざいの反はん応のうそのものが徴候と判断できます」

　シレイラ軍軍師ナサニア・ゴローズ男だん爵しやくはあっさりと応じた。

「オノデラゴウシは防ぼう御ぎよ戦を得意としています。攻こう撃げき側が握にぎっていたはずのイニシアチブをほんの一いつ瞬しゆんで自分の手に移うつしかえてしまう──これは、まさに才能です。なんと申しますか、活発とはいいかねる印象を与える見かけでありながら、機動戦の指揮にも長たけています。よって自分は、現在魔王軍がとりつつある方ほう針しんがかれの戦せん略りやく構こう想そうに基もとづくものであると確かく信しんしております」

　機動戦という言葉を戦車もトラックもないブラントラントで用いるのは違い和わ感があるけれど、ゴローズは機き敏びんな行動、といった概がい念ねんをあらわす言葉として機動といっていた。

　ウランコールがくいっ、と眉まゆをあげた。完全な対決姿し勢せいである。

「ならば、どうすべきだというのだ、ゴローズ男爵」

「戦せん況きようの激げき変へんに備そなえておくべきです。各軍から多少の兵力を抽ちゆう出しゆつし、北ドラス道を進むドザール軍、南バスタ道を進むカディウス軍との間にそれぞれ１万名程てい度どの遊撃戦力を配置して間かん隙げきを埋うめ、魔王軍による奇き襲しゆう的逆襲に備えるべきです。将軍のおっしゃるとおり、敵はわが一軍ですら扱あつかいかねるでしょうが、奇襲を受けた場合に生じる損そん害がいは無む視しできるものではありません。なによりかれらが有する夜の優ゆう位いは、魔ま導どう士したちがいてすら無視できません」

　ことに最後の部分は重要だった。〈フェラール〉作戦に備え、ランバルトは魔導士を外国からまで引っかき集めている。魔族が人族に対して持っている優位、夜間戦せん闘とう力りよくの高さに対たい抗こうするためだった。が、その備えが常つねに効こう果かを発はつ揮きするとは限かぎらない。いわゆる白魔法を用いる人族のマッチョな魔導士たちは消しよう耗もうしやすいのだ。

「奇襲の可か能のう性せいすら封ふうじておけ、そういうことですか」ミランがいった。

　ゴローズはきっぱりとこたえた。

「まさに、そうです」

　シレイラは新しん任にんの軍師が抱いだく懸け念ねんを輝かがやかしきおつむのなかでこねまわしていた。

　いまのところ作戦が順調に進んでいるのは当たり前。これも正論。

　あのちんちくりんがなにをするかわからない、これまた正論。

　もともと、マリウクス組をはじめとする軍部主流派とゴローズがうまくいかないだろうことはわかっていた。それを覚かく悟ごして任にん命めいしている。むろん、ゴローズにそれだけの価か値ちがあると認みとめているからだ。なにしろ沈ちん着ちやく冷静かつ勇ゆう猛もう果か敢かん、またそれなり以上の構想力を有する軍人であることはウルリスを襲おそわれた時その目で確たしかめている。だからこそ、どこか信用しきれないところがあるのに軍師として抜ばつ擢てきしたのだ。

　実際、ゴローズは期待によくこたえている。

（いまのところ、いいカンジ）

　おもわずにんまりとしたくなる。

　ウランコールたちと軍師の見解が対立しているのは望むところなのだった。

　ウランコールやカディウスなどが戦訓や経験に基づいた常識論を口にし、ゴローズがかれらとは質的に異ことなる実戦経験に裏うら付づけられた別論を述のべる。つまり、総司令官である自分自身には常に選せん択たく肢しが示しめされることになる。それでいいのである。なにか重要なことで全員賛さん成せいという場合、どこかに見落としがあるに決まっているからだ。どんな人間もあやまちとは無む縁えんではないのだから、当然である。

　それはともかく──現時点におけるシレイラちゃんの意見はウランコールとほぼ同じだった。オノデラゴウシが性しよう根ねのねじれまくった野や郎ろうだということは身に沁しみているけれど、現状でなにができるともおもえない。なにかを仕し掛かけてくるのであればもう少し先、軍が魔王領本土付近へ踏ふみこんでからだろう。

　が、ゴローズほど戦いくさ慣なれした男が強い懸念を抱いている理由については気にかかった。

「アンタ、いまの段だん階かいで逆ぎやく襲しゆうを受けると考えているワケ？」

「違ちがいます、殿でん下か」ゴローズはきっぱりしていた。「本格的な交戦に入ったあとのことになるでしょう。しかし──態たい勢せいは早期に整えておくべきです。各軍司令官が遊撃軍の存在と、その支し援えんを期待できるという可能性に慣れておけば、いざ奇襲を浴びたとしても、混こん乱らんによる悪影響は極きよく限げんされます。奇襲が持つ最大の要素はショック効果にほかなりません、つまり、それさえ抑おさえこめば充じゆう分ぶんな対たい処しよは可能になります。どこに落とし穴あながあるか知っていれば……」

「どんなバカでも引っかかることはない、か。気分の問題ってワケね」

　シレイラちゃんは頭の後ろで腕うでを組んだ。ブレストアーマーに包まれたお胸むねがさらにクローズアップされた。そして、天てん井じようを見つめたまま彼にたずねた。

「兵站ロジステイツクスは順調なの」

「いまのところ問題はありません」ゴローズは即そく答とうした。「各部隊はセントール侵しん入にゆう時じに配分された糧りよう食しよくと馬糧で行動中です。ドザール軍とカディウス軍は本日の夕ゆう刻こくには馬車で追送された新たな物資を受け取ります。わがシレイラ軍は雪ゆき解どけ後に再建されたアディスン街かい道どう上の補ほ給きゆう拠きよ点てんからある程てい度どの物資を受け取りつつ進んできましたので、当面の問題はありません」

　事実である。いまのところ、もっとも巨きよ大だいな兵力を有するシレイラ軍の補給が一番楽なのだ。むろん、剛士の〈カルネアデス〉作戦の後、目の色を変えて兵站ロジステイツクスネットワークを再建したからだった。

　ただし、再建の度合いは満足のいくほどではない。

「輸送力そのものについては問題ありません。〈フェラール〉作戦発動にあたり、国内と他国から10万輛りよう以上の馬車を徴ちよう発はつしましたので」

　シレイラちゃんは眉まゆを揉もみ、あはん、と空から咳せきを漏もらした。

「で、ゴローズ、アンタのアイデアがその兵站補給ロジステイツクスサプライにどれほど大きな影えい響きようを与あたえるかわかってるの」

　弱りかしこまると期待していたとするならば見事にはずれた。ゴローズは即そく座ざに数枚まいの書類を彼女に差しだした。

「兵站ロジステイツクス計画の修しゆう正せいについては昨夜のうちに試案を作成しました、殿下」

　シレイラちゃんは唇くちびるを尖とがらせながら目を通した。

　ううむ、と唸うなりたくなるような内ない容ようだった。完かん璧ぺきというわけではないが、必要な計算はすべておこなわれていた。

　現状の計画は約25万の戦闘部隊に約10万輛の馬車で補給を実じつ施ししている。魔ま王おう軍ぐんであれば専せん門もんの参さん謀ぼうたちがよってたかってつくりあげた緻ち密みつなダイヤグラムのもとでおこなうだろうが、参謀組そ織しきの弱いランバルト軍はそこまで細かくはない。チョモランマ登山と同じで、中ちゆう継けい拠点を設けて順じゆん繰ぐりに前へ押おしだしてゆく、という方式である。

　ゴローズは遊撃軍用の策さく源げん地ち（兵站ロジステイツクス拠点）としてマリウクスを選んでいた。理由はいうまでもない。そこにもっとも大量に物資が備び蓄ちくされているからである。ドザール、カディウス軍はともに中継拠点をつくりながら進まねばならないため、遊撃軍に対する補給をおこなうような余よ裕ゆうがないためでもある（ただし、ドザール軍はパライソからの支援がある程度受けられるため、カディウス軍ほど大変ではない）。

　シレイラは何度か書類を見直し、ようやくうなずいた。

「わかったわ。とりあえず、いつでも発動できるように準備を整えてちょうだい」

　ウランコールは驚おどろきとともにたずねた。

「計画を変へん更こうされるおつもりですか、殿下？　おやめください！　一度定められ、発動された作戦はメンバーの定まった楽がく団だんのようなものです。途と中ちゆうで変えてしまえば、大混乱の原げん因いんになります。それに……ゴローズ男爵は慎しん重ちようにすぎます！　わが兵力の優ゆう位いに敵てきが怖おじ気づいているうちに進めるだけ進んでおくべきです」

「わたしもウランコール閣かつ下かに賛成です」ミランもいった。「オノデラゴウシの奇襲に備えること自体は当然ですが、今回は作戦の規き模ぼが違ちがいます。それに基き本ほん方ほう針しんも……」

「わかってるわよ」

　シレイラは立ちあがった。とてもミドルティーンにみえない貫かん禄ろくである。

「こちらは分進合ごう撃げき、となればあちらは各個撃げき破は。兵力差からいってそれしか手はないはずよ」

　説明する必要はないかともおもうが一応触ふれておく。分進合撃というのはアレ、ばらばらに進んでいた兵力が決戦の際さいは一か所に集まって敵を叩たたきのめす、という戦せん術じゆつである。各個撃破は敵が一か所に集まる前にこちらは一丸となって突つき進み、ちぎっては投げちぎっては投げしていく戦術、軍隊風に表現するならば、『わが全力をもって敵の分力を打つ』、というやつだ。

　兵力が劣れつ勢せいな魔王軍はたしかに各個撃破をとるほかないはずだった。セントールに展てん開かいするランバルト─人族大同盟五個軍がお互たがいに支援しあえる距きよ離りに揃そろってしまえば、なにをどうしても勝てるはずがないからである。

　おまけにシレイラちゃんは剛士の各個撃破戦術に対する対抗策を生みだしていた。



「大変なものさ、殿でん下かは」しばらくして会議室を出たゴローズは呟つぶやいた。

「軍ぐん師し殿どの」意外な声が彼を呼び止めた。

「なんでしょうか、グラッサー男だん爵しやく」

「さきほど貴き公こうが述のべた懸け念ねんについてだが……本気なのだろうな」

　グラッサーをまじまじと見つめたゴローズはさっとうなずいた。

「あなたも魔ま王おう領りよう総そう帥すいについてはよく御ご存ぞん知じのはずです。いや、あなたほどオノデラゴウシを知っている将しよう軍ぐんはほかにいない」

「嫌いやというほどにな」グラッサーはこたえ、つづけた。

「イーサンには俺おれのほうから話してみる。貴公は準じゆん備びと殿下への忠ちゆう勤きんを怠おこたらないことだ」

「むろんです」うなずいたあと、ゴローズはたずねた。「しかし、グラッサー男爵」

「俺おれが貴公と同心なのが不思議か」グラッサーは苦く笑い、すぐに表ひよう情じようを引き締しめた。「俺はオノデラゴウシを恐おそれる。だが、奴やつを倒たおしたい。そしてなにより、俺は王国と王家に忠誠を誓ちかった武辺もののふだ。それでは不足か」

　ナサニア・ゴローズは絶ぜつ句くしかけた。グラッサーの言葉はあまりにも率そつ直ちよくで、彼のような人生を歩んできた者には鼻白んでしまいかねないところがあった。

　が、ただ一つだけ疑ぎ問もんの余よ地ちなく評ひよう価かできる要素がある。

「敵の恐ろしさを知る者こそ戦いの意味を知る者です」

　グラッサーは鼻で笑い、足早に歩みさった。

　意外ななりゆきで成立した意外な人物との同どう盟めい関係について考えながらゴローズは外にでた。

　気分は悪くない。ただ戦争についてだけ考えているのはひどく楽しかったからだ。いっそのことただ軍人として生きてしまおうかとすら考えた。

　もちろん本気ではなかった。ナサニア・ゴローズはこの世界の枠わく組ぐみを超こえるなにかを目にしてしまった。それに故こ郷きようと家族を奪うばわれた。いまさら生き方を変えられはしない。

　軽かろやかな足音が近づき、弾はずんだ声が彼を呼よんだ。

「軍師殿？」

「騎き士しウラム。部隊はどうした」駆かけ寄よってきた可か憐れんな女騎士を見るゴローズの目は厳きびしかった。

「あ、いえあの、みんなから……」マヤは真っ赤になった。部下から男爵のところにいっておあげなさい、と声を揃えてすすめられたとは、とてもいえない。

　しかしゴローズは想そう像ぞうがついたらしい。にこりとしてマヤにいった。

「ずいぶんといい部下だな、ウラム隊長」

　からかわれたマヤは恨うらめしそうに上目づかいでみあげた。そうなのである。王立特とく務む遊ゆう撃げき隊たいはマヤの指し揮き下かに置かれたのだった。現在は、シレイラ軍司令部直ちよつ轄かつ予備とされている。大軍がドつきあう作戦で特とく殊しゆ部隊の出番はあまりないからであった。シレイラちゃんはウルリスにおけるマヤの功こう績せきも認みとめてくれたのである（ゴローズに代わって王立特務遊撃隊をまとめられる者は他にいなかったからでもあるけれど）。

「怒おこるな」ゴローズは両手をあげてなだめた。

「むーっ……もう、いいです」軽くスネただけでマヤも笑え顔がおを取り戻もどした。「ところで、ついつい小耳にはさんでしまったのですけれど……殿下のなにが」

「作戦構想だ」ゴローズは簡かん潔けつにいった。「あれこれ秘ひ密みつにされているが、わが軍がなにを目指しているか、見当はついているだろうな、騎士ウラム」

「分進合撃です」

「となれば魔王軍の策さくは？」

「各個撃げき破は」

「その策にわが軍はどう対たい抗こうする？」

「ある軍と敵てきとの接せつ触しよくが避さけられないと判はん断だんされた時点で、他の軍が応援に向かい、包囲殲せん滅めつします」

「普ふ通つうならば、それでいい。だが今回に限かぎっては違ちがう」ゴローズはいった。「他の軍はそのまま進むのだ。むしろ進撃速度をはやめる」

　マヤは戸と惑まどった。

「それでは、みすみす敵に……あっ」

　驚きが浮かぶ。

「わかったか」ゴローズは微笑ほほえんだ。

「魔王軍にとっては頭の痛いたいことになります」

　そうなのである。実はシレイラちゃん、剛士が各個撃破にでてきて一軍が捕ほ捉そくされても、他の軍はどんどん進撃させるつもりなのであった。分進合撃のセオリーをうっちゃり、ともかく目指せワルキュラいけいけゴーゴーなのだ。

　なぜかといえば──魔都ワルキュラさえ陥かん落らくさせてしまえば戦争に勝ったことになってしまうからである。戦場でちょっと負けても戦争には絶対に勝つという、大兵力を有する側にだけ可能な図太い策であった。

　ちなみに１巻でシレイラちゃんが海、港みなとと叫さけんでたのになんでワルキュラなんだと疑問におもう人がいるかもしれないが……ま、常じよう識しきで解かい釈しやくして欲ほしい。

　確たしかに北ドラス道や南バスタ道をひたすら突き進めば大魔海沿えん岸がんの港を奪うばうことも可か能のうである。しかし奪ったあとが大変だ。仮かりに魔ま王おう領りようと講こう和わし、港を割かつ譲じようさせ、そこにいたる街かい道どうの権けん利りを得ても防ぼう備びに大軍を駐ちゆう留りゆうさせねばならない。だいたい魔王領はヨーロッパ列強のサンドバッグだった末期の清しん帝てい国こくとは違う。よほどムチャクチャな負けかたをしない限り、そのような条じよう件けんでの講和を飲むはずがない。いや、仮に実現したとして、第一次世界大戦後のポーランドが得たダンツィヒ回かい廊ろうのように、むしろ戦せん略りやく的な安定を失わせる原げん因いんになってしまう。

　であるならば、総そう力りよくをあげてワルキュラをぶんなぐったほうがよほど目的に合がつ致ちしているのだ。シレイラちゃんはその実現のため、各個撃破の危き険けんを最初から計算にいれた方ほう針しんを示していたのである。

　ゴローズはにこりとした。

「そうだ。まさに王者の戦いくさだよ。わが王ス佐タのツ才フが疑うたがわしくなるほどだね」

　マヤは敬うやまい愛する男を見つめた。

「なにか……不安がおありなのですか」声が小さくなっていた。

「君にはもう隠かくし事はできないな」

「ごまかさないでください」

「戦争は一方だけがするものではない、ということだよ」ゴローズはいった。「シレイラ殿下はたしかに史上稀まれにみる作戦家であられる。しかし、魔王領総そう帥すいもその点では……」

「かれが各個撃破以外のなにかを考えつくと」

「魔王領にとってこの戦いは本土決戦だ。国土防ぼう衛えい戦だ。いや、種としての存そん続ぞくすらかかっている。正直なところ殿下にはそこまで過か酷こくに魔族を扱あつかうつもりはないとおもうが、あちらは絶ぜつ対たいにそう考えている。そのうえ敗色濃こいとなれば……なおのこと、普通の戦争ならばありえない手を用いてくるだろう。たとえばだ──かれらの国民の多くは魔族だ。つまり、ただそれだけで人族よりも戦せん闘とう力が高い。家を焼かれ田畑を荒あらされた怒いかり狂くるったかれらが、軍事行動としてではなくわれわれに襲おそいかかってきた場合、どうなる？　特とく殊しゆ部隊どころの騒さわぎではない。とてつもない戦いになる」

「オノデラゴウシがそれを狙ねらっていると？」

「わからない。そうした戦いを受け入れられない人ひと柄がらだともおもえる。どうしても領民の被ひ害がいが大きくなるからな。ともかくだ、消しよう耗もうの多い戦いになるよ、確かく実じつに」

「負けるというのですか、ランバルトが」

「いや、魔王領がどう対応しても必勝しうる策はある」ゴローズはこたえた。

　マヤは眉まゆを寄よせた。

「ならばなぜ進言なさらないのです」

「軍事的には可か能のうだが政せい治じ的には不可能だからだ」

「実じつ現げんできないと？」

「いや、実現可能だ」ゴローズはいいきった。

「時間をかけてしまえばいい。じっくりと腰こしを据すえ、じわじわと進んでゆく。これまでのようにマリウクスだけではなく、大兵力をセントール全ぜん域いきに展てん開かいして、だ。魔王軍の攻こう撃げきは主に受け身で防ふせぎ、息切れを待って攻勢にでて少し土地を稼かせぐ──それを繰くり返す。おそらく三年でワルキュラは落とせる。魔王領全土はもう二年、だな。五年後にはゴルソン大陸西部主要域はランバルトのものになっている」

「消耗戦……」

「そうだな。戦略的なレベルでの。総合的な国力はランバルトが上回っている。慎しん重ちような姿し勢せいを保たもち続けることができれば、負けることはない」

　マヤは驚おどろいていた。必勝の策さくがあるのならば、なぜ上申しなかったのだろう。ナサはやはり、戦いそのものではなくて……

「個こ人じん的な理由からではない、騎き士しウラム」ゴローズは心を読んだようにいった。「政治的に不可能──といっただろう？　考えてもみたまえ。すべてを含ふくめて50万を超こえる動員を継けい続ぞくするのに、どれほどの資し金きんが必要になるかを。マリウクスを維い持じする比ひではない。とてもではないが国が保もたない。消耗戦略をとった場合、さらに兵数が必要になるだろうから、より多くの者たちが動員され……国家経けい済ざいの崩ほう壊かいはさらに早まる。だめだよ、論ろん外がいだ。殿下も当然、そのあたりについては考えておられるはずだ。ただし、ぼくとは意見が違ちがうようだが」

「このまま戦えばたとえ勝てても大きな損害を被こうむることになり、必勝の策は実現不可能となると……どう考えるべきなのですか」

　真しん摯しな光を宿した瞳ひとみを向けてくる特とく殊しゆ部隊指し揮き官かんにシレイラ軍軍師はあいまいな笑えみで応じた。

「祖そ国こくに尽つくすべき軍人があまり口にだすべきではないことだよ、マヤ。ともかく魔王軍はそう軽々しくは動くまい。考える時間はあるだろうさ」

　マヤはにっこりとうなずいた。



　彼女の愛する男は誤あやまっていた。



〈フェラール〉作戦における初めてのランバルト軍と魔王軍の大規き模ぼな戦闘が発生したのはそれからわずか二日後のことであった。
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　戦いの理由は、なんだかよくわからないことが多い。

　なにをバカなとおもうかもしれないが本当の話である。ますますアホらしいのは時代が下れば下るほどそれがひどくなってゆくことだ。少なくとも紀元前２６４年におっぱじまった第一次ポエニ戦せん役えきより１９１４年に始まった第一次世界大戦の原げん因いんについてのほうがよくわかっていないのは事実である（ウソみたいだけど、ほんとです）。

　魔ま王おう歴れき１００３年５月20日午前11時15分、突とつ然ぜんのように魔王軍との本ほん格かく的交戦に突とつ入にゆうしたランバルト軍──カディウス軍の気分も似にたようなものだった。これまで傍ぼう観かん者しやのようにただ進しん撃げきを許ゆるしてきた魔王軍がなぜ徹てつ底てい抗こう戦せんに転じたのか、その時点で理り解かいできた者はただの一人もいなかった。それほどに魔王軍の方ほう針しん転てん換かんは突然に感じられたのだ。

　あるいは、カディウス大将しよう軍ぐんが兵へい站たん状じよう況きようの厳きびしさを重大にとらえすぎたのかもしれない、戦いの終わった直後、そう評ひようする者もいた。魔王軍がなにを考えていたにしろ、その過か激げきな反はん応のうを呼び起こした原因は大将軍の判はん断だんにこそ求められるのではないか……というわけである。

　たしかにカディウス軍には一種の焦あせりがあった。

〈フェラール〉作戦に投入された軍の中でもっとも輜し重ちよう隊が苦労を強しいられていたため、カディウス大将軍は他の軍より積極的に前へ進む必要があったのである。

　兵站ロジステイツクスがきついのになぜ人一倍はやく進撃したがるのか。理由は簡かん単たんである。

　自前の兵站ロジステイツクスが厳しいのであれば、敵てき地ちに糧かてをもとめるよりないからだ。



　ヲイヲイ、たとえランバルト軍でも掠りやく奪だつはしないんじゃなかったのか、という疑問は当然だ。ただしこれは、『掠奪』という行こう為いを、ま、お茶の間スタンダードで判断した場合に成り立つ考えである。戦場には戦場の理り屈くつが働く。その基き準じゆんは明らかにお茶の間とは違ちがう。

　もう一歩踏ふみこむならば、お茶の間スタンダードにおいては『掠奪』と『徴ちよう発はつ』をごっちゃにしている。

『徴発』はまあ、自国や占せん領りよう地ち域いきや進撃した先々で軍事行動を続けるのに必要な非ひ戦せん闘とう員いんの財ざい産さん（たいていの場合は食しよく糧りよう）をいただいてしまうことである。当然、相手が万ばん歳ざいとなえて譲ゆずってくれることはあまりない。当たり前だ。軍隊には逆さからえないという現実的な力のもとでいただいてしまうわけだから、絶ぜつ対たいに威い張ばれたものではない。

　ただし、『徴発』は一点において『掠奪』とことなる。

　代だい価かを手て渡わたすのである。

　その代価が軍票──発行した軍隊がその土地を支し配はいしている間にのみお金としての機き能のうを発はつ揮きする紙切れであっても、ただ奪うばう『掠奪』とは異ことなる。実は『掠奪』はそれなりの軍法が施せ行こうされ、それが機能しているすべての軍隊において紛まぎれもない犯はん罪ざいなのだ。明らかになった場合、厳しく罰ばつせられる。

　なんでかっていえば１巻でもちょっと触ふれた問題が生じるからだ。『俺おれのものは俺のもの、おまえのものも俺のもの』をとおしていると民みん衆しゆうの恨うらみを一発で買ってしまうからである。

　ことに農産物を奪われる農民の怒いかりはものすごい。あのナポレオンが『鋤すきや鍬くわを（武器として）手にした農民は軍隊より手におえない』と述のべているぐらいである。事実かれのフランス大陸軍グランダルメはスペインに侵しん攻こうした際さいに大掠奪をやらかし、農民を敵に回して苦労している。

　でまあ、そうはならないように一部の軍隊が用いたのが『徴発』というわけだ。奪うのではなく、軍票で支し払はらいをして買った、という形を整えるわけである。支配下に置いた土地では軍票がお金として通用することを軍が保ほ証しようするし、戦いが終われば（どういう利り率りつで交こう換かんするかはともかく）本物のお金に換かえるのだからサギではない。それどころか、軍票をお金として取り戻もどしたければ支払った軍隊が勝つ必要があるのだから、民衆が『しょがねーな、イヤだけど協力するか』と考えるようにも仕向けられるのだ。ま、あまりうまくいったことはないが。

　というわけで『徴発』は剛ごう士しのチキュウであれば軍法においても、国際法においても合法的な軍事行動とみなされていたし、ブラントラントにおいても比ひ較かく的まっとうなものと受け取られるのである。ただし、だから徴発は人として正しい行こう為いだ、とかいっているわけではない。そのために徴発の実例をあげておく。

　フリードリヒ大王のプロイセン軍の場合、宿しゆく舎しやとして借りあげた家一軒けんにつき一個小隊が泊とまりこんだ場合、その家には１グロッシェンが支払われた。当時は六種類の貨か幣へいが使われていたのでどれぐらいの価値があるのかわかりにくいが、おそらくいまの感覚で５００円になるかならないか（おそらく後者）というところだとおもう。まあ、一応は『徴発』の形を整えていたわけだが──兵隊たちの食事の面めん倒どうまでみなければならなかったので、その実じつ態たいは推おして知るべし、だ。すくなくとも、兵ひよう糧ろう米まいを買いあげる際、それなりの代価を支払っていた日本の戦国武ぶ将しようたちのほうがマシだったのは確たしかである。ま、彼らはナポレオンやベトナムに派は遣けんされたアメリカ兵以上に農民に恨みを買った時の恐おそろしさを知っていたから、当たり前ではあるけれど。



　さて、カディウス大将しよう軍ぐんが配下の部隊に命じたのはむろん『徴発』であった。

　後方地ち域いきからではない。トロル道東部にはランバルト側が拓ひらいた人族の小さな村が点てん在ざいしていただけであまり荒あらっぽいことはできなかったから、トロル道西部へ押おしだすほかなかった。そちらにならば魔ま王おう領りよう支配下の村や町が点在していたからである。

　なかでも特に重じゆう視しされたのはトロル道西部の東とう端たん近くにあるサバロアの町であった。この町はセントール街かい道どうとトロル道をつなぐ支道との発ほつ端たんでもあり、物ぶつ資しがかなり備び蓄ちくされているだろうことが期待されたのだ。

　なにしろ魔王軍には黒くろ魔ま術じゆつを用いた輸送手しゆ段だん──フライング・カーペットが実用化され、軍へ大量に装そう備びされてからは徴発ですら魔王勅ちよく命めいの下された場合以外は禁きん止し、という極きよく端たんな軍ぐん律りつがある（掠奪は軍の創そう設せつ当初から厳げん禁きんされていた）。そして、ランバルト側が知る限かぎり現在の実じつ質しつ的な魔王、オノデラゴウシが食糧その他の徴発令を下した様子はない。だとするならば、交通の要所といえなくもないサバロアの町にある倉庫には、昨年収しゆう穫かくされたセントールの実りが山積みになっているはずなのだ。

　ちなみに、シレイラちゃんの第二段だん階かい発動命令なくして敵側に向けて軍を進めることは、基き本ほん的には掟おきて破やぶりであった。〈フェラール〉作戦のスケジュールは大おお枠わくで定められている。一つの軍だけが飛びだすことは固くいましめられていた。魔王軍に各個撃げき破はのチャンスを差しだすようなものだからだ。たとえ各個撃破どーんとこい、という計画のもとで動いていてもわざわざその機会を増ふやしてやることはないのである。

　しかし、偵てい察さつや徴発となればまた別だ。現場指し揮き官かんの裁さい量りように任まかされている。

　カディウス大将軍はその点を最大限に活用することにした。ほぼ１万に達する『徴発部隊』を編へん成せいし、先行させたのである（いうまでもないことだが、魔王軍の抵てい抗こうがなければそのままサバロアの町を占領してしまう計画である）。指揮官は騎き士し団だん長ちよう心得として扱あつかわれている若わかきラズア・カディウス。主にウルリスの夜、さらにいえば夫に不満を持つ貴き婦ふ人じんたちのベッドルームにおける連夜の活かつ躍やくで知られた大将軍の孫であった。カディウス大将軍は、危き険けんがないわけではないが、あまりにも困こん難なんというわけでもない任務を孫に果たさせることで彼の経けい歴れきに箔はくをつけ、同時にいくらかでもまともな貴族軍人らしい自覚を持って欲ほしいと考えたのである。

　若きカディウスの指揮する徴発部隊は多数の空の荷馬車とともに前進した。

　軍の宿営地を出発して２時間、徴発部隊はサバロアの町の東八キロにあるトロル道が南側をまわりこむかたちになっているミミンの森付近へ達した。晴れあがった空から照りつける二つの太陽はすでに高く、兵士たちは汗あせと埃ほこりにまみれている。

　カディウス大将軍はいかなる軍事行動においても手て抜ぬきをするような指揮官ではない。徴ちよう発はつ部ぶ隊たいの行動についてもそれは当てはまり、敵てきの待ち伏ぶせを受けぬよう、必要な支し援えんを与あたえていた。偵察と上空援えん護ごのためにペガサス一個大隊を向けたし、ここ数日のあいだしっかりと休養をとった魔ま導どう師し一個中隊もつけていた。くわえて、前ぜん衛えいとして偵察騎兵大隊も与えている。なお、徴発部隊１万のうち戦せん闘とう任にん務むにあたるのはスカウディア騎士団約１０００騎、カナレフ槍そう兵へい団約３０００名、フリン弓兵隊約８００、サバス独どく立りつ弩ど兵へい隊約２００である。ペガサス、魔導師、偵察騎兵の支援を受けていることを考えるなら、野戦部隊としては完全といってよい編成だった。

　とはいえ、目的が徴発だけあって、あれこれと問題はあった。

「本来はもう少し間をつめて進めたいのですが」

　長くのびた隊列のちょうどなかほどあたりで、馬上の男がいった。いかにも戦いくさ慣なれしているという印象の、中年の騎士である。苦み走った顔になめし革がわのような肌はだ、そしてがっしりと角張った顎あごを持っていた。ドワズ・ネブラ男だん爵しやく。カディウス大将軍の信しん頼らい篤あつい歴戦の勇者であった。

「部隊の間かん隔かくが狭せまい場合、広こう域いき魔法攻こう撃げきを受けた場合の損そん害がいが増ぞう加かしますが、防ぼう御ぎよ魔法で素す早ばやくすべてを覆おおうことも可か能のうになります」

「理り屈くつはわかるけど、いまは無理っぽいよね」

　応おうじたのは見事な栗くり毛げにまたがった美形の青年騎士だった。いうまでもなくラズア・カディウスである。従じゆう者しやが毎日磨みがき上げているのだろう。ランバル銀の鎧よろいは鏡のように二つの陽光を反はん射しやしている。

「それに、馬車の速度を落とさずにまもる方法はほかにないしさ」

　ネブラは若わかきカディウスの言葉にうなずいた。正直なところ大将軍から孫の副官役につけられてから驚おどろきどおしだった。

　ラズアはバカではなかったのである。言葉づかいはふにゃふにゃしているし、ちょっと以上に酒を飲みすぎるし、女とみれば即そく座ざに声をかけるというイタリアンな行動規き範はんの持ち主だが、剣けんと馬の腕うではかなりのものだし、頭の回転も知ち識しきも平へい均きん以上だった。おそらくその理由は、それらすべてが女性を口説くのに大いに役立つ──武ぶ勇ゆうに優すぐれ、機転が利きき、話題が豊ほう富ふなほうがそうでないよりは絶対にいい──からだとはわかっていたが、ありがたいことにそれらは戦争でも役にたつものなのである。

　実じつ際さい、徴発部隊の行軍体形を決める際もラズアはてきぱきとしていた。まず馬車をなるべく詰つめて路上に並ならべ、その左右にパイク兵、弓兵を適てき当とうな単位で組み合わせて配置した。弩兵と魔導師たちは空荷の馬車の荷台へ適当に散らしてある。騎士団は二つにわけ、街道脇わきを並進させていた。このあたりは平地が多く、そういう進めかたができた。いわゆる護コ送ン船ボ団イ方式というやつだ。ベトナム戦争でアメリカ軍がトラック輸送隊の護衛に用いた手法とよく似にている。チキュウからの影えい響きようで……というわけではなく、ランバルトで独自に編あみだされたものであった。

　ブラントラントの……少なくとも人族国家の軍ぐん事じ常じよう識しきからみると、斬ざん新しんな発想といえるだろう。馬車で構こう成せいされた輜し重ちよう隊は部隊の両りよう翼よくに配置していざという時の即そく席せき防ぼう御ぎよ壁へきとして活用するのが普ふ通つうだからだ。

　が、ランバルト軍には──カディウス軍には、斬新な方法を採さい用ようせざるをえない事情があった。魔ま王おう領りよう内ない奥おく深ふかくまで侵しん攻こうするため、馬車を無む駄だ遣づかいできなかったのである。

　ラズアは前衛の騎兵隊についてもおろそかにしていなかった。必ずお互たがいが見える位置にいろと厳げん命めいしたのである。騎兵の自由度を失わせる命令だが、いまの場合は必ずしも間ま違ちがっていない。離はなれた場所にいる敵について知るためではなく、敵の待ち伏せをうけないために騎兵が与えられているからだ。主力から見えない場所で騎兵が皆みな殺ごろしにされてしまっては元も子もない。

（さすが御お血ち筋すじ、というべきか）

　ネブラはおもっていた。ラズアの見かけはどう好意的に受け取っても遊び人のぼんぼんでしかないのだが、彼が下す命令はカディウス家の男そのものだからである。鏡のように磨き上げられた鎧を着こんでいるのも、彼のような騎士にはただの目立ちたがりが理由ではないとわかっている。ランバルト軍のような軍隊では、一勢を率ひきいる者がどこにいるのか、即座にわからなければ指し揮きが混こん乱らんする。兵も逃にげ腰ごしになる。だから、目立たなければならないのだ。

　指揮官としての方ほう針しんもはっきりしていた。

「大だい規き模ぼな敵と遭そう遇ぐうした場合は、無理はしないよ、祖じ父い様さま」

　祖そ父ふの前ではっきりとそう述のべたのだ。さっぱりやる気のない様子であったので戦意がないのと間違えられかねないほどだったが、実際は違った。そこまでして達成しなければならない任務ではないという自分なりの判断を示しめしたのである。

　さすがにこれは大将しよう軍ぐんもうなずくしかなかった。カディウス軍への補給サプライはそれなり以上の苦労があるとはいえ、即座に破は綻たんするほどではなかったからである。現げん状じようでは兵站ロジステイツクスよりも兵を大事にするほうが大事だった。ともかく、やたらと戦いにはやるおファンタジア風青年騎士が多いランバルト軍においてはなんとも異い例れいな青年だ。

（これほどの才覚があれば大将軍の孫でなくとも出世できただろうに）

　と、不思議におもったネブラが水を向けると、ラズアはふざけたようにこたえた。

「決まってるだろ。王家と王国への忠ちゆう誠せいは祖父様がたっぷり果たしてくれてたからさ」

　要するに、自分の出番ではなかったからだ、といいたいらしい。12歳さいのころから父とともに戦場にでていたネブラには信じられない呑のん気きさだったが、決して不ふ快かいではなかった。なにしろこの若者は自分が必要とされるいまこのとき、しっかりと役やく割わりを果たしているのだ。



　街かい道どうを進んできたランバルト部隊が戦いを目的としていないことはその隊列をざっと眺ながめただけで即座にわかった。ともかくやたらと空荷の馬車が多かったからだ。

　大規模な徴ちよう発はつ部ぶ隊たいは出発直後に魔ま王おう軍ぐんの小規模な偵てい察さつ隊に発見された。指揮官は野戦用ＰＪＳを用いて即座に情じよう報ほうを伝える。

　その瞬しゆん間かん、すべてが動き始めた。剛ごう士しの発案に基もとづいて魔王軍がこの半年でつくりあげた精霊化情報技術ＪＩＴ組そ織しき──野戦Ｆ精霊化Ｊ情報Ｉ管理ＭシステムＳが関連部ぶ署しよへさらなる情報収しゆう集しゆうと報告を求めたのである。

　寄せられた情報はワルキュラや魔王領奥深くに設もうけられたいくつもの精せい霊れい情報処しよ理りセンターで即座に整理分類された。即時性の高い精霊通信で送られた情報が国中から年ねん齢れい性せい別べつ種族の別なくかき集められたセンスのいい連中によってたちどころに価か値ちを見定められ、区分されたためその処理には10分もかかっていない。

　魔ま王おう城じようの中央作戦指揮センターが事じ態たいを把は握あくしたのは敵てき軍ぐんの発見からわずか15分後である。トロル道正面を担たん当とうするトロル総そう軍ぐんから敵軍をいかにすべきか進言してきたのはその２分後。

　会議中だった剛士がＣＯＣＣと総軍指揮官の判断を同時に見せられて決断と命令を──『うん、任まかせた。でも、一つだけ気をつけて欲ほしいことがある』という言葉を──下すのに必要としたのは30秒。

　その１分後にはドラクール参さん謀ぼう総そう長ちよう代筆の『〈エクソダス〉作戦において定められた魔王軍行動方針に基づき、可か能のうな限かぎりサバロアを防ぼう衛えいせよ。ただし……』との命令が魔王領内、ワルキュラ南方70キロほどにあるラウートの街に置かれていたトロル総軍司令部に届とどき、さらに１分後、トロル総軍司令官ドラフ・ブーラーン中将はサバロア付近に展てん開かいした部隊の指揮官へ『命令の範はん疇ちゆうであるかぎり好きなようにおやり。それから、必要な支し援えんはすべて要よう請せいしなさい、なんとかしてあげるから』と伝えた。

　指揮官から即座に送られてきた最初のお返事は『おっけー、がんばる』であった。



　ランバルト軍徴発部隊の迎げい撃げきを命じられた魔王軍部隊は第12親衛ガーズ・魔動マジカライズド・旅団ブリゲード〈総そう帥すいファンクラブ〉であった。創そう隊たいしてから──剛士から旅団旗を授さずけられてからわずか半年ほどの、総勢約３０００名の比ひ較かく的小さな多種族混こん成せい部隊だが、士気は高く、部隊のまとまりもいい。

　いま、サバロアの役場に置かれた旅りよ団だん本部（いわゆる司令部です）には必要な情報が続々と入りつつある。多少の混こん乱らんはあるものの、以前の、ありとあらゆる情報が同時に流れこんでいたころよりはずいぶんマシだった。

　目前の敵に関する情報が後方の精霊情報処理ＦＪＩＭＳセンターで評ひよう価か・分類・分ぶん析せきされているので、旅団からは『こういう情報が欲しい』と請せい求きゆうをだすだけでいい。むろん、『こういう情報がある』という一いち覧らんをのぞくことも、それに検けん索さくをかけることも可能である。各情報のタイトルも分類ごとに使うべき語句が定められており、情報はあるはずなんだけれどどんな検索語句を使えば引っかけられるのかわからない、ということはない。このあたりはシステムの開発にあたってヘヴィなジンネット・ユーザーの意見を参考にしたおかげだ。官かん公こう庁ちよう・軍と民間の人材を定期的に入れ換かえてきた魔王領だけあって、そのほうが楽じゃん、という話がきわめて通じやすかったのが幸いしたのである。というかＦＪＩＭＳ自体、実戦部隊に楽をさせるために開発されたシステムでもあるのだから当然であった。

　ちなみに、いかにも開発に手間がかかりそうなこのシステムが半年かそこらでそこそこに使いこなされているのは、基本システムをジンネットからそっくり流用したからである。ユーザーインターフェースも野戦ＰＪＳから精せい霊れい式ＧＴＳに至いたるまでジンネットと同じものを採さい用ようしたから、運用方法の教育にもさほどの苦労はなかった。見かけがあまりにもジンネットに近いため、ＦＪＩＭＳではなく戦せん術じゆつジンネットと呼びならわされているほどだ。

　チキュウのインターネットとは反対に民間魔導技ぎ術じゆつの軍事転用として実戦に投入された戦術ジンネットだったが──その効こう果かはおそるべきものだった。

「しかしここまでとは……」会議室を転用した本部作戦室にいた幕ばく僚りよう長ちようの人族、アイザ・ブラム大佐は重たげな顔に驚おどろきの色を浮うかべ、中年太り（といっても奥おくさんはエルフなので、魔族と仲のいい人は寿じゆ命みようが延のびますエフェクトの影えい響きよう下かにあり、とうに２００歳さいを超こえている）そのものの腹はらを叩たたいた。

「なにもかも、手にとるようですな」

　事実だ。作戦室にはちょうど障しよう子じ一枚まいぶんの大きさがある野戦用精霊式ジンナイズ・地形テレイン・表示装置シミユレーターが拡ひろげられているのだが、そこには迫せまりくる敵軍の様子が必要充じゆう分ぶんな情報とともに示しめされているのだった。位置、行軍速度、方向、兵力規模、配置の状じよう況きよう……なにもかもが掴つかめている。

「本当ならば偵てい察さつ騎き兵へいはやり過すごしてしまいたいところですが……やはり、叩たたかれますか」

　パライソからの亡ぼう命めい者しやの息子むすこであるブラムは旅りよ団だん長ちようへ丁てい寧ねいにたずねた。ずいぶ以前になくなった彼の父は南方教会のマジメな神官で、マジメであるがゆえに異い端たん審しん問もんにかけられそうになり、亡命を余よ儀ぎなくされたのだ。ブラム自身はこれといった宗しゆう教きようを信じてはいないが、父を見ているうちに身についた礼れい儀ぎだけはいまだに抜ぬけない。

「だって、しょーがないし」

　応おうじたのは舌した足たらずな声である。つーか幼よう女じよの人であった。剛士から第12親しん衛えい機動旅団を任されたリア・クァルトマイエル准じゆん将しよう……ええ、はい、リアちゃん（68）である。

　リアは椅い子すの上に立ち上がり、精霊式ＧＴＳを見つめた。なにか理由があるのかただの趣しゆ味みなのか、なかなか印象的なファッションである。漆しつ黒こくの乗馬ズボンに漆黒のブーツ、上半身は灰はい色いろのシャツに黒ネクタイ、その上に漆黒だが端はしに銀のパイピングが施ほどこされたチュニック。袖そで口ぐちには銀色のカフバンドが巻まかれており〈総帥ファンクラブ〉と縫ぬい取られている。もちろんひょいと傾かたむけてかぶった制せい帽ぼうからはインナーが抜かれており、いい具合にへなへなになっていた。椅子の背せにかけられたスモックだけが複ふく雑ざつなパターンの迷めい彩さいを施したタイプであることがその手の趣味の方々を頷うなずかせたり怒おこらせたりする感じである。

「ともかくおにーちゃんの考えたとおりにしなきゃだめだから……」



    

  
    
      　ＧＴＳにかがみ込んだリアは敵てき部隊の移い動どう速度を確かく認にんし、情報幕僚にたずねた。

「ね、ペガサスはどうしてるの。向こうからは見えてないよね」

　ランバルト軍のペガサスはサバロアとその周辺を旋せん回かいしつづけている。ちょいと空を見あげるとわかるので、こればかりはＦＪＩＭＳに頼たよらなくてもよかった。

「いまのところその兆ちよう候こうはありません、旅団長」なんとなくオの字っぽい脂し肪ぼう分の高そうなグールがこたえた。「敵ペガサスは三隊に分かれて周回を繰くり返していますが、ここでもミミンの森でも我われ々われを発見していないようです」

　旅団の行動は迅じん速そくだった。ランバルト軍徴ちよう発はつ部ぶ隊たい発見から30分もしないうちに、魔王軍の一部はミミンの森に布ふ陣じんをはじめており、現げん在ざい、サバロアの町も含ふくめ、すでに完全な迎げい撃げき準じゆん備びを完成していた。見事なものである。戦術ジンネットがいかに優すぐれたツールであっても、それだけではここまでスムーズに進みはしない。リアちゃんの指揮能力が剛士の見み込こんだとおり、あるいはそれ以上だったからに違いなかった。むろん、指揮官の命令へ見事に応こたえてみせた旅団の将兵も立りつ派ぱなものであった。誕たん生じようしてから半年あまりの部隊とはとてもおもえない。

「ありがと。で、ブーラーンのおじちゃんが送ってくれたウィングドラゴンはあと15分で到とう着ちやくするはずだから……」

　リアはブラムをちらっと見た。

「そのころには、敵偵察騎兵は町から１キロ以内に達していますな。本隊はミミンの森を通りすぎたあたりでしょう」

「うん、じゃ、そのタイミングで戦せん闘とう開始。いい？」

　起立したブラムはさっと腰こしを折おった。

「イエス・マーム。ウィングドラゴン隊が敵ペガサスと戦闘に入り次し第だい、全軍に戦闘開始を命令します」

　そして15分後、ランバルト軍にひとつの困こん惑わくをもたらす戦闘の火ひ蓋ぶたが切られた。



　　　　２



　ブーラーン中将は言葉どおり、可か能のうな限かぎりの増ぞう援えんを送りこみつつある。

　新編だがベテランの指し揮き官かんに率ひきいられた第77突とつ竜りゆう戦隊をまるごと投入し、後方で別任務にあたっていた独どく立りつ混成第24フライング・カーペット大隊のみならず、トロル総軍中の最精せい鋭えい、ブーラーンの子こ飼がいといってよい第６トロル義ぎ勇ゆう槍そう兵へい連れん隊たいまでもリアの指揮下に組みこんだ。ウィングドラゴン以外は主力の到着まで６時間以上はかかるだろうが、魔王軍の戦力からみればゼイタクきわまりない増援である。敵将カディウスといい勝負の果断さといえる。むろん、リアに指揮権をゆだねるにあたって臨りん時じに彼女の立場をあげ、指揮統とう制せい上の問題が発生しないように手配していた。われらがリアちゃんは〈総そう帥すいファンクラブ〉旅団と増援部隊すべてを指揮下におくリア軍支隊司令に任じられたのである。名前だけのことといえばそれまでだが、それが戦場でどれほど大きな問題になりうるかを知る歴戦のブーラーンらしい念ねんの入った手配りだった。

　リアと彼女の旅団もブーラーンの期待を裏うら切ぎらなかった。第77突竜戦隊の戦闘突入と同時にランバルト軍への砲ほう撃げきを開始したのである。投入されたのは空中で展てん開かいされる激げき戦せんをにらみつつ町内の公園や倉庫に隠かくれていた〈総帥ファンクラブ〉旅団の自走バリスタ大隊だった。



　バリスタ。１巻でちょろっと名前だけだした兵器なのでどうでもいいような気もするが一応ここで説明しておこう。

　魔ま導どう技ぎ術じゆつの影えい響きようが強すぎて火薬だの大砲だのというものが使われていないブラントラントにおける長射しや程てい兵器とは（魔法をのぞけば）剛士のチキュウで大砲や銃じゆうの実用化以前に用いられていた兵器、弩ど砲ほうや投石器である。

　弩砲は要するに大型のパチンコだ。ときたまそれで人生をおかしくしたり家族を養ったりする人がいるパチンコではなく人指し指と中指、はたまた割わり箸ばしに輪ゴムを引っかけてつくることのできるアレである。もちろん図ずう体たいはそれなりに大きく、１００キロ以上の重さがあるものを放ほうり投げられる。時代ごとに差はあるが、がっしりした木もく製せいの架か台だいに発射用レールが据すえられ、その後こう端たんに発射体が（たとえば石が）置かれ、弾はじき飛ばされる。チキュウでゴムの役割を果たしていたのは動物の革かわなどだが、少なくとも魔王軍は別の素材に切り換かえている。

　投石器もその名の通り重たい石を放り投げて敵を（たとえば城じよう門もんを）攻こう撃げきしたりする兵器だ。こちらのシステムはいくつか種類があるから、ちょっと例をあげてみよう。

　一つは“〝定じよう規ぎでぱっちん”〟方式である。ロープで引っ張ぱってたわめた腕うで木ぎの端はしっこに石をのせ、ロープをほどいた時に生じる反動で石を放り投げる。そう、20センチ定規で消しゴムのカスやノートの切れ端を飛ばすのと同じ方式だ。

　もう一つは“〝力士とシーソー”〟（天てん秤びん）方式である。片かた側がわに錘おもりとなる石をぶらさげた状じよう態たいで反対側の端っこをロープで引っ張って石をのせ、ロープから手を放すことで石を放り投げる。チキュウの中世ヨーロッパあたりではこちらの方が『新型』だった。おそらく、他の方式より整せい備びと維い持じの楽なシステムで（なにしろ“〝ゴム”〟や“〝板バネ”〟の部分の強度を気にする必要がない）簡かん単たんだったから使われたのだろう。

　なお、ブラントラントにおける投石技術はエア様の大図書館を利用できる魔ま王おう領りようから広まったため、名前も魔王領で使われているものがそのままこの世界に定着した。

　バリスタというところから詳くわしいひとは想そう像ぞうがつくように、魔王領における長射程兵器の呼び名は古代ローマ風である。だれかがヒマにあかせて『ガリア戦記』あたりを（それも、兵器の説明が図入りでなされている國くに原はら吉之助氏訳の講こう談だん社しや学術文庫版ばんを）読み、あ、カッコイイとかおもったためらしい。

　ラテン語では弩砲全体をトルメンタと呼び、そのなかで大型の矢を飛ばすものをカタパルタ、石を飛ばすものをバリスタと呼ぶ。

　これに対して投石器はオナゲルと呼んだそうだ。

　とはいえバリスタとオナゲルは、システムは違っても同じ目的の兵器である。

　射程はどれも似たようなもので、最大で２００メートルほどだったらしい。どんなものだかはっきりしないが、スコルピオと呼ばれる小型のカタパルタもあったようで、これはもしかしたら後のボウガン（クロスボウ）につながるものかもしれない。

　でまあ、クロスボウをボウガンなどと呼んでいることでもわかるように魔王領のみなさんは兵器おたくほど細かいことを気にしない。外国どころか異世界の言葉なのだから当然である。かれらの用いている日本語がそうしたアバウトな使い方に向いている言葉でもあったからなおさらだった。結局、バリスタはバリスティック（弾だん道どう）の語ご源げんなんだろうからいいや、ひとまとめにしちゃえ、ということでシステムは無む視ししてなにもかもバリスタにしてしまった。突とつ撃げき銃じゆうも拳けん銃じゆうもひとくくりに鉄砲と呼んでしまうようなものだ。どうせなら投石器と呼べば、ともおもうが、魔ま導どう弾だんを放り投げるようになったのでそうもいかなかったのである。

　なんともいい加か減げんというほかはない。どうせならエア様の大図書館で他の本にも目をとおして、三国時代に使われた霹へき靂れき車とか、モンゴル軍がアラー・アッディーンをはじめとする当時の著ちよ名めいなペルシア人技術者を招まねいて開発させた回回砲フイフイパオを持ちだせばいいじゃないかと考えてしまうが、そうはなっていない。

　前者はヨーロッパでいえば『新型』の“〝力士とシーソー”〟方式を採さい用ようしており、おそらくローマ時代のものより射しや程ていも飛ばせる重量も大きかったはずだが、魔王領では誰だれも注目していない（ランバルト軍は独どく自じ開発し、装備として採用している）。

　これはおそらく、中国の正史（正しい歴史、ではなく国家公こう認にんの歴史、という意味の言葉だ）のなかできわめつけにアバウトな記き述じゆつで有名な『三さん国ごく志し』を翻ほん訳やく版とはいえ読み通すのは面めん倒どうだからに違いない。なにしろ有名な『赤せき壁へきの戦い』がおこなわれた場所すら特定できない史書なのである。

　それだけではない。表現にも問題があった。中国の史書というのは『三国志』に限らず、

『この時期にこういう事じ件けんがありました』

　という史実を歴史上の人物のセリフやアクションに置き換かえて（創作して）表現してもよいというハリウッドの歴史大作映画よりも豪ごう快かいな表現技法を用いるキマリがある。だもんだから、書いてあることをそのまま信じると英えい雄ゆう豪ごう傑けつ奇き人じん怪かい人じん大集合、それどころかどう見てもこりゃ地球人類ではない、とか、テレキネシスが使えたに違いない、というヤツまで混まじってしまうという困こまったシロモノなのだ（まあ、中国という言葉を語ご義ぎどおりにカタカナ英語にするとミドル・アースになるので、ホビットが指輪を捨すてる場所を探さがしてあるく世界の実在を信じている人は気にしないでいいけれど）。

　あ、悪いクセと知りつつたまたま知っているので書いてしまいますが、邪や馬ま台たい国こくネタの基き本ほんである『魏ぎ志し倭わ人じん伝でん』は、『三国志』の一部である『魏志』にちょっとだけ書かれている『倭人伝』という意味だ。そうなのである。『魏志倭人伝』は中国史上もっともアバウトな正史の座を争っている『三国志』の一部なのだ。

　だもんだから、『魏志倭人伝』の記き述じゆつをもとにマジメな人たちが海を何日航海して陸を東にこれだけ進んで……とやっていらっしゃることを考えると、ううむ、という感じである。

　なにしろ『三国志』の筆者である陳ちん寿じゆは設せつ定ていおたくを憎にくんでいる自分もおたくのアニメ監かん督とくのごとく事実についての具体的記述をしない人なのだ。20万人しか住んでいなかった１９３７年の南京ナンキンで30万人以上が日本軍に虐ぎやく殺さつされたと今日においてすら胸むねを張はって主しゆ張ちようする中国という土地の生まれだということを忘わすれないほうがいい、ということでもある（なお、“〝大虐殺”〟直後の南京の人口は約20万だったそうである。わはは）。ともかく『魏志倭人伝』にしろいわゆる南京事件にしろ、史実として信しん頼らいできる度合いは似にたようなものだと受け取っておいたほうがいい。

　そうだ、悪いクセついでにもうひとつ。『三国志演義』なんてタイトルをよくみかけますが、『志』というのは正史にだけ認められているタイトル上の区分なので『三国演義』と呼ぶのが本当だそうだ。ちなみに三国時代の１０００年も後に書かれた『三国演義』を無理やり現代日本語に意訳すると『三国時代を舞ぶ台たいにしたエンターテインメント小説』という感じになるので、ここにある記述を信じるとエライことになる。たとえば、前のほうでちょっと触ふれた『諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めい＝スーパー軍ぐん師し』ってのは実のところこちらの方で採さい用ようされたキャラクター設せつ定ていなのである。

　えー、たとえに霹靂車なんてものを持ちだしたばかりに東京発福岡行きの新しん幹かん線せんが平壌ピヨンヤンに到とう着ちやくしたような状態になっているが、そこら辺はあっさり忘わすれていただき、もうひとつの回回砲フイフイパオである。

　こちらは数百キログラムの石や爆ばく弾だんじみたものを飛ばすことができたそうで、特に後者は威い力りよくが大きかったから、発はつ射しや前に敵に対してこれから使うよ、と旗で合図したそうだが……元の歴史書なんて『元朝秘ひ史し』以外知らんしあの本の日本語翻ほん訳やく版ばんはやたらと読みにくい気がする、とか、ま、そういった理由で魔王領で注目するものがいなかったのだろう。



　射撃準備を整えるのに苦労はなかった。目標の位置情じよう報ほうについては戦術ジンネット経けい由ゆで流れこんでいたし、旅団本部からは射程内にあるもっとも近いやつから叩たたけという命令がくだっていたからである。

　戦せん闘とう開始命令と同時にフライング・カーペットに載のせられた中型の魔導バリスタが隠かくれ場所から姿すがたをあらわした。99式１５５キロ自走魔導バリスタ。最大１５５キロの重量を放り投げられる新型の“〝定規でぱっちん”〟式バリスタである（あくまでもチキュウでの呼び名にこだわる方はオナゲルと読み替かえていただきたい）。

　その特とく徴ちようは、各所で用いられている魔導技ぎ術じゆつ──精せい霊れい利用にある。板バネ部分にもお願いした精霊さんに常じよう駐ちゆうしてもらっている。

　ただし、反動そのものは強くならない。なんというか、生じる反動を載せてある発射体に注ぎこむ、という処しよ理りを施ほどこしているからである（他の精霊利用からもわかるように、精霊さんエフェクトは力そのものを強めるというより力の流れをコントロールする方向で特に有ゆう効こうに働く傾けい向こうがある）。

　このため、発はつ射しや体の重量はたいして増ふえなかったが、射程はとてつもなく増ぞう大だいした。射程は約５キロ。チキュウでナポレオン時代に使われていたほとんどの大たい砲ほうより射程が大きい。おまけに放たれる魔ま導どう弾だんは、狙ねらいをつけた地点の、地上15メートルほどで作動するように精霊処理が施されていた。なお、精霊さんが戦場をイヤがることはバリスタや魔導弾に影えい響きようを与あたえない。５キロも離はなれていれば戦いを気にしない精霊さんはいくらでもいるし、魔導弾の精霊爆ばく発はつにいたっては、戦いをイヤがる精霊さんの性せい質しつを利用したもの（イヤだイヤだとおもうあまり、ヤケになってしまう）なので、むしろ戦場をイヤがってくれなければ威力が落ちてしまうのだ。

「目標、方位97度、距きよ離り２３００！」射しや撃げき指し揮き官かんが伝達した。各バリスタに配置された下士官たちの復ふく唱しようが響ひびき、“〝お願い”〟にしたがって合計18基のバリスタが向きを変えた。新たな命令が響く。

「魔導弾載せぇ！　精爆高度15、お願いレベル、グリーン４！」

　よっせこらせと兵士たちが魔導弾をセットし、もにゃもにゃとお願いする。射撃準備はたちまち完成した。指揮官は野戦用ＰＪＳで町の東とう端たんにある三階建ての建物から敵を見つめている観かん測そく班はんに伝えた。

「これより標定射を実じつ施しする。１号バリスタ、放てぇっ」

　ぶいん、と空気を切る音が響き、99式バリスタに弾はじかれた魔導弾が宙ちゆうに消えた。発射と同時に精せい晶しよう時計で時間をはかり始めた計測員が富士総合火力演えん習しゆうをおもいおこさせる自衛隊式の抑よく揚ようをつけた声でカウントする。

「５、４、３、だんちゃぁーく、いまっ」

　いまっ、という尻しりあがりの叫さけびと同時に東からどぉーんという低い音が響いた。魔導弾が弾着し、高度15メートルで精霊爆発を起こしたのだ。

　ＰＪＳへ即そく座ざに連れん絡らくがはいった。聞こえてきた観測班員の声は戦闘中にも拘かかわらずクリアーだ。おそらく、直ちよく接せつ戦っているわけではないからだろう。

『バインよりペリルへ、標定射弾着確かく認にんした。弾着修正の要なし。効力射を要求する』

「了りよう解かい、大隊効力射はじめぇ！」



　ラズアは見た。

　最初の爆発は偵てい察さつ騎兵隊の直上で生じた。一撃で30騎あまりが吹ふき飛ばされる。



    

  
    
      　驚おどろくまもなく、新たな魔導弾が次々と降ふり注いできた。空中で立て続けに精霊爆発を起こし、猛もう烈れつな衝しよう撃げき波はで騎き兵へい隊たいを包みこんでゆく。馬が、人が、精霊さんのつくりだすおそるべき圧あつ力りよくによって吹き飛ばされ、引きちぎられていった。

「くそっ、魔導弾だと？　どこからの攻撃だ！　射点を確かく認にんし──」ネブラが命じかけた。

　ラズアが即座に取り消した。口調はまさにカディウスそのものだった。

「確認しているあいだに馬車がやられる。すぐに後こう退たいさせろ！　魔導師隊、防ぼう御ぎよ魔ま法ほう詠えい唱しようはじめっ、軍司令官閣かつ下かに伝令！　われ、サバロアにて有力なる敵てき軍ぐんと接せつ触しよくす、以上だ」

　さっと周囲をみまわし、状じよう況きようを確認した。

　右後方の森がどうにも気にかかった。

「馬車の向きを変えろ。槍そう兵へいと弓兵は右後方の森に対して横隊をつくれ。指揮はネブラに任せる」

「了りよう解かい、あなたは？」

「俺おれは左さ翼よくの騎士を率ひきいて森の東側へ──」

　彼がそこまでいいかけたところで森の中から一いつ斉せいに火ひの玉たまが飛びだした。ファイアーボールの一斉詠唱だった。

　マッチョな魔ま導どう師したちがウォーターバリアを唱え、空中に高熱へ食らいつく無数の水すい滴てきをつくりだす。ファイアーボールの七割ほどがそれで消されたが、残りは馬車や兵士たちのなかで勢いきおいよくはじけた。人と馬の絶ぜつ叫きようが響ひびき、馬車と馬と人間が枯かれ木のように易やす々やすと燃もえあがる。

「俺は左翼騎士隊を率ひきいて敵の側そく背はいにもぐりこみ、奴やつらをかきみだす。魔導師も少しもらってゆくぞ。森にいるのは分ぶん遣けん隊たいだろう。町にいる主力との連れん絡らく線せんを遮しや断だんしてしまえば、安心して戦えないはずだ。ともかくここは任せた。馬車はすぐに下げろ。偵察騎兵と合流でき次し第だい、全軍後こう退たいだ」

　罵ののしるようにそういい捨すてるなり、ラズアは愛馬を駆かった。



　ＧＴＳは偵察騎兵が後退にうつったことを示しめしている。徴ちよう発はつ部ぶ隊たい主力は混乱しているが、同時に、急速に戦闘態勢を整えつつあるようだった。

「空の方はどう」リアはたずねた。

　ブラムがこたえた。「我わが方が優ゆう勢せいです。７頭が矢を受けて戦場を離り脱だつしましたが、敵に与あたえた損そん害がいは三倍以上です。ウチと同じでにわかづくりの部隊だというのに、なかなかやってくれます」

　リアはにこりとし、再びＧＴＳを見つめた。問題はミミンの森に配置した戦せん闘とう団だんだった。一個こ大隊ちょっと、１０００名ほどの戦力である。待ち伏ぶせに最さい適てきの位置に陣じん取どっていたが、火ひ蓋ぶたが切られたいま、サバロアの旅団主力を呼こ応おうさせなければ孤こ立りつしかねない。実じつ際さい、ランバルト軍の一部が森の東側面を北側へまわりこもうとしていた。騎兵や騎士であれば森の中で戦うことはできないが、北側からサバロアとの連絡線を断たてる。

　明らかな配置のミスといえるだろう。ミミンの森で待ち伏せをおこなうのであれば、主力が即座に連れん携けいできる位置にいなければならなかったのだ。

　が、このミスはリアや参さん謀ぼうたちのもたらしたものではない。

　最初の防ぼう御ぎよ計画ではそれで良かったのだ。敵徴発部隊をサバロアへおもいきり引きつけたあとで包囲殲せん滅めつする予定だったからである。ミミンの森に配置した戦闘団は敵部隊がサバロアにかかりきりになったあとで後方から襲おそいかかるためのものだったのだ。

　が、防御計画は修しゆう正せいを求められた。剛士やアーシュラの命令に含ふくまれていた『……』の部分でそう命じられていたのである。

　別命あるまでサバロアを死守しつつ、敵軍の市街並びに後方侵しん入にゆうを阻そ止しすべし。

　敵兵を──やり過すごして主力をおびき寄せたほうがいい偵てい察さつ騎兵ですら町の中に入れてはいけないという厳げん命めいだった。

　正直なところ、リアにはワケがわからなかった。

　戦術的には自分の考えだした案のほうが絶対よいはずだからである。そのために準備もしたし、第12親しん衛えい魔動旅団独どく力りよくで敵に勝つ自信もあった。もちろん彼女はその防御計画を祖そ国こくと、自分を信じ旅団長にしてくれた剛士のために立案した。

　しかし剛士は彼女の案を却きやつ下かした。あえて不利な戦いを選べという。納なつ得とくできなかった。とはいえ自分の案で戦うこともできない。魔王領がどれほどユルイところのある国だといっても、軍隊でひとたび下された命令は絶対なのだ。

「ブラムのおじちゃん、第三大隊──えと、それと第三魔導中隊と第一ボウガン中隊、それと自走バリスタ第二中隊を町の東南に集めて」リアは命じた。

「みずから騎士隊を迎むかえ撃うたれるおつもりですか、旅団長殿どの」ブラムが顔色を変えた。

「うん、だってミミンの森にいる戦闘団を助ける方法はそれだけだし、敵が防御魔法の強度をあげたら魔導弾の効こう果かはなくなるし──それに、ボクがあそこに配置を命令したんだから……後はよろしく！」

　勢いきおいよく立ちあがった美幼よう女じよ風サタニアンは剣けんを引っ掴つかみ、外へ飛び出した。準備を整えていた旅団長専用の高速フライング・カーペットへ飛び乗ると、

「はっしーん！」

　と元気よく命ずる。むろん心の中は見かけほど明るいものではない。この戦いが旅団にとって辛つらいものになりつつあることは明らかだったし、なにより、なぜわざわざ苦労をしなければならないのかよくわからなかった。

（どういうこと、お兄ちゃん）

　リアはおもった。彼女の知る剛士はこうしたバカげた戦いをもっとも嫌きらっているはずだった。しかも彼は充じゆう分ぶんな情じよう報ほうを得ながらバカげた戦いをおこなえと命じている。本当に、ワケがわからなかった。

（きっとなにか理由があるんだろうけど、絶ぜつ対たいにそうに決まってるけど）

　高速で街路を突っ走るカーペットの上でショートの髪かみを風になぶらせつつリアはおもった。

（そのために、何人もの兵隊さんが死んじゃうってわかってるよね、お兄ちゃん？）
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「リアはよくやっています」

　完全な戦時シフトをとっているため普ふ段だんよりも三倍以上もオペレーターの数が多いＣＯＣＣにアーシュラの声が響ひびいた。ＧＴＳや魔ま導どうディスプレイからの青白い光のほか照明がないため、極きよく地ちの清せい浄じような氷を彫ちよう琢たくしたような美び貌ぼうはますます冴さえわたっている。

「あえて戦せん術じゆつ的な優ゆう位いを捨すてさせたというのに、指し揮き下かの部隊を果か敢かんに運動させて遊兵化する戦力を最低限に抑おさえようとしています。おそらく、ミミンの森に置いた戦闘団との連れん絡らく線せんを確かく保ほし、収しゆう容ようするつもりでしょう」

「増ぞう援えんはどうなの」精せい霊れい式ＧＴＳを見つめている剛士がたずねた。ＧＴＳの向こうでは一週間ぶりに配置へついているヒュドラのレルネーが押おし寄せてくる情報を手て際ぎわよく処しよ理りしている。

「ゲネモス・山やま田だ少佐の独立混成第24フライング・カーペット大隊の偵察小隊が一時間半で到とう着ちやくするはずです。イグン・バースロト大佐の第６トロル義勇槍兵連隊の偵察中隊は二時間半後。カーペット化されてはいますが、主力は〈エクソダス〉作戦支援のため分散していましたから。すべてが揃そろうのが半日後という点に変わりはありません」

　剛士はうなずいた。そのまま固まったようにＧＴＳを見つめつづけていたが、やがてぽつりといった。

「ランバルト軍も、勇ゆう敢かんだね」

　ぷくぷくとした指先でミミンの森の東側を進むランバルト軍の表ひよう示じを示しめしていた。戦術ジンネット全ぜん般ぱんがそうであるように、敵部隊の表示もわかりやすい。乗馬した騎き士しの立体像が赤く浮うきあがっていた。

「騎士団ですので、森への攻こう撃げきはできません。森の外がい縁えん沿ぞいに東側から北側へとまわりこんで、連絡線を断とうとしているのでしょう。兵力規き模ぼからみて明らかに陽動ですが、将しよう兵へいの士気に与あたえる影えい響きようを考えると確たしかに無む視しできません。むろん、リアの動きはその脅きよう威いに対たい処しよするためでもあります」手際よく教えたアーシュラはちらりとスフィアを見た。

　剛士の背はい後ごでちろり、と鈴すずが鳴り、かがみこんだスフィアがいった。

「剛士様。休きゆう憩けいのお時間です」

　喉のど奥おくからうう、と唸うなりが漏もれ、赤ん坊ぼうのような身体からだが動物園育ちの野生を忘わすれ果てた熊くまのようにのそのそとたちあがる。顔には、戦いの最中に休憩時間をとることへの罪ざい悪あく感がはっきりと浮かんでいた。

　もちろんわかってはいるのだ。

　前線で激戦が繰くり広げられていても、最高司令官がそのすべてにつきあう必要はない。

　というより、つきあってなどいられない。

　最高司令官という立場は戦争全体をみなければならないわけで、ひとつの戦いにだけ関かかわっていては本来の仕事ができなくなる。ヒドイ話ではあるが、戦場で何万もの将兵が生きるか死ぬかという目にあわされているまさにその時、寝ねていたり女の子を口説いていたりしていても、必ずしも悪いことではないのだ。そうして身体や心をなにか別のものに向けること、人としてのバランスを維い持じすることが明日の『戦争』を戦い抜ぬくために大きな役やく割わりを果たすからである。

　しかしあいかわらずの損そんな性せい格かくは変わらない。スフィアにうながされてからもおもいきりがつかず、ＣＯＣＣを出たのはさらに10分ほどすぎてから、それも、立っているのが辛つらいほどの罪ざい悪あく感に包まれながらだった。



　徴ちよう発はつ隊たいが敵てき軍と戦せん闘とうに陥おちいったという報告は戦せん端たんが開かれてから一時間ほどでカディウス大将軍の知るところとなった。ラズアの発した伝令による第一便よりも早く、上空支援に派遣したペガサス隊の伝令が報告したのである。

「兵力が読めんな」

　うねうね引いて丸かいてちょん、よりいくらかマシという程てい度どの地図をにらみながらカディウスは呻うめいた。軍司令部用の大きな天てん幕まくのなかである。傍かたわらにいるのは純じゆん白ぱくの美び髯ぜんをたくわえた軍ぐん師しのワルト・グステン男だん爵しやくである。カディウスとは若いころからの付き合いで、戦いの気配を読むことに長たけている。

「１０００以下ということはないでしょうし、５０００以上ということもありませんな」

　伝令のもたらした通信文を読み返しながらグステンはいった。

「いかな魔ま物ものどもとはいえ、１０００では仕し掛かけてこなかったでしょうし、我わが方より兵数が多ければもう少し積極的に打ってでているはずです」

　カディウスはうなずいた。ある程度の戦闘がおこるだろうことは覚かく悟ごしていた。が、魔王軍の意図が読めない。常じよう識しき的にいえばサバロアを守ろうとしているはずなのだが、だとするならば徴発隊をさらに引きつけて、偵察騎兵をやり過ごした後に攻撃してくるはずだった。そのほうが奇き襲しゆう効こう果かは高いからだ。

　が、魔王軍はこれみよがしにサバロアの手前で偵察騎兵を叩たたいてみせた。

「奴やつらの腹はらが読めん」カディウスは呻いた。

　グステンは口をはさまなかった。こうしている時のカディウスが実は頭の中で無数の情報を整理していると知っているからである。

　案の定、カディウスは２分も無む駄だにしなかった。

「わが軍を引きつけようというのだ。そうに違ちがいない。徴発隊の翼よく側を別働隊が行動している可か能のう性せいがある。引きつけて、横合いから殴なぐりつけるつもりだ」

　オノデラゴウシは各かつ個こ撃げき破はにでた──そういうことだった。少なくともカディウスはそう理り解かいした。圧あつ倒とう的なランバルト軍を叩く手しゆ段だんがほかに考えられないとなれば、そう判はん断だんするよりない。が、一つだけ問題があった。

「大規模な敵部隊が行動している兆ちよう候こうはなく……」グステンはいいかけ、気づいた。カディウスがそのことを知らぬはずがなかった。

「ラズア殿どのは後こう退たいするはずです」グステンは探さぐるような声でいった。

「そうはっきりと口にしおったな、確たしかに」カディウスは苦笑いを浮かべた。「実際に、後退しようとしているだろう。しかし、可能かどうかはまた別だ。戦争は一人でするものではない。普段よりはいくぶんマシなところを見せておるようだが、あれにはそれがわかっておらん。敵に食いつかれてずるずると戦うハメに陥るさ」

「では……」グステンの顔に緊きん張ちようがあらわれた。カディウスがなにを命じようとしているか察したのである。

「ああ、押しだす」カディウスはきっぱりと口にした。

「しかし、殿下の……」

「わかっている。が、これは独どく断だん専せん行こうではない。徴発隊に対する救援作戦だ。なにより、さらなる魔王軍の出現も予想されるとなれば……軍を割るわけにはいかん」

　グステンは下した唇くちびるを噛かみながらにやにや笑いを浮かべた。

「なるほど、すべからく理り屈くつはとおっておりますな」

　そうか。そうだったのか。グステンは気づいた。大将軍にとって、若わかきカディウスが敵と接せつ触しよくすることこそが目的だったのだ。ワルキュラへの先せん陣じん争い。なかなかどうして、ダルト・カディウス、決して老いてはいない。

　カディウスはにこりとした。

「よろしい、発令する。書記官！」

　すぐに天幕へ書記官が入ってきた。ペンを構かまえて全身を耳にする。

「これより全軍を発し、徴発部隊の救きゆう援えんに向かう。各隊は30分以内に進撃準じゆん備びを完成すべし。なお、シルデア、マスーン両騎兵隊はただちに進発し南バスタ道南北に警けい戒かい線せんを構こう築ちく、敵てき別働隊の動向を察知すべし。以上。急げ」

　先祖伝来の大剣を年ねん齢れいを感じさせない動作で掴つかんだカディウスはグステンを従したがえ、天幕をでた。周囲から、部隊の集合を命じる太たい鼓こやラッパの音が響ひびきはじめていた。



　ミミンの森北側から敵の連れん絡らく線せんへちょっかいをだそうとするラズアの計画は七分どおり成功した。森の内部に配置された敵部隊は全力で移い動どうする騎士たちに恐おそれをなし、阻そ止ししようとしなかったからである。魔導弾の攻撃も第一撃ほど恐ろしくはない。騎乗した魔導師たちがしっかりと警戒してくれている。たちまちサバロアが見える位置にまで達した。

　が、そこからが面めん倒どうだった。

「あ、くそっ」

　魔王軍の動きを目にしたラズアは舌した打うちを漏らした。

　サバロアから押しだす敵軍の姿すがたが見えた。森から２キロほど離はなれている町の南側からあらわれた敵はゴブリンらしいパイク兵を中心にしていた。しっかりとした縦じゆう列れつを組み、密みつ集しゆうしている。

　かれらの目的がなにか、すぐに見当がついた。ほかならぬラズアの行動を阻止しようとしているに違いなかった。

（どうする）

　ラズアは迷まよった。二つの選せん択たく肢しがあった。このままあの敵とぶつかるか、あるいは森の北側から西側へまわりこみ、偵察騎兵を収しゆう容ようしつつ本隊と合流するか。

　すぐに判はん断だんがついた。戦うことは目的ではないからだった。



「はーん、ふーん」

　フライング・カーペットの上に爪つま先さき立だちしたリアは敵騎士隊の動きに感心している。

「とりあえずこっちの反はん応のうを見て、戦うことに意味がないから引き上げる、と……戦争、上手だなぁ」

「旅団長殿？」後ろに乗っていたグールの参さん謀ぼう将しよう校こうがたずねた。感心してる場合じゃないでしょーがといいたげだ。

「わかってるわかってる、うん」

　リアは敵の主力と騎士隊の距きよ離りをさっと見み極きわめた。敵が連絡線の遮しや断だんより撤てつ退たいを選ぶとなれば、〈総そう帥すいファンクラブ〉旅団のとるべき手段はふたつ考えられた。ミミンの森の戦せん闘とう団を収容してサバロアに全軍をたてこもらせるか、それとも、全軍で敵軍を追って戦闘にひきずりこむか……

　敵は大規き模ぼな護ご衛えい隊たいを引き連れてはいるものの、本来は戦闘部隊ではない。そこには、敵にとって唯ゆい一いつの大量輸ゆ送そう手段である馬車も大量にふくまれている。

「ブラムのおじちゃんに連絡！」リアは命じた。「バリスタで敵主力の先頭を叩いて！　それから、ミミンの森の部隊はすぐに森から離れてボクたちと合流すること！　合流できしだい、ただちに攻こう撃げきを開始するよ！」

「こ、攻撃ですか」

　参謀将校は目を剥むいた。

「うん！」リアはにっこりと応おうじた。「敵は叩ける時に叩いておくべきだし、一度後退させたら、次はおもいっきり準備を整えて攻撃してくるかもしれないから」

　命令はただちに伝えられ、〈総帥ファンクラブ〉旅団は指し揮き官かんのアイデアどおりに動きはじめた。



　魔物どもの動きは素す早ばやかった。サバロアから押しだした部隊は南バスタ道上をずんずんと進み、ミミンの森を離れた部隊がそれに合流しつつある。

　町へたてこもるつもりのないことはすぐにわかった。合流した二つの部隊、その主力の魔物たちがパイクの密集縦列をつくりあげたからだ。

「攻撃する気かよ」ラズアは呻うめいた。すでにかれの部隊は森をまわりこみ、手ひどく叩かれた偵察騎兵と合流しつつある。横よこ腹ばらをさらして森をまわりこんでいる最中がもっとも危き険けんだったが、敵はそれを見み逃のがした。

（いや、あえてそうしたのだ）

　ラズアはおもった。こちらが孤こ立りつしているあいだに挟はさみこめばそれなりの戦果はあげられただろう。が、森から脱だつ出しゆつした部隊は陣じん形けいの乱みだれたまま戦うことになり、損そん害がいが増ぞう大だいする。魔王軍指揮官はそれを嫌ったのだ。

（慎しん重ちようなような、積極的なような）

　ラズアは敵の意図を推おし量はかった。ちょっとした勝利のチャンスを捨ててまで陣形を整えたことの意味について考えざるをえなかった。

　攻撃にうつるつもりであることに疑うたがいはない。問題は、その攻撃がなにを目的としているかである。

　徴ちよう発はつ部ぶ隊たいを拘こう束そくすること──戦闘に引きずりこむことだとしか考えられなかった。

　そして、こちらがそれを振ふり切れる可か能のう性せいは高くない。馬車を引き連れ、調整のとれた敵軍の追撃から逃のがれようとするのは両手に美女を抱だきながら三人目を口説こうとするよりも難むずかしいはずだ。

「やるしかないか」

　ラズアはあっさりと方ほう針しんを切り換かえた。戦闘の混こん乱らんのなかでも彼の頭ず脳のうは美女が多いと評ひよう判ばんのサロンにいる時のように働き、必要な情報をたちまちのうちに分ぶん析せきし終えていた。

　敵の部隊規模は──パイク兵２０００ほどを主力にしている。

　怪あやしげな魔法を用いて長距きよ離りから攻撃してきたバリスタは──大だい丈じよう夫ぶ。すくなくとも魔ま導どう弾だんはこちらの魔導師しが無力化してくれる。

「そうか。そうだったのか」

　ラズアは明るい顔になった。敵が攻撃を選んだ理由を思いついたのだった。

　サバロアの町を守るだけであるならば、徴発隊を戦闘に引きずりこむ必要はない。

　なのに、あえてそれを選んだということは……

　こちらが攻撃態たい勢せいを整えることを恐れているのだ。祖じ父い様さまの率ひきいる軍主力と合流し、サバロアに攻せめ寄よせられては困こまるに違いない。

　つまり……

（敵の兵力は、たいしたものではない）

　そうに違いない、自分のおもいつきに自分で賛さん成せいしたラズアは騎士隊と偵察騎兵を引き連れ、ネブラに任まかせた主力との合流を急いだ。
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　リアの指揮には無む駄だがなかった。合流させた部隊を整列させると即そく座ざに前進を命じる。それだけではない。サバロアの本部に残ったブラムに部隊の一部をミミンの森の北側に進出させ、旅団に与あたえられた唯一の騎兵戦力であるケンタウロス大隊は縦じゆう隊たいの右う翼よく、つまり南側へ位置するように伝えた。敵が背はい後ごへもぐりこめないようにしたわけである。

「手て堅がたいな」

　本隊と合流し、大急ぎで態勢を整えなおしていたラズアはその布陣を見て呻いた。

「見ろ、しっかりと密集し、歩調もとれている。防ぼう御ぎよ魔法も効きかせているのだろう。魔王領りようは新兵ばかりじゃなかったのか」

「精せい鋭えい部隊なのでしょう」ネブラが応おうじた。偵てい察さつ騎き兵へいをのぞけばさほどの損害がでなかったこともあって、わずかに表情が和なごんでいた。敵があそこまでしっかりした態勢をとっているとなると正面からぶつかるしかないが、兵力は明らかにこちらが多いからだ。三隊の縦隊をつくりあげたパイク兵たち──カナレフ槍そう兵へい団だんだけで敵兵力よりも多いのだ。

「精鋭部隊ね」ラズアがつぶやいた。「だとすると、さらにわからなくなるな。ああ、わからない」

「なにがです」

「こんな場所に精鋭部隊とやらを投入してきた理由だよ。他に敵部隊がいる兆ちよう候こうもない。なぜ？　あの町は奴やつらにとってどうしてそれほど重要なのか」

「それはまあ」ネブラは戸と惑まどった。確たしかに敵がなにを考えているのかはわからないが、いまこの状じよう況きようで考えてもしかたがないことだ、とおもっている。

「いまは輜し重ちよう隊を無事に後方へ下げることだけを考えたほうがよろしいでしょう」

「わかってる。わかってますよ」ラズアはこたえた。「しかし、どうにも気になってしかたがない」

　と、こちらも密みつ集しゆう縦隊を整えた兵たちから喚かん声せいがあがる。空を見あげていた。

　ペガサスだ。新たなペガサス空中騎兵がドラゴンたちとの戦いに加わっている。

「大将しよう軍ぐんは決意されたようですな。まだまだきますよ、増ぞう援えんが」ネブラがいった。

「敵の意図が読めないのであればともかく押おしまくること、か。まあ、そうだよね」ラズアはつぶやき、右手を高々と掲かかげると三つの縦隊をつくりあげたパイク兵たちに大声で命令を発した。

「全体、前へっ」



　両軍の縦隊はたちまちのうちに距離をせばめた。

　もはやバリスタの効果は──特に魔導弾の攻撃はなんの効果もない。防御魔法のおかげで精せい霊れい爆ばく発はつが阻そ止しされ、虚むなしく精霊光をまき散らすだけだ。弾着観かん測そく班はんはそれを自走バリスタ大隊に伝え、大隊は石の発はつ射しやに切り換えた。

　１５５キロの重量を持つ岩石が次々と放たれ、ランバルト軍の隊列に落下してゆく。

　が、その効果も低かった。

　密集したランバルト兵の真ん中に着弾した場合、それなりの効果があるのはもちろんだ。だが、防御魔法がここでも邪じや魔まをした。風霊魔術を用い、空中で弾道を狂くるわせてしまうのである。

　リアは状況が悪化しつつあることを即座にみてとった。

「バリスタはだめ、ドラゴンさんは……」空を見上げた。第77突とつ竜りゆう戦隊は新手のペガサスと懸けん命めいに戦い続けているが、さすがに疲つかれはじめているようだった。とても地上支援を頼たのめる状態ではない。

「陣じん形けい変へん更こう！　全軍横隊をとって！」

　リアは命じた。攻撃陣形から防御陣形への変更である。イニシアチブを失うことになるが、いまの場合、大きな問題ではなかった。両翼は固めてあるし、とりあえず上空から叩たたかれる心配もない。防御陣形をとって敵を引きつける方が重要だった。



「誘さそっていますな」

　魔王軍の運動を見たネブラがいった。ゴブリンのパイク兵たちは中隊ごとに左右へ分かれ、横一線の横隊をつくりあげつつある。

　ラズアはそこに別の要素を見つけだしていた。

「動きが早いね」

「魔族ですから」

「それだけじゃないよ。訓練もいい。でなければ部隊としての統とう率そつがとれない」

「いまなら退ひけますが」

「まさか。一言もいってこないが、祖じ父い様さまは軍を動かしているはずだ。だいいち、こちらが後こう退たいに移うつれば」

　ラズアは横隊の左側に見えている半人半馬ケンタウロスの集団を顎あごで示しめした。

「連中がかきみだしにくる。となるとこちらは騎士団を投入するしかなくなる。結果は同じさ」

「では」

「ああ」敵横隊までの距きよ離りを確かめたラズアは叫さけんだ。

「よぉし、いけぇっ」

　三つの縦隊は魔族たちに向けて歩調をとりながら進んだ。近づくにつれ、パイクの角度がかわってゆく。先頭に近づくほど角度がゆるい。

　ゴブリンたちも一いつ斉せいにパイクを構かまえた。石いし突づきを地上に押しつけ、さまざまな角度へ突きだした槍やりの林をつくりあげる。

　縦隊の後端に布陣した弓兵たちが空中に向けて弓をつがえ、一斉に手を放す。

　弦つるの鳴る音とともに矢が続々と宙ちゆうへ飛びだした。その前方──縦隊の左右に展てん開かいした弩ど兵へいたちも次々に引き金をしぼり、強力な矢を放った。

　むろん、攻こう撃げき魔ま法ほうも投入されていた。この時に備そなえてこれまで防ぼう御ぎよ魔法の詠えい唱しように参加していなかったマッチョな魔導師たちが口早に呪じゆ文もんを唱えている。魔法の種類は10種類ほどあった。複数の魔導師が同じ魔法を唱えたほうが効こう果かは高いのだが、それではひとつの防御魔法で防ふせがれてしまう可か能のう性せいが高くなってしまう。

　魔王軍も即そく座ざに対たい応おうした。何種類もの防御魔法が唱えられたことを教える大気のゆがみが彼らの姿を幻げん影えいのようにゆらがせ、その向こうからランバルト軍に劣おとらない種類の攻撃魔法が襲おそいかかってきた。

　空中で魔法同士が激げき突とつした。

　一いつ瞬しゆんでなにもかも凍こおりつかせるフリーズミストがホットブリーズと激突して噴ふん火かのような水すい蒸じよう気きにかわり、コントロールされたカマイタチと呼ぶべきエアカッターが気き圧あつを変化させるエアポケットで乱みだされる。同時に弓と弩いしゆみから放たれた矢が飛び交かい、サバロアの町から放たれた石が降ふり注ぐ。魔法と魔法が激突した際さいに生じる轟ごう音おんがわんわんと響ひびきわたり、歩調を維い持じしようとする下士官たちの号令が入り交じる。防御魔法で阻そ止ししきれなかったストーンホールドが一撃で10人以上のランバルト兵を石に変え、ゴブリンたちの頭上から降り注いだ矢がぶすぶすと兜かぶとや鎧よろいを貫かん通つうする。身体からだの一部だけを石に変えられた兵士が悲鳴をあげて助けを求め、鎧のような筋きん肉にくに矢を突つき刺さされたゴブリンたちが怒りの叫びを轟かせた。

　三隊に分かれたランバルト軍パイク兵中央隊の最前列は魔王軍横隊まで３メートルあまりの距離に達し、その場に立ち止まった。後の列はなおも前に進み、さらに密集しながらパイクを高く突きたてる。森というより、ハリネズミをおもわせる密度だった。

　パイク兵指し揮き官かんの号令が響いた。

「叩けぇっ」

　地鳴りのような蛮ばん声せいとともにパイクの先端がゴブリンへ叩きつけられる。兜やショルダー・アーマーが振りおろされた切っ先を弾はじきそらすが、首や腕うでを切り裂さかれて悲鳴をあげるものが続出した。ランバルト軍の密集陣形はさらに密度を増し、パイクはほとんど水平に突きこまれるようになった。

　敵と激突した中央隊の戦況を確かく認にんしたラズアは左翼隊も即座に投入する。魔王軍横隊への圧力がさらに増し、損そん害がいが続出した。



　怒ど号ごうと悲鳴がとどろきわたるなか、リアは戦せん闘とうの展てん開かいに注目しつづけていた。

　お互たがいに魔法や矢の類たぐいは阻止しあっているから、純じゆん粋すいにパイク兵同士の戦いになっていた。日中ですら戦力倍増要素として大いに期待できるはずの魔族の体力的な優ゆう位いはあまり影えい響きようを与あたえていない。ランバルト軍の統とう制せいがとれているからだった。集しゆう団だん戦せんでは個こ々こ人じんの力量や勇気など、ほとんど意味を持たない。どれだけチームワークを維持できるかがすべてなのだ。それこそが、一人で人族の戦士一〇〇人分の戦闘力を持つサタニアンの彼女が指揮に専せん念ねんする理由にもなっている。

　それに、〈総帥ファンクラブ〉旅団はよくやっていた。戦い慣なれたランバルト兵を相手に、一歩も退かずに戦い続けている。

　が、いつまでも続けられはしないとわかっていた。数が違うのだ。いい勝負をしている、ということは、兵員数の劣る魔王軍が敗北に近づいていることを意味している。

　ランバルト軍はパイク兵戦術のセオリーどおりに戦っていた。まず第一陣がつきかかり、その状況を見て第二陣が参戦し、敵の混乱が拡かく大だいしたと判断したところで第三陣も投入する。

　敵は、三隊並べた縦隊のうち、リアからみて左側の──向こうにとっての右翼隊を待機させ続けていた。

（まだ、こっちの動きを見ているってことだよね）

　リアはおもった。同時に、

（新しい手を打つならいまのうち）

　だということにも気づいていた。



「予想以上にやりますな」パイク兵の打撃戦を渋しぶい顔で見ていたネブラがいった。呻うめくような声だ。

　魔族兵たちはしぶとかった。人族兵に劣おとらぬ勢いでパイクを振るい、突きだしている。おかげでランバルト側も損害が続出していた。二つの陽光に照らされた状態ですら、魔族の膂りよ力りよくは人族を超こえている。狙いさえはずれなければパイクのひと叩きで兜や鎧をあっさりと貫通してしまうほどの力だった。

　伝令が駆け寄り、報告した。

「スカウディア騎士団長フィクロア・サボーク男爵より指揮官に進言！　突撃の許きよ可かを乞こう」

「だめだよ」ラズアはあっさりとはねのけた。「いま突撃させてもケンタウロスどもとのどつきあいになるだけだ。意味がない」

　とはいえ、このままでは埒らちがあかないのも確かである。ランバルト兵の戦意は充分に高かったが、魔族兵たちの戦いぶりもそれに劣るところがない。魔法や弓が効果を著いちじるしく減へらされている現状では、騎き士し団の突撃以外に決定的な戦果をあげる方法がないのは事実だった。

　それに、ランバルト軍には弱点がある。

　警けい告こくの叫びがあがった。パイク兵たちの頭上に生じていた水幕の隙すき間まを抜ぬけ、火の玉が飛びこんでくる。左さ翼よく隊たいの中央あたりに落下し、ふくれあがる炎ほのおで兵士たちを包みこんだ。

「なにをしているっ」ラズアはさすがに声を荒あららげた。

「魔ま導どう師したちが疲つかれはじめています」ネブラが告げた。

　事実である。白魔法は黒魔法にくらべ、体力を急速に消しよう耗もうさせる。このため、ランバルト軍と魔王軍（黒魔法を常じよう用ようしている）のマジック・ウォーフェアでは、

　一撃必殺を狙ねらうランバルト軍

　制せい圧あつ効こう果かを重んじる魔王軍

　という魔法戦せん術じゆつの違いがくっきりとあらわれる。ランバルト軍が強力な魔法をぽつぽつと放つのに対し、魔王軍は比ひ較かく的簡かん単たんな魔法を集中豪ごう雨うのように放つのだ。

　防ぼう御ぎよ魔法が効果を発揮しているあいだは、そのどちらであろうと結果にさほどの差はない。一撃あたりの威力が高いランバルト軍がやや優位といった程てい度どだ。

　が……ランバルト側は戦せん闘とう時間が長くなればなるほど急激に魔力の総そう量りようが低下してゆく。魔王軍は、いくらかペースは落ちるものの、相変わらず集中放火じみた魔法攻撃が可能である。過去、パイク兵や騎兵の衝しよう突とつで押されていながら、魔王軍が壊かい滅めつ的な損害を受けることがなかった理由はそこにあった。戦闘部隊と魔導師たちの連れん携けいが保たもたれている限り、魔法の援護下で撤てつ退たいできるのである。



    

  
    
      「もう少し保つとおもったがな」ラズアは舌した打うちした。

「魔導弾を浴びた時に使いすぎました。自分の責せき任にんです」すかさずネブラが口にした。それはまったくの事実だったが、ラズアは複ふく雑ざつな微び笑しようを浮うかべてこういっただけだった。

「指揮官は俺おれだからね──方ほう針しんを変へん更こうしよう」

「どうされるのです」

「敵を迷まよわせてやるのさ」



　ランバルト軍の動きに変化が生じた。

　号令が響ひびく。太たい鼓こがゆっくりと打ち鳴らされた。

　これまで遮しや二に無む二につきかかってきていた中央隊のパイク兵たち──その後ろ半分が向きを変え、30メートルほど後退した。そこで隊列を組み直し、パイクを水平に構える。

　新たな太鼓が鳴った。戦い続けてきた前半分のパイク兵たちが勢いをつけて後方へ駆けだした。後方でくみ上げられていた縦隊の後方で整列し、前後の役やく割わりを入れ換える。すぐに、左翼隊もそれに続いた。戦闘に投入されていなかった右翼隊は全体が整然と後退してゆく。

「あーっ」リアは大声をあげた。敵てきの動きが持つ意味に気づいたのである。

　逆手をとられたのだ。

　この戦いのはじめ、彼女は敵を奇き襲しゆうで叩たたき潰つぶすつもりだった。それは剛士の奇き妙みような命令で正面からの殴なぐり合いになってしまった。

　だから、方針を変更した。打ってでることで敵から行動の自由を奪うばい、なるべく損害を与えることにした。サバロアからの撤退は許ゆるされておらず、敵に態勢を整え直す余よ裕ゆうを与えることもできないのだから、ほかに方法がなかった。横隊陣じん形けいをとった理由はそれなのだ。

　むろん、そのままでは損害が増ふえ続けるだけだ。

　だから彼女はランバルト軍の魔導師が疲ひ労ろうするのを待ってゆっくりと後退を命じようと考えていた。横隊のままの後退はバランスの維い持じが難むずかしく、ひとつ間違えば部隊の崩ほう壊かいにつながるが、魔法援護下であれば無む謀ぼうな行動にはならない。であれば……攻撃を加えている敵はじりじりと後を追うしかなくなり、やがて左右をケンタウロスや予備のパイク大隊にさらすことになる。むろんあちらもなにか手を打ってくるからそう簡単に撃破はできないだろうが、敵から自由を奪いつつサバロアを守り続けるという戦術的・作戦的な目的は同時に満たされることになる。

（ふっふー、いっせきにちょー）

　とまあ、ちょっとばかし自じ画が自じ賛さんすらしており、命令を発動するタイミングをわくわくしながら待っていたのである。

　だが、ランバルト軍は先手を打って後退をはじめた。魔王軍が引きつけるのではなく、魔王軍をサバロアから引き離はなそうといわんばかりの動きをみせた。縦隊を二つにわけてさっと後退してみせたところなど、敵ながら溜ため息いきがでそうなほどの見事さだった。戦い慣なれた軍隊の本領発揮といえるだろう。

（どうしよう。どうしよう）

　リアは懸けん命めいに考えた。

（へーかならこういう時は……うーん、ちょっとアレだから、お兄ちゃんならこういう時は……）

　剛士の顔をおもいうかべる。予想もしなかった危機にでくわした時、あの異い世せ界かいからやってきた気弱で大だい胆たんな総そう帥すいならばどうするだろうと考えた。すぐにおもいついた。

（敵の計画を邪じや魔ますることに全力を集中する、きっと）

　そのはずだった。剛士は常つねに敵の意図を読み続け、彼らがおもいどおりに動けないように手を打つ。そして、手て筈はずの狂くるって混乱した敵が隙すきをみせるその瞬しゆん間かんを逃のがさずすべてを叩きこむ。

（ランバルト軍はボクたちを引きつけようとしている。だから……）

　リアは周囲の地形を──ことにランバルト軍の後方を確かく認にんした。

　戦せん闘とうが展てん開かいされているのはトロル道付近である。ランバルト軍は道に沿そって後こう退たいしつつある。ミミンの森が敵の後方左手に見える。

　たちまちのうちに計画が組みあがった。

「全軍、ゆっくりと敵を追つい撃げき！　焦あせっちゃダメだよ！」



「よし……右う翼よく側面の部隊を後方に下げろ。そのまま主力左翼に移い動どうし、別命あるまで待機！」ラズアは満面に笑えみを浮うかべながら命じた。

　パイク兵たちの後退は順調に進んでいる。魔王軍はひきずられるようにずるずると横隊のまま前進してくる。

　チャンスは、ミミンの森が部隊の右翼と接せつした時だった。

　集団戦にとって森は邪魔者である。魔導師や弩兵に待ち伏ぶせさせる場合は別だが、部隊単位の行動は不ふ可か能のうになる。パイク兵は統率がとれなくなるし、騎兵や騎士にいたっては乗馬で散歩にでた馬好きのおじさん並の戦闘力しか期待できなくなってしまう。

　だからこそ、防ぼう壁へきとしては最さい適てきだった。

　ラズアは部隊の右翼から側面援護にあたっていたスカウディア騎士団を引き抜き、戦闘に参加しなかったために損害を受けていないパイク兵右翼隊で森と街かい道どうの隙間を守らせようとしていた。騎士団を中ちゆう核かくとする打撃戦力を左翼に集中し、一挙に魔王軍へ叩きつけようというのだった。左翼正面にはケンタウロスがいるが、弩や弓の援護のもとで突入させてしまえば効果は見こめるはずである。一挙に後方を遮しや断だんして大潰かい乱らんに陥おとしいれることも不可能ではない。さすがにカディウス家の男であった。



　一方、リアも部隊を忙せわしく入れ換かえている。戦闘に投入せずに左翼を援護させていた第１パイク大隊に縦隊を組ませ、ちょうどランバルト軍のパイク右翼隊と対する位置に配置した。敵の魔法防御力が低下した（物理防御魔法に必要とされる魔力はかなり大きいのだ）おかげでいくらか効果を回かい復ふくしつつあった投石攻撃をバリスタ大隊に命じる。

　精霊さんのバックアップを受け、体力のある魔族たちに操あやつられる魔王軍のバリスタは人族が操るバリスタよりも発はつ射しや速度が高い。だいいち、１５５キロもある岩を放ほうり投げられるバリスタが『中型』と呼べるサイズに納おさまっているのはその二つの要素があるおかげなのだ。人族がこのサイズの投石器を運用した場合そのサイズは巨きよ大だい化し、おそらく50人近い人手が必要になるはずだった。発射速度だってどうしても低くなる。

　が、魔族たちはそれを毎分５、６発は放ってくる。大隊のバリスタは18基きだから、毎分50発以上が降ふり注ぐのである。

　疲つかれ切ったランバルトの魔ま導どう師したちはふらふらになりながら防ぼう御ぎよ魔法を唱え、懸けん命めいに防御しようとした。ただし、疲れているために効こう果か範はん囲いが狭せばまり、どうしても損そん害がいがでやすくなる。指し揮き官かんたちは部隊をさらに密みつ集しゆうさせ、すべての兵を魔法の効果範はん囲いにおさめようとかけまわった。

　結果として、ランバルト軍の動きがわずかに鈍にぶくなった。後方にさげられた騎士団もまだ新たな位置にはついていない。

　今度こそ、リアは機会を逃のがさなかった。とあるお笑いな理由でコ○ケで着用の禁きんじられているあやしげなミリタリールックに似にた服へ身を包んだキュートでプリティなボディですっくと立ちあがり、キンキンした声で命令を発する。

「ケンタウロス大隊突撃ぃ！　パイク第３大隊、右翼側駆かけ足、左翼側そのまま前進！　いくよぉっ、〈総そう帥すいファンクラブ〉旅団、あ・ごー！」



　ラズアとリアが相手の意図を探さぐり合いながら繰くり広げた戦いは一挙にクライマックスへと突とつ入にゆうした。その展開は地上の情じよう景けいより、空から見下ろしたほうがわかりやすい。

　いま、その情景を比ひ較かく的冷静に目にしているものがいた。ウィングドラゴンとペガサスが戦い続ける空を光学魔法を用いて姿すがたを消しつつ飛び続ける一頭のキマイラである。

　ホメロスの『イーリアス』には頭がライオン、尻尾しつぽは大だい蛇じや、胴どうはヤギ、んでもって口から火を吐はくなどと受け取れるよくわからん怪かい物ぶつがキマイラとして描えがかれているのだが、ブラントラントのキマイラは身体からだの基き本ほん形けいはライオンで頭の両りよう脇わきから悪魔崇すう拝はい向きのイヤな山や羊ぎ頭あたまと大蛇の頭が顔を出し、尻尾は蛇へび、ライオンオリジナル、山羊の三種類、背中からはなぜかコウモリ風の翼つばさが生えているというさらによくわからん見かけになっている。おそらくどこかでよその魔族の血が混まじってしまったのであろう。もちろんなぜそうなったかなど、魔王領の誰だれも（キマイラたち自身も）気にしてはいない。なお、ギリシャ神話が好きな人以外はよくわからん理由でキマイラ族とヒュドラ族は親しん戚せきづきあいをする間あいだ柄がらであった。

　で、魔法のおかげでどのみち見えやしない姿し形けいはともかく、このキマイラ君（名前はリュキュア・テュフォン（１９１）、階級は中ちゆう尉い、所しよ属ぞくは第６戦術偵てい察さつ中隊）、クールにミッションを遂すい行こう中ちゆうであった。戦術ジンネットの一いつ端たんを担になっているからである。任にん務むは戦況がいかなる展開であろうと情報を集めつづけること──なんて書くといかにも渋しぶいが、実は偵察任務としては当たり前なのであった。ともかく、頭が三つあるので広い範囲の情報を集めるにはうってつけだった。確認した戦況は首輪型の航空用戦術ＰＪＳで後方へ送信される。精せい霊れいさんの御ご機き嫌げんはかなり悪いが、直ちよく接せつ戦闘に関かかわっていないのでどうにか送信は可能なのだった。

「エキドナ05、ヘシオドス02蛇。サバロア付近の空戦状況は我わが方の劣れつ勢せいに推すい移いしつつあり」くねくねと空を見回した蛇頭が報ほう告こくする。ライオン頭は空中を油ゆ断だんなく監かん視しし、万が一にも敵に気づかれることがないよう警けい戒かいしつづけていた。見えないということは空中接せつ触しよくを起こす可能性があるからである。

　最も忙いそがしいのは地上に目を向けている山羊頭だった。

「レルナ07、ヘシオドス02山羊。総そう勢ぜい約５０００のランバルト軍と交戦中の第12親しん衛えい魔ま動どう旅りよ団だんは……総力をあげた攻こう撃げきに転じた！」

　そのとおりだった。地上では軍隊の作戦教本に載のせたいような戦いが繰り広げられていた。

〈総帥ファンクラブ〉旅団はミミンの森と接するように置いた第１パイク大隊を軸じくに、戦列全体を敵側へ旋せん回かいさせつつあった。車のワイパーのように横隊が弧こを描えがきつつ前進し、その最右翼をケンタウロス大隊が突っ走っている。

　リアは確かに剛士のような判断を下し、それを実行に移うつしていた。彼女は、ラズアが自軍右翼の防御壁として考えていたミミンの森へランバルト軍を追いこもうとしていたのである。



「くそっ、やられたな」ラズアが罵ののしった。

　一いつ瞬しゆんの隙すきをついて先手を打たれた。

　形勢は逆ぎやく転てんしてしまった。魔族の体力と戦意の高さを活用して横隊のまま迫せまりくるゴブリンたちは、彼の部隊を森へ追いこもうとしている。

　もし追いこまれてしまえば、兵力でどれほど優ゆう越えつしていても意味がなくなる。部隊の戦力は消え失うせてしまう。魔王軍が森を取り囲んでしまえば残された道は二つしかない。降こう伏ふくするか、皆みな殺ごろしにされるか。前者はカディウス家の男が受け入れられるものではないし、後者はラズアにとって冗じよう談だんではない。生きてウルリスに帰ったなら……という約束をしたまあそのあれこれとうふふな貴き婦ふ人じんたちが両手の数では足りないほどいるのだ。兵たちにだってそういう相手がいるだろう。あきらめるわけにはいかない。

「逆ぎやく襲しゆうするよ」

　散歩にでもでるような態たい度どでネブラに伝えた。実直な騎き士しは目を剥むいた。

「このまま……この状況で、ですか？」

「陣形をいじってるヒマ、ないしね。敵てきの横隊を突つき抜ぬける。損そん害がいにかまわず。でもってそのあとは……」

　悪戯いたずら好きな子こ供どものような笑えみを浮うかべ、ラズアはいった。

「サバロアに突入してたてこもってもいいな、ね？」



　両軍は再ふたたび激げき突とつした。今度はたちまちのうちに乱らん戦せんになる。追い詰つめられたランバルト軍はさすがに統とう率そつが乱れがちだったし、横隊で旋回しながら攻撃している魔王軍もムチャなところがあった。

　むろんリアは承しよう知ちでそのムチャに手を染そめている。危き険けんをおかす価か値ちが充じゆう分ぶんにあるとも判断していた。

（敵だって生きているんだから……）

　と、いう理り解かいがその底にあった。要するに、命があるのならばその命を惜おしむ奴やつのほうが多数派はだろう、ということである。

　森に押おしこまれてしまえば、多くのものたちは降伏をえらぶはず。そうなってほしいと彼女は願っていた。勝ち戦いくさとはいえまともな抵てい抗こうもできない敵兵を皆殺しにするのは気分が良くないし、旅団将兵も疲つかれ切ってしまう。新たなペガサスを投入してきたところからみて、トロル道を侵しん攻こう路ろとしたカディウス軍は後続部隊を動かしているはずだった。ならば、旅団の損害と疲ひ労ろうは最さい低てい限げんに抑おさえたい。

　だから、ランバルト軍が逆襲に転じた時は暴あばれだしたいような気分にとらわれた。

（せっかくボクがなるべく死ななくて済すむ方法を考えてあげたのに）

　ほっぺをふくらませたリアは敵軍をにらみつけた。こうなってはいくところまでいくしかないようだった。

　両軍の激戦は一時間以上も続いた。ランバルト軍の損害は死者５００、負ふ傷しよう者しやは戦闘可能なものをふくめて１５００名以上に達した。

〈総帥ファンクラブ〉旅団も傷きずついていた。ミミンの森から戦い続けてきた第２パイク大隊は30パーセント以上の損害をだし、リアが直率する第３パイク大隊の損害もじりじりと増ぞう大だいしていた。

　ただし、戦闘そのものは決着がつきかけている。ランバルト軍はどうしても魔王軍の横隊を突とつ破ぱできなかった。側面がひどく不安定になったからである。ほんの一手だけ早く動き始めたケンタウロス大隊がかれらの左翼から後方へもぐりこみ、スカウディア騎士団との戦闘で優位に立っていたのだ。移動中だった騎士たちは、突撃隊形をつくって突進してきたケンタウロスに各個撃破を受けつつある。

　そして、ついに限界が到とう来らいした。

　ランバルト軍のパイク左翼隊が崩くずれたのである。むろん、突き崩したのはリアが率いる第３パイク大隊であった。



　魔王軍のなかでもっとも巧たくみに進退してみせるパイク部隊が鮮あざやかに前進し、疲れ、傷ついていた隊列に致命的な一撃をくわえた。10名以上の兵士がばたばたと倒たおれる。後列が崩れ、それはたちまち隊列全体に広がった。これまでしぶとく戦い続けてきたランバルトのパイク兵たちはわれがちに逃にげだしはじめた。重いパイクを投げ捨てるものも続出する。

「ここまでか」ラズアの美び貌ぼうに浮かんだのは皮肉な笑みであった。「結局、不出来な孫のまま、ということかな」

「あなたは後退なさってください」ネブラがいった。「自分が殿しんがりを務つとめます」

「ああ、それはダメ、だめだよ」

　剣けんを納おさめたラズアはいった。

「指揮官は俺おれだから、最後まで俺がやるんだ」

　トロル道上を確かく認にんした。輜し重ちよう部隊の姿はすでにない。ともかくひとつだけは目的を果たしたわけだ、と自分を納なつ得とくさせた。そうとでも考えなければ悔くやしすぎた。

「スカウディア騎士団を俺が率いる。あなたは、兵をつれて脱だつ出しゆつしてほしい」ラズアはいい、ネブラに応おうずる間も与えずに愛馬を駆かけださせた。ネブラの耳に、朗ほがらかにすら響ひびくラズアの命令が聞こえた。

「全軍、ネブラ男だん爵しやくの指揮下にて撤てつ退たいせよ！　装そう備びは放ほう棄きしてよろしい！　ただし──騎士は残れ！　友軍の撤退を支援する！　いいな、これは騎士の仕事だ！」

　ネブラはうなった。これほど切せつ羽ぱ詰つまっていなければ涙なみだがでたかもしれないとおもった。もちろんそのような余よ裕ゆうはない。彼は戦意の崩ほう壊かいしかけた兵たちを呼び集め、トロル道上を駆けさせた。ケンタウロスがいつ道を遮しや断だんするかわからない状況では、一いつ刻こくの猶ゆう予よもならなかった。

　最後の一いち瞥べつ──そんなつもりでネブラは振り返った。哀あわれなほどにその数を減へらしたスカウディア騎士団の中央に若わかきカディウスの姿すがたがあった。

　その向こうには敵の姿があって……

「なんだって」

　ネブラは呆ぼう然ぜんとした。

「バカな、いったいどうして」



「なんでなんでぇ！」リアは逆ぎやく上じようしていた。理由はひとつの命令が届とどけられたことにある。トロル総軍司令官ブーラーン中将の命令だった。

『ただちに戦闘を打ち切り、全軍サバロアを放棄、撤退せよ』

　理り解かいできなかった。無理な戦いを強しいられ、何度も危あぶないおもいをして、何人もの兵隊さんたちを死なせて……確たしかに皆みな殺ごろしはイヤだったけれど、勝ったという実感は欲ほしかった。〈総そう帥すいファンクラブ〉のみんなに、自分たちは苦労しただけのことはあったのだと納得して欲しかった。

「ブーラーンのおじちゃんにお返事！　ボクたちはもう少しで敵を撃げき滅めつできるって伝えて。はやく！」

　戦せん術じゆつジンネットの整備にともなってさらに分ぶ厚あつさを増ました魔王軍の精せい霊れい通信組そ織しきは迅じん速そくそのもののスピードでブーラーンからの返答をもたらした。

『気持ちはわかる。だが、総帥閣かつ下かよりの厳げん命めいなり』

　リアは呆然と立ち尽つくした。完全にワケがわからなくなっていた。ムチャな戦いを強きよう制せいして、いいところまでいった時に全部なしにして……

「もう少し、もう少しなのに！　お兄ちゃん、どうしてどうしてどうしてぇぇぇ！」

　フライング・カーペット上に立ち尽くしたリアは涙なみだをぽろぽろとこぼしながら絶ぜつ叫きようした。ヤケになり、逃げ散る敵てき兵へいに向けてこれまで指揮官なので我が慢まんしていた攻こう撃げき魔ま法ほうを乱らん射しやした。

　もちろん気分は晴れない。罪ざい悪あく感と剛士に対する不信感が強まっただけだった。



　　　　５



　５月24日の暖あたたかな日差しが大だい魔ま城じようの中庭にさしている。午後３時をすぎていた。

　剛士はその一いち隅ぐうに据すえられたベンチに寝ねっころがっていた。スフィアはいない。彼女は剛士が戦争にかまけている間にも山積みになってゆく内ない政せい問題に関する書類へ目を通し、優ゆう先せん度どをつけるという激げき務むを引き受けていた。それに、彼のほうも誰だれかと一いつ緒しよに過すごしたい気分ではなかった。

　どうせ寝ころがるのなら、部屋で寝ていたほうがいいのに、という道理も通じる状態ではない。休まなければいけないのだとわかっていても頭のほうがいうことをきいてくれないからだ。部屋で寝ころがっても布団ふとんを等身大アニメキャラ抱だき枕まくらのごとくかかえこんであぶぶぶ、などとつぶやき続けるのがせいぜいかもしれない。

　いや、確実にそうなるとわかっていたので、あの16畳じよう間まには戻もどらなかった。ここにくるまでのあいだ、一人でぶらぶらと城内をうろつきまわっていたのである。

　どう気分転てん換かんしたものか迷まよっているうちにおやすみの時間はどんどん過ぎ去ってゆく。おまけに、４時になればとりあえず周囲に迷めい惑わくをかけないで済すむ程てい度どの気分に立ち戻らなければならないのだ。

（なんとかして、気分転換しなくちゃ）

　と、いてもたってもいられない。矛む盾じゆんもいいところだ。

　結局、中庭にでた。あいかわらず見事に手入れされているそこをうつむき加か減げんにのたりのたりと歩き、怪あやしげなステッキをかざした巨きよ大だいな目を持つ美少女の石せき像ぞう、その傍かたわらに置かれたベンチにどったりと腰こしをおろすしかなくなった。一度座すわりこむと根が生えてしまい、とうとうそこに寝ころがってしまった。というわけで５月24日の日差しを浴びているというわけである。



　田中さん時代に置かれたアレな石像を見あげながらぼんやりとし、何の気なしにつぶやいた。

「天あま抜ぬけにいたころは楽だったな」

　ともかく家にかえって、冷れい蔵ぞう庫こをのぞいて、ジュースを飲んだり買い置きのパンを食べたりして、埃ほこりや汗あせが気になればシャワーを浴びて。家に誰もいなければインターネットでお気に入りのスケベなサイトをのぞいてすっきりしたりして。でまあ、お母さんが夕ゆう飯はんの準じゆん備びを整えるころには、なんとかちょっと頼たよりない小お野の寺でら家の長男として家族の前に顔をだせる気分になっていた。もっとどうにもならない気分のときは……本屋やゲームセンターやマンガ喫きつ茶さやドリンクお代わり自由のファミレスがあった。数時間だらだらとムダ遣づかいすることで少しはマシな気分になれた。飯いい田だたちに苛いじめを受け始めたころだってそれで済んだ。

　もっとも、反撃に転じてからはそうした逃とう避ひの必要はなくなった。奴やつらをどうやって叩たたき潰つぶすかを考えているだけで楽しく過ごせたからである。

「どうしたもんかなぁ」

　情なさけなくまたつぶやく。それはそうである。いま彼が抱かかえている戦いは自分一人の生き残りをかけた小さな嵐あらしではない。ひとつの国家の──魔族そのものの命運をかけた戦いなのだ。

　そのすべてが、自分の肩かたにのしかかっている。魔族たちはそこまで自分を信用してくれているのだ。

　落ち着かない。どうにも落ち着かない。寝ころがってもいられない気分だ。かといって、立ち上がる気にもなれない。ヘンな表ひよう現げんだが、警けい察さつに逮たい捕ほされるのがわかっているのに逃にげだす気にもなれないような感じである。あれだけ大口叩いたのも忘わすれて、いっそ、ほのかの天抜で過ごしていたほうが良かったかも、とまでおもった。が、自分の手に戦争をつかみとるか、戦争につかみとられるか、どちらがマシなのかと考えだすとよくわからなくなった。どちらもイヤだ、というのはともかく、どちらかを選ばなければならないとしたなら……

　突とつ然ぜん、黒い影かげが視し界かいをよぎった。

　身み構がまえる前に右みぎ頬ほおへ猛もう烈れつなパンチを喰くらっていた。ベンチから放ほうりだされるほどの衝しよう撃げきに意い識しきが遠くなる。

　投げだされた身体からだが芝しば生ふの上を転がる。青あお臭くさい湿しめった香かおりが鼻び孔こうを埋うめた。何度もころころと転がった末、仰あお向むけになって停とまった。

　青空が視界いっぱいに広がった。

（きれいだ）

　と、おもった。

　すぐに胸むなぐらをつかまれ、引きずり起こされた。視界に入ったのは見み慣なれた顔、怒いかりにゆがんだ愛らしい面立ちだった。

「リア」剛士はうめくようにいった。唇くちびるの端はしから涎よだれとも血ともつかないものが滴したたるのがわかった。

「どういうこと！」リアは牙きばをむきだして叫さけんだ。「どういうことなの、お兄ちゃん！　説明して！　説明してよ！　どれだけ……どれだけ兵隊さんが死んだり怪け我がしたりしたとおもってるの！」

　怒りに燃もえるまんまるな瞳ひとみが潤うるんでいた。涙なみだがこぼれている。怒りだけでなく、悲しみに満ちた表ひよう情じようでもあることにようやく気づいた。

「いや、あ……」

　応おうじる間もなく新たな影に取り囲まれた。リアの両りよう腕うでにほっそりした腕が巻まきつき、剛士から引き離はなす。

「離してよ！」リアは駄だ々だっ子のように暴あばれた。本気になったサタニアンの怪かい力りきに左右の人影が吹ふき飛ばされる。今度は四人が取り押おさえようとした。

「もういい！」

　剛士は叫んだ。

　ぴたり、と動きがとまる。影は少女たちの姿すがたに変わった。

　さまざまな種族の少女たちだったが、全員が見覚えのある服を身につけている。天抜高校女子制せい服ふくだった。

「君たちは」手近なエルフの少女にたずねた。かなりの──いや、目が眩くらむような美び貌ぼうの持ち主である。他の少女たちも……種族はイロイロなので人それぞれの好みというものがあるけれど、やはり、ちょっとやそっとではお目にかかれない美少女ばかりだった。

「親しん衛えい総そう帥すい護ご衛えい戦隊、特とく務む警護小隊です」エルフ少女はいった。よくよく見ると制服の襟えりに少しよう尉いの階級章をつけていた。

「自分は小隊長のリーダ・アサンティ少尉であります。昨年末より、御おん身みの隠おん密みつ警護にあたってまいりました、閣かつ下か」

　おもわず溜ため息いきがでた。まったく気づいていなかったから……だけではない。誰が自分すらその存そん在ざいを知らないシークレット・サービスをつくりあげたのか想像がついたからである。スフィアに決まっていた。

　むろん、アーシュラが知らないはずがない。

　一人でぶらぶらできていたなんて、自分の立場からしてありえないことに気づいているべきだったのだ。

　身がすくむほどの恥はずかしさが押し寄よせてきた。ぶつぶつ独ひとり言をつぶやいていたのを聞かれてしまっただろうことではない。何日か前、ＣＯＣＣできつく扱あつかってしまった二人が自分についてそこまで手配りをしていたことにまったく気づかなかったことについてだった。まあ、自分の性せい格かくからして無理だということはわかっていたけれども。

「下がっていいよ」剛士はリーダにいった。「僕ぼくはリアと話がある」

　向けられたのはとがめるような視し線せんだった。怒おこる気にはなれなかった。それが彼女たちの仕事だからだ。いきなりあらわれて総帥をボコボコにするなど、本当ならば即そく座ざに殺されていてもおかしくない。リアであることがわかっていたからこそ、取り押さえようとしたのだろう。

「命令、ね、命令だから」顔をうつむけ、手をひらひらさせながら剛士はいった。軍事作戦はいい加か減げん慣れてきたが、それ以外で総帥の力を用いることにはたとえようもない恥ずかしさがあった。

「部隊は大だい丈じよう夫ぶなの」

　二人きりで──一見する限かぎりは、だけれど──になったあと、再び、怪あやしげな石せき像ぞう脇わきのベンチに腰こし掛かけ、剛士はたずねた。

「……後方で、再さい編へん成せいしてるから」リアはぼそりとこたえた。

「すごかったよ」剛士はいった。「本当に一生懸けん命めい、戦ってくれた」

「……親衛だもん」

　それですべてが説明がつく、といわんばかりの返事。とりつくシマもない。

　もちろんそれだけのはずがない。

　誕たん生じようして半年ほどの〈総帥ファンクラブ〉旅りよ団だんがランバルト軍を相手に一歩も引かなかった秘ひ密みつは、指し揮き能のう力りよくと教育訓練のレベルが高いことにある。そうできた理由は言葉にしてしまえば簡かん単たんだった。

　各級指揮官、参さん謀ぼう、下士官たちが既き存そんの部隊からまわされてきたベテランばかりなのだ。これは〈総帥ファンクラブ〉だけではなく、剛士がランバルト軍の総そう侵しん攻こうに備そなえて新たに作りあげた部隊（ことに親衛隊）はどれも同じであった。

　戦いに慣れたベテランは前線で死なせるのではなく後方や新しん設せつ部隊の教官や指揮官にしてしまえ、というもっともなアイデアは実は戦争中ならばどこの国でもおもいつくものだ。

　が、前線での消しよう耗もうが大きすぎるとあまりうまくいかない。強い人たちをついつい前線へ張はりつけてしまい、ついには使いつぶして（死なせて）しまうことになる。

　しかし剛士にはとりあえず半年の時間が与あたえられた。

　ちょっと信じられないかもしれないが、半年あればコンビニの前でうんこ座ずわりしている茶ちや髪ぱつでピアスの兄ちゃんを背せ筋すじがぴしりと伸のびた兵士に生まれ変わらせることは可か能のうである。でっちあげられた部隊を短期間でエリート部隊に鍛きたえあげることも、だ。少なくともチキュウの軍隊における教育訓練システムはそれを可能にしている。すなわち、古代ローマや古代中国の軍事制度が断だん絶ぜつするか時代遅おくれになったはるかのちの16世紀末、ナッサウ伯はくマウリッツ（マウリッツ公）がトラヤヌス帝てい時代の──一世紀末ごろの──戦せん術じゆつ書しよからかれの時代でも通じる普ふ遍へん的な要よう素そを抜ぬきだし、シャベル（塹ざん壕ごう築ちく城じよう）、射しや撃げきに必要とされる動作のパターン化とそれの兵士に対する強制、小さく扱いやすい戦術単位（大隊、中隊、小隊等の部隊単位）採さい用ようなどを軍事改かい革かくの一いつ環かんとして取り入れて以来の教育訓練システムであれば、かなりの無理がとおるようになっている。きわめてアバウトに見て、集められた素人しろうとばかりである新設部隊が部隊としての戦力を発揮するには一年が必要というところだ。

　が、剛士と魔ま王おう領りように与えられた時間は半年だった。どこかでムチャをしなければまともに戦える部隊はつくりあげられない。

　だからこそ既存部隊の戦力が低下することを承しよう知ちでベテランを引き抜き、新設部隊のお守り役としてつけた。実じつ施しにあたっては魔王軍が人材の有ゆう効こう活用をはかるため魔王領全土からかき集めた『専門家』たちが──えーつまり自分自身はまっすぐに歩けるかどうかもあやしいほど体重が多すぎたり筋きん肉にくが少なすぎたりするちょっと以上に偏かたよった趣しゆ味みの大きなお友達たちのことですが──会議の席上、小鼻をひくひくと膨ふくらませ、『１６００年、ニウーポルトにおけるマウリッツ指揮下のユトレヒト同どう盟めい軍の勝利は、スペイン帝国のテルシオ戦術による陸上での覇は権けんをゆるがしたわけだぁかぁらぁ』とか、『ナチズムの是ぜ非ひはともかく、１９４４年のカーン攻こう防ぼう戦せんに投入された第12ＳＳ装そう甲こう擲てき弾だん兵へい師し団だん〈ヒトラー・ユーゲント〉の訓練教育方式は参考せざるをえないィィィィ』などとなぜか裏うら返がえりがちな声で剛士に進言しまくり、そりゃもう大変なものであった。もっとも剛士を一番納なつ得とくさせてくれたのは隣となりでげんなりしていたセシエがぽつりと漏もらした、

「そりゃ女子サッカー部だろうが男子シンクロナイズドスイミング部だろうが顧こ問もんとコーチと先せん輩ぱいがいたほうが新入生の練習はうまくいくもんね」

　という一言である。

　これが図にあたった。いや、予想以上の効果を発揮した。

　実戦経けい験けんのある連中は戦場で意味のあることしか重視しないからである。かれらは、敬けい礼れいだとか気をつけとか服装がどうだとかいうことは適てき当とうに済すませ、戦って勝つこと、そしてなにより生き残るために必要なことだけを志し願がんしてきた兄ちゃんたちにたたきこみ、本当に半年で戦力にしたてあげてしまったのである。

　半年前まではそこらの兄ちゃんであった兵士たちもそれによくこたえた。

〈総そう帥すいファンクラブ〉旅団を例にあげるならば、全員が魔王領各地に誕生した未み公こう認にんの総帥ファンクラブ（当たり前だ。剛士のチキュウにだって宮内庁公認の天皇陛へい下かファンクラブなんてものはない）の出身者だからである。むろん、魔王軍すべてがそうであるように、全員が志願兵であった。つまり、戦争に突とつ入にゆうした国としてはこれ以上ないほど優すぐれた資し質しつを備えたものたちばかりだったのだ。

　なんというか訓練はともかくその場のノリでできあがったような部隊に“〝親しん衛えい”〟──英語で書けばGUARDS、日本語の場合、語ご源げんとしてはちょっと違ちがいがあるらしいけれど、近衛このえとか禁きん衛えいという言葉もある──つまりエリート部隊の称しよう号ごうを与えたのは『そのほうが強そうだから』という大きな理由のほかに、彼らを公認し、ほめたたえる意味ももっていた。つまり第12親衛魔動旅団〈総帥ファンクラブ〉とは、できたてのエリート戦せん闘とう部隊であると同時に、その名めい誉よ称号どおりの存そん在ざいでもあるのだ。

　この部隊の指揮を任まかされた時、リアがおどりあがったのはいうまでもない。彼女の心と身体からだは田中さんのものであったけれど（ウルリスでイロイロあったとはいえ、その点は変わらない）、剛士の役にだってたちたかったからである。

　そうなのである。リアや〈総帥ファンクラブ〉旅団の兵士たちにしてみれば、サバロアの町での戦いは始めから終わりまで彼らが信じてやまない剛士に裏切られ続けたようなものだったのだ。

「理由があったんだ」剛士はいった。「情じよう報ほう漏もれをなるべく少なくしたかったから、前線で戦う部隊には知らせてなかったんだけど……あ、ほら、信用してないわけじゃなくて、知ってる人が捕ほ虜りよになったりしたら困こまるからさ」

　リアはあわてて言葉を積み重ねる魔王領総帥を横目で見た。まだ猛もう烈れつに腹はらが立っていたが、自分の言葉が誤ご解かいされるような表現を含ふくんでいると気づいた時の慌あわてぶりはあいかわらずだ、とおもった。

「で」彼女はたずねた。「ボクにも教えてくれるの？」

「えーと、あーと、うん」

　剛士は話しはじめた。実じつ際さいは一つの軍事行動と呼よんでよい〈エクソダス〉と〈ヤヌス〉についてである。もちろん、最さい低てい限げんのポイントだけを選んでの説明だった……



　　　　６



　戦場にいた敵味方ともに理解できなかった理由から魔王軍が戦闘を打ち切り、放ほう棄きされたサバロアの町。そこは当然のようにカディウス軍のものとなった。むろんサバロアの占せん領りようは軍令違い反はんすれすれの行動だったが、シレイラちゃんは大たい将しよう軍ぐんの若わか武む者しやをおもわせる元気のよさをかえって賀がしたため、問題にはされていない。

「まさか猫ねこの子一いつ匹ぴき残っておらんとはな……」

　石いし畳だたみの敷しかれている５００メートルもないメインストリートを歩きながらカディウス大将軍はつぶやいた。

「住民疎そ開かいの支し援えんだったのではないかと意見を述のべるものもおります」背はい後ごに従したがったグステンがいった。

「魔物どもの国情を見る限かぎり妥だ当とうではありますが……」従っているもう一人の男が口を開く。いささか疲ひ労ろうした様子のネブラだった。

「なんだ、貴き公こう、なにがいいたい」

「なにもどうも、疎開する住民とやらを目にしたものがいないのだ」ネブラがこたえた。いくらか年の差はあるものの、グステンとは友人なのである。「われわれが目もく撃げきしなかったのは位置からしてまだ理解できる。が、ドラゴンどもとぶつかる前のペガサス空中騎き兵へいもそれらしいものを目にしてはおらんのが気になる」

「住民は10日以上前に逃にげだしたらしいと報告があった」カディウスがいった。見み慣なれない魔王領風の町並なみに視し線せんを向けている。

「となれば、なおのことあそこまで戦った理由がわからない」

「なにか彼らにとって重要なものが残されていたのか……」とグステン。

「……どこかこの先で、われわれにはまだ知られたくないことに手をつけているのか」これはネブラ。

「あるいは、ただ戦う必要があったのかもしれん。たとえ王の方ほう針しんがどうであろうと、戦いくさそのものがそれを求めることがある。魔王領はここまでただ撤てつ退たいを続けてきたとなればなおさらだ」

　カディウスが口にしたのは戦意モラールの問題だった。負け続けではみんなやる気が失うせてしまう、ということである。バカバカしくも聞こえるが、戦争という究極のバカ騒さわぎにおける真理でもあった。

「ともかく、糧りよう秣まつは手に入りました。兵の食糧については約５日分の増ぞう加かです」グステンがいった。「馬糧──秣まぐさのほうは２日分というところでしょう」

「町に残されたものについてはラズア殿どのがなおも調べられています」ネブラが付け加えた。

　孫まごの名を耳にしたカディウスはふん、と呻うめいた。

「あれのことだ。どこかに佳よい女の一人でも残っていないかどうか調べたいのが本音に決まっておる」

　グステンもネブラも言葉は差し控ひかえた。本当にそういう面はあるだろうとおもったし、なにより大将軍の表情が言葉とは裏うら腹はらであったからだ。ひどく満足げだったのである。彼は若きカディウスが戦いのさなかでカディウス家の男としての振ふる舞まいに終始したことを喜んでいるのだった。その戦いに負けそうだったことはあまり重視していない。彼も常つねに勝ってきたわけではないからだった。

「おそらく一両日中に進撃再さい開かいの命令が下されるだろう」最後の一いち瞥べつを加えるように再ふたたび町並みを眺ながめたカディウスはいった。「兵站ロジステイツクスについては可か能のうな限り手配につとめておけ。ここからが、本当の戦いなのだ」



　セントール街かい道どう上、マリウクス要よう塞さい。５月25日午前７時。

　ここ何日か、人生に大きすぎる期待を抱いだかない者たちにとっては過すごしやすい日々が続いていた。集結した軍ぐん勢ぜいはとても城じよう塞さい内におさまるものではないため将兵の大半は周辺で野や営えいさせられていたものの、そこでの生活はキャンプ場よりはコンビニまで徒歩５分の安アパートに近かったからである。

　１日に２時間の訓練、ときたまの歩ほ哨しよう任にん務むをのぞけば気楽なものであった。兵たちは好きなだけ眠ねむり、食べ、博打ばくちを打ち、子こ供どものような悪ふざけに興きようじた。夜になってもお楽しみはあった。ビジネスチャンスを逃のがすまいと馬車を仕立てて軍勢の後についてきた男たちや女たちが、それなりのナイトライフを提てい供きようしたからである。

　しかしそれももう終わりだ。今日は午前３時に起き床しようの太たい鼓こが鳴り響ひびいた。はねおきた兵たちに伝えられたのは野営地を──そこをつくりあげていた天てん幕まくをはじめとする諸もろ々もろのものを２時間以内に片かたづけろという命令だった。そのあとで厳きびしい点てん呼こがおこなわれ、泥でい酔すい者しやに厳しい処しよ罰ばつがおこなわれ、ぶらぶらしているうちにやる気のなくなってしまった脱だつ走そう者しやの追つい跡せきに騎兵が派は遣けんされた。重い荷物を背せに整列した男たちの前で刑けいの執しつ行こうがおこなわれたのは午前６時30分のことである。脱走者に対する処罰は戦場でもっとも過か酷こくな任務に投入される懲ちよう罰ばつ部隊への転てん属ぞくだった。

　午前６時45分、一人の男が整列した兵たちの前に立った。イーサン・ウランコール。シレイラ摂せつ政しようの宮みやよりセントール街道を突とつ進しんすべしとの任務を与あたえられたウランコール衝撃軍シヨツク・アーミー司令官であった。

「いまや待機の時は終わった！」ウランコールは叫さけんだ。「これより、わが軍は魔王領に対する進撃を再開する。おまえたちはいまこの時よりウランコール衝撃軍の一員として全身全ぜん霊れいをかけて任務の達成に邁まい進しん、魔ま都とワルキュラを囲み、にっくきオノデラゴウシに城下の盟めいを誓ちかわせねばならない！　わたしはこの栄はえある任務におまえたちを率ひきいて望むにあたり、われらがいついかなる時も忘わすれてはならないいくつかの事こと柄がらを口にしておきたい。俺おれの後に続き、唱えよ！」

　ウランコールは大きく息を吸すい、叩たたきつけるようにいった。

「汝なんじ、王家に忠ちゆう誠せいを尽つくすべし！」

　即そく座ざに応おうずる声がわきおこる。

『われら、王家に忠誠をば尽くさん！』

「汝、祖そ国こくを永えい久きゆうに愛すべし！」

『われら、祖国をば永久に愛さん！』

「汝、敵てき前ぜんより逃るるなかれ！」

『われら、敵前より逃るることなし！』

「汝、卑いやしき魔物どもとの戦いをためらうことなかれ！」

『われら、卑しき魔物どもとの戦いをためらうことなし！』

「汝はランバルト兵士なり！」

『われらはランバルト兵士なり！』

「正せい義ぎの御み手ては汝らにこそさしだされん！」

『正義の御手はわれらにこそさしだされん！』

「ランバルト王国万ばん歳ざい！　フェラール陛へい下か万歳！　シレイラ摂政宮万歳！」

『万歳！　万歳！　万歳！』

　太鼓が鳴り響いた。指し揮き官たちが一いつ斉せいに剣けんを掲かかげる。最前列の兵たちが左右にわかれ、歩調をとって進みはじめた。後の者たちもそれに続く。

　かくして〈フェラール〉作戦は第二段だん階かいへと入った。これからどのような事じ態たいが生ずるにしろ、だれもがひとかけらの疑うたがいも抱いていないことがただひとつだけあった。

　かれらの歩みは、ワルキュラに迫せまるまで止まることはないだろう。



　それは即そく座ざに事実へと変わった。魔王軍はまたもやひたすらに撤退を続けた。何か所かでサバロアの町をおもいおこさせる激はげしい抵てい抗こうがおこなわれたが、あいかわらずその意図はよくわからなかった。

　６月１日。セントールのほぼ全ぜん域いきはランバルト軍──人族大同盟機き構こう軍ぐんの手に落ちていた。魔王領本土が戦場となる日が到とう来らいしたのである。



    

  
    
      
        魔ま王おう領りようの戦い



      

    

  
    
      

　小お野の寺でら剛ごう士しがブラントラント共和条じよう約やく機き構こう理事会代表オルロック・ガス・アルカード・ドラクール伯はく爵しやくに条約機構臨りん時じ総そう会かいの開かい催さいを求めたのは６月１日午後のことである。オルロックは当然のようにそれを受け、その日の午後６時からの臨時総会開催を決定し、ワルキュラ駐ちゆう在ざいの各代表に伝えた。出席率りつはむろん１００パーセントであった。だれもが、これまで狡こう智ちの限かぎりを尽つくして魔王領を守り続けてきた異い世せ界かいの少年がなにを語ろうとしているのか、異い常じようなほどの緊きん張ちようとともに注目していた。

　オルロックもその一人であるが、立場もある。そのことをおもてだって口にはできない。

　だから、臨時総会の開催直前、かれがこの世界でもっとも深く愛しているものと出会う時間をつくり、遠回しにたずねた。邪じや魔まされずに会話を交かわせるだろう時間は５分もない。急がねばならなかった。

「お父様」共和条約機構本部が置かれたワルキュラ郊こう外がいの大だい邸てい宅たく──その目立たない一室で魔王軍参さん謀ぼう総長アーシュラ・ガス・アルカード・ドラクールは堅かた苦くるしく一礼した。

　オルロックはぎこちなく微笑ほほえみ、亡なき妻つまにますます似にてきた愛まな娘むすめの美び貌ぼうを見つめた。そこにあらわれているかもしれないものを探さぐろうとした。

　なにも見つけだすことができなかった。察したものがあるとするならば、ただひとつだけである。

「娘よ」長身をかがめてアーシュラの顔をのぞきこんだ偉い大だいなる黒く優やさしき伯爵オルロック・アルカードはいった。

「お前の心に後こう悔かいはないのだな？　いまやみずから選んだ道を歩むことにためらいはないのだな？」

「後悔と絶ぜつ望ぼうはわたくしに無む縁えんのものです、いいえ……そう決めました、父上」アーシュラはきっぱりと応おうじた。

「剛士様に、総そう帥すい閣かつ下かにすべてをお捧ささげすると誓ちかったからには、あとはただオルロック・アルカードの娘に恥はじなき振ふる舞まいを心がけるのみです」

　オルロックは驚おどろいたように目を見開き、すぐにぱっと微笑みを浮うかべた。

「良い覚かく悟ごだ！　おまえの母がいまあればどれほど誇ほこりにおもったことだろう」

　オルロックは娘を抱だきしめた。彼女がかすかに緊張を解といたのがわかる。脳のう裏りに、はるかに遠いものとなった昔、屋や敷しきの庭で月の光を浴びながら笑っていた幼い彼女の姿すがたがよみがえっていた。

　娘と別れたあと、オルロックは深い溜ため息いきを漏もらした。彼女のことは自分よりも信じているほどだったが、果たして彼女が信じている男がその信しん頼らいに値あたいするのかどうか、疑ぎ念ねんを消しきれなかった。なにしろみすみすセントールを捨すてるような判はん断だんを下しているのだ。

（いざという時は、吸きゆう血けつ族単たん独どくでの講和も……）

　そう考えるほかなくなった時、ドアがノックされた。総会への呼よび出しには早すぎた。

　オルロックは入室を許ゆるした。あらわれたのはこの場に訪おとずれることを予想もしていなかった人物であった。



　議場はさまざまな種族の代表、各国の代表で埋うめつくされていた。小野寺剛士はその一いち隅ぐうを側近たちとともに占しめていた。さすがに学生服の襟えりホックと第１ボタンは閉しめている。

「盛せい大だいなものだな」顔立ちがわからぬようレースのかぶりもので美貌を隠かくしたフィラ・マレルがいった。

「みんな、お腹なかの中では青ざめてるから」セシエ・ハイムが応じた。

「ふん、意い気く地じなし」アブない軍ぐん装そうのまま顔をだしているリアがバカにした。表ひよう情じようは明るい。

「殿との方がたって、そういうものですよ」ショートではない十じゆう二に単ひとえを身にまとった妖よう艶えんそのものの美女がいった。アダルトモードの玉たま藻もである。

　剛士は黙だまったまま座すわっている。緊張しているのかやけくそになっているのかぼんやりとした顔つきだ。見るものによっては、余よ裕ゆうがあると受け取るかもしれない態たい度どであった。

　彼の両りよう脇わきにはアーシュラとスフィアが座っている。ときたま身体からだごと傾かたむけ、剛士に話しかけていた。頷うなずくのも億おつ劫くうなのか、ほとんど動かない。

　ざわめきのなか、皆みなが彼に注目していた。剛士たちの周囲を固めた異世界の制せい服ふく姿の美少女たちを目にし、うらやましいなぁ、とおもった者は一人や二人ではない。

「まもなく父が入場し、開会を宣せん言げんいたします」アーシュラがいった。

「うん」ようやくのことで小さな声が漏れた。

「場内の安全は確かく保ほしました」スフィアがいった。「どうか、ご安心ください」

「うん」

　ざわめきが静まった。オルロックがあらわれ、代表席に立ったのである。

「開会の前に諸しよ君くんへお尋たずねする。異例ではあるが、この臨時総会にいかなる種族、国家の代表でもない方々の出席をお許し願えないだろうか」

　当とう惑わくの空気がひろがったが、反対の声はでなかった。どのみちなにもかもが異例なのである。

　数分後、入場した顔ぶれを目にした議場は騒そう然ぜんとなった。

　剛士はつぶやいた。

「あ、斉さい藤とうさん……」

　そうである。元魔ま王おうたちであった。初代魔王天あま抜ぬけ茂も兵へ衛えさんを先頭に、二列になって入場してくる。

　剛士は起立した。なにしろ先せん輩ぱいなのだし、元とはいえ向こうは陛へい下かでこちらは閣下である。あちらの方がエライのだ。

　元魔王たちはぞろぞろと剛士の前へと進んだ。オルロックがアーシュラに合図を送る。アーシュラがスフィアを促うながした。特とく殊しゆ警けい護ご小隊の美少女たちが警備上の配慮からあえて空席にされていた剛士の前、一いち段だん低い位置にある席へ元魔王たちを導みちびいた。かれらは剛士に会え釈しやくをおくりながらそこに腰こしを下ろした。まるで彼を守ろうとしているようだった。

「元陛下のみなさま」オルロックが丁てい重ちようにたずねた。「なにか、お言葉がおありでしょうか」

　元魔王たちは顔を見合せ、やがて一人が立ちあがった。斉藤さんだった。

「われらが共和条じよう約やく機き構こう臨りん時じ総そう会かいへ出席の許しを求めた理由はただひとつです」静かな、しかしよく響ひびく声でかれはいった。周囲を精せい霊れい光こうが舞っていた。

「ここにおられる諸しよ君くんと同じ立場であること──ブラントラント共和条約の理念を信じ、また魔王領りよう総そう帥すい小野寺剛士閣下に忠ちゆう誠せいを誓う一人の魔王領民であると津つ々つ浦うら々うらに知らしめること。それだけを望んでこの場にまいりました」

　どよめきが生じた。いや、引いん退たいしたからには元魔王とはいえ魔王領の一領民であるから当たり前のことなのだが、いまのような時期、このような場所で口にだすのはかなりの……それ以上の勇気が必要なはずだった。剛士はトイレに駆かけこみたくなった。



　小野寺剛士が華はな々ばなしい振ふる舞まい……たとえば大だい演えん説ぜつなんてものにさっぱり魅み力りよくを感じない人であることを周囲の者たちは充じゆう分ぶんに知り尽つくしていた。

　だからこそ、臨時総会の席上で一席ぶつのだと彼がいいだした時は皆が驚おどろいた。フィラはヘンな病気にかかったのではないかと彼の額ひたいに手を当てたし、スフィアやアーシュラたちも剛士の本音を即そく座ざには理り解かいできなかった。

　剛士自身も説明はしなかった。

　実はリアに気づかされたのである。

〈エクソダス〉と〈ヤヌス〉──この二つの作戦を、彼はかなりの自信とともに進めている。セントールをみすみす捨て去った現げん状じよう、ランバルト軍が一両日以内に魔王領本土に侵しん入にゆうしてくるだろうことについても、『戦せん況きよう』としては恐おそれていない（もちろん、夜も眠ねむれないほど考え続けてはいる）。

　だが、他のものたちは違ちがう。アーシュラやスフィアはいい。彼女たちは剛士がなにを考えているのか、どうやってランバルト軍を迎むかえ撃うつつもりか知っている。しかし、他のものたち……たとえば、故こ郷きようからの疎そ開かいを余よ儀ぎなくされた領民たちはなにも知らない。

　戦場で危き険けんにさらされる兵士たちも知らない。

　ブラントラント共和条約に……魔王領を盟めい主しゆとする同盟に祖そ国こくの命運をかけた各国の国民たちも知らない。

　だから、演説をする必要があった。

　真実はまだ口にできない。戦いは続いているからだ。

　だから──だから、ウソを並ならべたてなければならなかった。



　ジンビューワーの映えい像ぞうはフルカラー、ほとんど立体映像のようだった。場所はウルリス王宮は王室区画、田た中なかさんのお部屋である。ご本人は床ゆかにマットレスだのクッションだのを敷しき、うつ伏ぶせの姿し勢せいだ。お尻しりの状況が全然好転していないからだった。どうやら下半身はすっぽんぽんらしく、危険なあたりはタオルがかけられているのは受け入れるしかないものを受け入れてしまったらしい。周囲にはイリシャたちに加えて、実家から戻もどってきたメイドさん軍ぐん団だんが顔を揃そろえている。



    

  
    
      　ＭＮＮのアナウンサーが重々しく説明する声が響いた。

『元魔王の入場による衝しよう撃げきがようやく薄うすれた議場で、いま、小野寺総帥がたちあがりました。ゆっくりと、ゆっくりと演台に向けて歩いていきます……その表ひよう情じようは普ふ段だんとまったく変わりがありません。人族大同盟機構軍が魔王領本土に迫せまったいま、ブラントラント共和条約機構の実じつ質しつ的な支し配はい者しやである小野寺総帥がなにを呼よびかけようとしているのか、全ブラントラントが注目しています……』

「なんか、辛つらそう」ジュラは呟つぶやいた。

「ボケてるようにも見えるけど」他の娘むすめがいった。

「そういうタイプなんですか、お兄ちゃん？」イリシャがたずねた。

「損そんな性せい格かくだよ」田中さんはこたえた。表情にはシャレがなかった。眼鏡めがねをとると実はいい男……などでは全然なくやはり田中さん自身でしかないわけだが、おもわずそう描びよう写しやしたくなるほど引き締しまった顔であった。イリシャはおもわずぽおっとなって見つめてしまう。

「降こう伏ふくとか……休戦とか……そんなことを話すのかも……」ジュラがいった。



　ところかわって大魔城じよう内ない、厳げん重じゆうな警けい備びが施ほどこされたゲスト区画である。中学校の体育館ぐらいの広さがある内部はいくつかの部屋に割わられており、それぞれなんとも男性的ではない飾かざりつけや一部の特とく殊しゆな趣しゆ味みを追求する女性にのみその真しん価かが理解できる絵などが飾られていた。

　大型ジンビューワーの前、純じゆん白ぱくのシーツがかけられたカウチに、二つの美しい人の姿すがたがある。カウチに背せを預あずけているのは美女と見み紛まがうばかりに美しい青年エルフ、彼の胸むねに身を寄よせているのはランバルト国王フェラール三世陛へい下かであった。本が違うのであまり描写したくないが二人とも全ぜん裸らだ。お互たがい同じ方向性の人であり、強く惹ひかれあう部分もあったりしたのでなるようになっていたわけである。

「……不安はありますよ、陛下」エルフがフェラール兄ちゃんの長く美しい髪かみを指で梳ときながらいった。

「降伏、休戦……どちらもあり得ないよ」フェラール兄ちゃんは気だるげに応おうじた。エルフ青年ははるかウルリスでジュラが漏もらしたのと似にたような言葉を口にしていたのである。むろん、魔ま王おう領りよう民みんとしての不安に突つき動かされて、だった。

「小野寺さんは……ウルリスに自分で乗りこんだような人物だ。剣けんは振るえないし、乗馬も下手だろうし、戦場で恐きよう怖ふに震ふるえることもあるかもしれないが──魔王領総そう帥すいとしての責せき務むを放ほうりだすことはありえない。そういう人物ではない」

「陛下……」嗚お咽えつにも似た声とともに美形エルフがフェラール兄ちゃんを抱だきしめる。美しく、また虜りよ囚しゆうの身でありながら生まれてこのかたもっとも満たされたような表情を浮うかべているランバルト国王は甘あまえるような声で応じた。

「ジーム……わたしのことはフェラールと呼んで欲ほしいとお願いしたはずだよ」

「ああ、フェラール……」

　さらに強く抱きしめられ、その心地ここちよさに昂たかぶりすら覚えながらフェラールはおもった。

（シレイラ……おまえの信じる道がどれほど険けわしく苦しいかわかっているのか？）



　拍はく手しゆがようやく止やんだ。何度も身み振ぶりで押おさえたつもりだったのだが、そのたびに激はげしくなってしまったのである。結局、オルロックのほうへ会え釈しやくして彼におさめてもらうよりなかった。

　そして、あまりにも重く辛い静せい寂じやくがおとずれた。

　剛士は大きく息を吸すいこんだ。

　恐おそろしい。本当に怖こわかった。

　このさきなにが、どんな苦しみが待っているか予想がついていた。

（いや、この場にいるだれもが同じだ）

　剛士はおもった。

　魔族、人族──魔王領の、生き残るためにぼくがでっちあげた、形にも言葉にもならないなにかを信じ、望んでいる人々。

（だからこそ……）

　僕ぼくは語らなければならない。魔族・人族の別なく、知性を持つものにとってもっとも唾だ棄きすべき行こう為いに手を染そめなければならない。

（売りつけるんだ）

　嘔おう吐と感にも似た気分とともに剛士はおもった。

（正せい義ぎを売り物にしなければならない）

　イヤだった。いついかなるときにも脳のうの内側から冷たい目を注いでいるもう一人の小野寺剛士が蔑さげすみの視し線せんを向けていた。

　正義の名のもとに皆みなを焚たきつけ、反対が罪つみであるような気分を抱いだかせる。日本でもよくおこなわれていた社会正義の実じつ現げんをうたったキャンペーンで用いられる一いつ般ぱん的な技ぎ法ほうである。

　人としての良りよう識しきを疑うたがわれたくないのであれば賛さん成せいするほかないようなお題目をただひたすらに唱え、反対を許ゆるさない空気で社会を包みこむのだから、実じつ態たいは言げん論ろんや思想の統とう制せいに他ほかならない。のんびりだらだらが理想であるかれが最も嫌きらうやり口である。

　しかしいま──剛士はその薄うす汚ぎたない技ぎ術じゆつを用いざるをえなかった。

　この場のだれもが反対できない正義を唱え、ブラントラント共和条じよう約やく機き構こうの全力を目前の戦いに投じなければならないからだった。

　イヤだった。本当にイヤだった。しかし他に方法はなかった。

　覚かく悟ごして自分から汚よごれてしまうほかにこの場をまとめる方法はなく、この場をまとめなければすばらしい魔王領は滅ほろびてしまい、魔王領が滅びてしまえば飯田たちへ反はん撃げきすることをおもいつく前のＡ君に戻もどるほかないのだ。

　それだけは、それだけはイヤだった。Ａ君に戻るぐらいならば、なにもかもが都合よくできあがっているこの異い世せ界かいの国のため、くそったれなおファンタジア風ヒーローどもが座すわり小便を漏らすような悪事に手を染めたほうがマシだった。たとえこの世界の半分から恐れられ、憎にくまれようとも──蔑まれ、卑いやしまれるだけが取り柄えのくそったれなＡ君として生きるのだけは御ご免めんだった。その意味で、この戦いは小野寺剛士の戦争にほかならなかった。罪を犯おかしても勝った方が負けるよりはマシ、そんな、あまりにも薄汚い言葉が無む限げんにリフレインしている。頼たよるべきものは自分の卑しいおもいつきだけであった田舎いなか町の高校二年生だったころと同じように。

（テクニックなんだ）

　頭のなかだけで呟つぶやいた。

（ただのテクニックに過すぎない。そうだ。そうに決まっている）

　まるまっちい身体からだを精せい一いつ杯ぱいにのばし、剛士はついに声を発した。



「いまやセントールをめぐる戦いは終わりました」



　口にだしてから疑ぎ問もんが湧わいた。そうかな？　ていうか、僕にセントールをめぐって戦っているような気分はあっただろうか。考えていたのは魔王領を生き残らせること、それだけだったんじゃないのか。

　ま、いいや。腹はらを括くくろう。こういう演えん説ぜつってのはノリのほうが大事なんだ。きっとそうだ。もういい。ぼくは決めた。決めた。決めたんだ。

　魔ま王おう領りよう総そう帥すい・小野寺剛士はせいいっぱいの声で告げた。



「そしていま、始まりました。魔王領の戦いが始まりました！　魔王領が戦いを望んだことはありません。しかしランバルトはぼくたちを滅ぼそうとしています！　シレイラ王女はそのために必要なあらゆる手しゆ段だんをとる人物です。そしてぼくらは……ブラントラント共和条約を信じるすべてのものたちは、領土とかそういうみみっちいことではなく、魔族と人族──細かいことを気にせず呑のん気きに暮くらしていきたいブラントラント者すべてのために戦わなければなりません！　ぼくたちが、これまでと同じ毎日を過ごすこと、そのためにです！　この目的にはだれも反対できないとおもいます！」



　自殺したい気分で言葉を切った。

　あたりまえである。

　口にしたすべてが真実であると同時にウソなのだ。

　領民たちを戦いにかりたてるための卑しい言葉にほかならないのだ。

　自分たちは戦いを望まない、望んだのは敵てき。敵の指し導どう者しやは悪いやつで、自分たちの戦いの目的は立りつ派ぱで、信じているものもすばらしくて、反対する人は裏うら切ぎり者で……『魔王領の戦いが始まりました！』からあとの六行ほどは、そういう意味なのである。戦いは嫌いだ、というわりに人殺しばっかりしているアニメや小説の主人公が叫さけびそうなセリフ──いや、まさにそうだ。

　だからこそ真っ赤なウソなのだ。

　ある問題を戦争で解かい決けつするという決けつ断だんがくだされる場合、両方が過あやまちをおかしており、悪いのは敵の指導者だけではなく（善ぜん人にんでは戦争になど勝てない）、戦いの目的には、たとえ攻せめ寄よせられた側であっても、漏もれそうだからトイレに駆かけこむという以上の意味などない。自分たちだけが良いことを信じているはずもなく、大たい儀ぎだの目的だのを疑うたがうのはむしろ精神が健全な証しよう拠こ──本当は、そのはずなのだ。

　剛士は自問した。

　だからこそ僕はウソをついている。そうでもなければだれも安心して戦いに協力できないからだ。なぜそこまでするのか？　魔王領がすばらしいふるさとになったからなのか？

　わからない。わかるはずがなかった。剛士の内部では、それすらウソであるというささやきが聞こえていた。

　ならば、自分が自分でありつづけるためなのか？　生き残るためなのか？

　ウソだ。なにもかもウソだ。わめきだしたいような気分で剛士はそう決めつけた。

　僕は、僕は、一いつ個この存そん在ざいとして『反はん応のう』していただけだ。

　天抜高校二年四組の教室にいたときと同じように。

　危き険けんが迫せまったことで、自分に備そなわったすべての愚おろかさと限界のなかから生みだされたなにかに突つき動かされているだけ、他の手段を考えられるほど賢かしこくなかっただけだ。

　もはやさきほどおもった『Ａ君』という絶ぜつ対たい的であるはずの理由すらウソのようにおもわれてならなかった。はっきりしているのは、

『小野寺剛士は魔王領総帥であり、魔王領総帥であるからこそ魔王領を率ひきいて戦う』

　という現げん実じつの羅ら列れつだけだった。はいはいを覚えた赤ん坊ぼうが目にしたものへ突き進むように、自分に見えるものしか見えない、ただ、それだけのことだった。すくなくとも善悪とはなんの関係もない。

　だからこそ、ウソがつけたのだ。つき続けなければならないのだ。

　じゃあ、さらにウソを重ねよう。



「たしかにランバルト軍は強大で、将しよう軍ぐんも兵も戦いに慣なれたプロばかりです。ぼくらは間ま違ちがいなく大きな苦しみに見み舞まわれることとなるでしょう」



　額ひたいから汗あせがつたい落ちる。目め尻じりから目に流れこんだ。痛いたかった。が、しばたきもせずに続けた。



「しかしみんなが自由な国としての魔王領を望んでいて……総帥を続けろといってくれる限かぎり、ぼくは戦います！

　ドラゴンやハーピィたちと共に空で戦います。

　ケルベロスやゴブリンやトロルたちと共に陸で戦います。

　水すい棲せい魔ま族ぞくのみんながかまわないっていうならあまり泳げないけど川や湖にだって入ります。

　魔王領りようを……地球の、日本という異い世せ界かいからやってきたこのぼくに与あたえられた新たな、そしていまやただひとつのふるさとを守るために戦います。

　どんな種族であっても、いや、どんなにぱっとしない見かけであっても、そしてもちろん勉強ができなくても──存在そのものとして差別されることのないこの国を守るため、勝利の日まで戦い続けます。

　なぜならば、魔王領が魔王領らしくあり続けているほうがぼくには幸せだからです。

　いろいろな種族の人たちと一いつ緒しよに遊べたり、ちょっと仕事したり、えーとあとイロイロなこともできたりしたほうが毎日が楽しくなるからです。

　だから僕は誓ちかいます。誓います！

　魔王領、そしてこの国がその存在をもって示しめしている押おしつけのない自由を良いものだと考えているみんなに誓います。

　ぼく、小野寺剛士は魔王領総そう帥すいとして自分にできるすべての悪事に手を染そめ、戦い続けます。

　自分ではできないことはみんなの力を借り、戦い続けます。

　誓います。ぼくは誓います！　絶対に、絶対にあきらめたりはしません！」



　演えん説ぜつは終わった。覚かく悟ごの言葉ではあったが恥はずかしい。恥ずかしくてたまらなかった。いまこそかれはウソほど我わが身を痛めつけるものはないとおもいしっていた──そして、それすら自分に対するごまかしにすぎないと考えていた。

　だが、議場を埋うめた魔族と人族たちはそう受け取らなかった。

　剛士に向けられたものは爆ばく発はつしたような拍はく手しゆと叫さけびであった。



『小野寺総帥万ばん歳ざい！』



『魔王領に栄光あれ！』



『すべての人族と魔族に自由を！』



　だれもが立ちあがり、かれらにとっての異世界からあらわれた指し導どう者しやに熱ねつ狂きよう的な忠ちゆう誠せいを誓った。しばらく呆ぼう然ぜんとしていた剛士だったが、やがて、突とつ然ぜんのように気づいた。

　いま僕が口にした言葉……汚れた、恥ずかしい言葉こそ、かれらの求めていたものなのだ。

　そうなんだ。みんなバカじゃない。だからこそ立りつ派ぱなウソ、輝かがやけるウソが欲ほしくてたまらなかったんだ。間違いなく恐おそろしく、おそらくたぶん絶対にくだらないだろう戦争に我が身を、家族を差しだすための最後の一押しを求めていたんだ。僕の言葉が薄うす汚よごれているのであれば、かれらはその汚れこそを求めていた──自分なりの理由で戦いを受け入れるために。

　視し線せんに気づいた。議長席からオルロックが見つめていた。アーシュラとそっくりな赤く深い瞳ひとみに紛まぎれもない賛さん嘆たんの念が宿っていた。

　恥ずかしさがさらにつのり、おもわずうつむいてしまった。

　ひときわ大きな声をあげたものがあった。

「議長閣かつ下か！　議長閣下！　発言の許きよ可かを求めるぷに！」

　スライム族の族長、緑みどり田だ・ぷるり・ゼリーさんである。見かけからいって全然立ちあがったように見えないところがアレだが、ぷよぷよふるるの身体からだが赤く変わっていた。興こう奮ふんの証あかしである。

「スライム族はここに誓うぷに！」オルロックの許可を受けた緑田さんはその興奮のままに叫んだ。

「この先なにがあろうと、どれほど苦く難なんを強しいられようと、われわれの魔法を魔王領と総帥閣下へ忠誠を誓うすべての友人たちのために使い続けるぷに！　方々お忘わすれめさるな、治ち癒ゆ魔法の御ご用命はスライム印によろしくぷに！」

　わっと歓かん声せいがあがり、各種族、同どう盟めい各国の代表たちが次々に魔王領と総帥への──小野寺剛士への忠誠を誓った。最後に立ちあがったのはブラントラント共和条じよう約やく機き構こう理事会代表に選出された吸きゆう血けつ族族長、オルロック・ガス・アルカード・ドラクールであった。



「友よ、種族、生まれ育ち、財ざい産さん、外見に左右されずにお互たがいを見つめることを誓ったすべての友よ！　諸しよ君くんは覚えているだろうか？」オルロックは朗ろう々ろうたるバリトンで呼よびかけた。



「かつてわれらには夢ゆめがあった。美しい夢、哀かなしい夢だった。その夢のなかでは魔族、人族の別なく共に暮くらし、共に笑い、未来を目指していた」



「実じつ現げんしている！　その夢こそいまここにある！　われら魔ま王おう領りようの人族は魔族の友と総帥閣下にその夢を教えられた！」立ちあがった人族代表シュライ・クスナトフが叫んだ。

　オルロックは深いうなずきを返した。



「そうだ！　われらはいま、夢と共にある！　しかし友よ、君たちは忘れてはいまいか？　それはほんの１０００年前に始まったものにすぎないのだ！　それ以前、魔族と人族は敵てきであった。魔族は人族になぶり殺され、人族は魔族の餌え食じきとなる……そうしたことがしばしば起こっていたのだ。友よ、われわれをその恐るべき軛くびきから解かい放ほうした御お方かたは？」



　全員が一いつ斉せいに応おうじた。



『魔王陛へい下か！　魔王陛下！　魔王陛下！』



　オルロックは叫んだ。

「ならばいまその１０００年の夢を守らんと神しん聖せいな誓ちかいを述のべられた御方はどなたか？」

　さらに大きな声が応じた。



『総そう帥すい閣下！　総帥閣下！　総帥閣下！』



　オルロックは両手をひろげて語りかけた。



「そう、いまやみことばは語られた。総帥閣下は誓われたのだ！

　ならばわれらもまた誓おうではないか？

　これよりは言葉ではなく行動で示しめすのだ！

　友よ、すべての友よ！

　闇やみの血族たる魔族と光の子たる人族が備そなえたすべての力を総帥閣下と愛するふるさとのため、このオルロックと共に捧ささげるのだ！

　耳あらば聞くがよい、われらに仇あだなす者どもよ！

　人族と魔族が共に夢みる自由を妨さまたげるな！

　ふたたびわれらを忌いまわしき過か去この軛にとらえようとする者あらば、われらは敵かなわぬまでもその喉のど笛ぶえに食くらいつき、１０００年の夢とともに斃たおれる名めい誉よを選ぶであろう！」



　大だい噴ふん火かのごとき歓声のなか、不定形のなんだかよくわからない種族の代表がべちゃべちゃした声で歌いはじめた。



「苦しみの時は過すぎ、我われらここに集つどう」



　だれもがすぐに気づいた。魔王領国家『ワルキュラの誓い』であった。すぐに全員が声をあわせて歌いだした。



「虐しいたげられし哀しみは、永えい久きゆうに消えることはなし」



　さまざまな形の口。牙きばがのぞき、あるいはいくつもの舌したがあらわれ、もしかしたら口じゃないんじゃないだろうかとおもわせるものもある口から祖そ国こくと、自分たちの夢を守るために受け入れた指し導どう者しやへの愛と忠誠を誓う歌が響ひびきわたった。剛士をなによりも驚おどろかせたのは、かれらがその場のおもいつきで歌詞を変えてしまったことである。



「されど我らに……総帥あり！　我らが掲かかげし主あり！　ならば捨すてよすべての恨うらみ、胸むねに抱いだけ新たな夢ゆめを」



　合唱にはすべての元魔王たちも加わっていた。その衝しよう撃げきに瞑めい目もくするように瞼まぶたを閉とじた剛士だったが、すぐに自分でも説明のつかない力を腹はらの底に感じ、その力のままに皆みなと声をあわせた。



　ワルキュラ、ワルキュラ、

　誓いの都！

　ワルキュラ、ワルキュラ、

　我らがふるさと！



　歌は何度も繰くり返された。剛士は議場のあちこちへ視し線せんを向けながら歌い続けた。イヤな理由があった。このなかに、迷まよいを示しているものはどれほどいるのだろうと考えたのである。

　ただの一人も見つけられなかった。剛士はその事実に安あん堵どとさらに強い恐きよう怖ふを覚えた。

（とらえられた）

　とわかった。

（僕は、完全に戦争へハマった）

　だから、その人ひと影かげを目にした時は驚きよりも安らぎを覚えたほどだった。

　最初は特とく殊しゆ警けい護ご小隊のメンバーかとおもった。

　が、彼女は周囲に警けい戒かいの視線など配ってはいない。ただひたすらに自分だけを見つめている。悲しげな光を宿した瞳ひとみと、なにをあらわしているのかわからない微び笑しようとともに。

　漆しつ黒こくのポニー・テイルが微かすかに揺ゆれている。彼女もまた歌っているのだろうか？

　捕とらえろと命じても無む駄だなことはわかっていたので、そのまま歌い続けた。

　朧おぼろ野のほのかと名乗った美少女を見つめ続けながら歌い続けた。

　剛士の相そう貌ぼうに狂きよう犬けんそっくりの禍まが々まがしさがうかびあがった。狙そ撃げき銃じゆうで弾だん丸がんを撃うちこむような気分で剛士はおもった。



　僕はハマった。



　ハマってしまった。



　だから、誰だれにも邪じや魔まなんかさせない。



　ほのか、たとえ君であっても。



「口にしてしまったな、我わが君は」切なさを感じるほどにひたむきな視線を演えん台だいの剛士へ注いでいたフィラ・マレルが呟つぶやいた。

「あれこそは王者の誓ちかいだ。男子たるものが自分自身にあかしを立てるための言葉だ」

「ま、すっごくドキドキしてるだろうけど、本気よね」セシエがうなずいた。

「それでこそわたくしどもの閣かつ下かというもの」玉たま藻もがアダルトモードにぴったりの妖あやしくなまめかしい微笑を浮うかべる。

「それに、アーシュラちゃんのお父様も、素す敵てき」

「せんそー……これからが本番なんだね」リアが重く呟つぶやいた。

「もはやだれひとり逃のがれられぬ」アーシュラがきっぱりと告げた。

「閣下は誓われ、すべてのものたちもまた、誓った。われらは閣下に従したがい、進み続けるほかないのだ」

「迷いがあるとでも？」スフィアが冷たくたずねた。

「あるものか、迷いなど。わたしもまた父の娘むすめなのだ」アーシュラは牙きばを剥むきだして応おうじた。

「わたしは閣下のため、祖そ国こくのために戦う。すべてを閣下にお捧ささげする。わたしの心と身体からだは閣下のもの。どう用いられようともどこで果てようとも……閣下のお役に立てるのであれば──ヴァンピレラの本ほん懐かいだ。それこそがアーシュラ・ガス・アルカード・ドラクールにとってのはたすべき誓いだ」

「うわぉ、アーシュラちゃんったら大だい胆たん」セシエが呟いた。しかし瞳には真しん剣けんな色が浮かんでいる。

　他の女たちも同じだった。フィラはさっと微笑ほほえみ、玉藻は笑みをさらに深くし、リアは表ひよう情じようを引き締しめた。

　スフィアが壇だん上じようの剛士を見つめ、呟いた。

「剛士様、なんと幸福な、そして不幸な御お方かた」

　だれもこたえなかった。なぜならば、まさにそのとおりであったからである。

　異い世せ界かいチキュウのニッポンから首に縄なわをかけられたように引っ張ぱり寄よせられ、いまや魔王領りようの──いや、ブラントラントの半分を担になう立場になった剛士こそこの楽園じみた地じ獄ごくにおける最も幸福で不幸な存そん在ざいにほかならない。そしてこの世界のすべては、彼がつくりあげようとしている巨きよ大だいで容よう赦しやのない苦しみの園へ、みずからを駆かりたてながら突つき進みつつあるのだった。



    

  
    
      
　あとがき（マスター・アンド・コマンダーいまいち編）






　ども、豪ごう屋やであります。

　勢いというか気分というかで始めてしまった新シリーズ『デビル17』が挟はさまってしまったためにチクッと（←江戸弁）間が開いてしまいましたが、Ａ君７巻、お届けします。一読されればおわかりのとおり、今回はランバルト軍総侵しん攻こう、魔王領攻こう防ぼう編へん・激げき戦せんのリアちゃん（68）という感じです。カタカナ英語風にするとバトル・オブ・デビルズランド、魔王領本土決戦という感じでしょうか。予定では次の８巻でなんとかするつもりですが、どうにもならない場合は９巻まで引っ張るかもしれません。ちょっと不安です。ともかく、お楽しみいただけるようにあれやこれやいたすつもりですので、なにとぞよろしくお願いいたします。



　しかしまあ……とうとうアレですね、イラクに派は遣けんされてしまいました、自じ衛えい隊たいが。任にん務むはあくまでも『復ふつ興こう支し援えん』で、『治ち安あん維い持じ』とかではなく、また派遣されているサマワは落ち着いた場所なので危険度は高くないと伝えられていますが……占せん領りようされた後もゲリラ活動が続いている国、つまり『戦場』の一部であることに変わりはありません。隊員の皆様およびご家族の不安はいかばかりでしょう。主義主張その他はすべては脇わきに置いて、イラク派遣隊の任務達成と全員の無事帰き還かんを祈るばかりであります。



　で、剛ごう士し君ですが……ますます戦争にハマってしまいました。われわれの住む日本では戦争についてユニークすぎる意見を唱となえる人がいます──たとえば「首相がまずイラクにいけ」なんて威い張ばっていってる有名な作家の人もいましたが、それじゃあ大統領がＦ18を操そう縦じゆうして異星人の母船に核かく攻こう撃げきかけるのと同じです。勇ゆう敢かんな行こう為いではありますけど国家の指導者としての責任は全然果たしてません。孟もう子しだか荀じゆん子しだかのいう『小人之勇』（匹ひつ夫ぷ之の勇ゆう）というやつです。もし国家が戦争に関かかわらなければならないのであれば、そこから国家と国民にとって最大の利り益えきを得る方法を実現させようとするのが指導者の仕事であり、実は小心者であろうが１／１フィギュアと抱だきマクラのコレクターであろうが指導者としての仕事に影えい響きようを及およぼさない限りはなんの問題もありません。われわれのチキュウでも……とはじめると長くなるのでやめますが、個人としてはとんでもない奴やつが優すぐれた指導者だったという例は無数にあります。でまあ、このシリーズにおいては剛士君がまさにそうあることを求められている、ということになるわけです。

　では、剛士はどうすべきなのでしょうか？　ヒトラーやスターリンや毛もう沢たく東とうになるのは無理っぽいですし、信のぶ長ながや秀ひで吉よしという感じでもありません。自分の能力に気づきつつも、本当ならばただの高校二年生であることを絶対に忘れられない人だからです。つまるところ自分でもなんだかわからないままできることへできるだけ手をつけてゆく、その過か程ていで説明のつかない変化を起こす自分にアタマを抱かかえる、それがＡ君というお話だということなのかもしれません。

　てわけで、剛士君の直面する状じよう況きようはこれからますますシャレにならない感じになってきます。ランバルトとの戦いはさらにハードになり、その先にはさらに面めん倒どうな敵が待ち受けているはずです。

　では、本巻より開幕のＡ君後半戦、よろしくお願いいたします！



つけたしその１

　今回より表紙を含ふくめたイラストすべてを北きた野のさんにお願いすることになりました。これまでもすばらしい本文イラスト等を描かいてくださっていた方ですので、読者のみなさまからの応おう援えん、よろしくお願いいたします。

　なお、北野さんのＨＰにはＡ君以外の魅み力りよく的てきな作品が掲けい載さいされています。アドレスは、

http://homepage3.nifty.com/RA/

です。



つけたしその２

　今後の予定は『デビル17』２巻、Ａ君８巻という順になります。お好みにあわせた方を（できれば両方とも）お願いいたします。なお、『デビル17』２巻の仮題は、

『教師やつらを高く吊つるせ！』

　というあははな感じ、Ａ君８巻の仮題は、

『うしなうべきすべて』

　です。なんか重いですが、うーん、変えたほうがいいのかな？





＊「つけたし」の部分の記述は旧版刊行当時の状況を反映しており、現状と異なる場合もございますがご容赦ください……編集部



    

  
    
      
　コラム……せんじょうのいんたーねっと






　こんにちわ。某ぼう三次元ではない夢ゆめの文庫でデビルのエロティックなユーモア・シーンのアイデアをまんま用いて平然としている魂たましいの自由すぎる野や郎ろうの小説がでていることを知って呆あきれかえっている豪ごう屋やです。程てい度どの低いイタダキは腹はらが立つより悲しくなってきます。そんな奴やつにパロディやオマージュの目的は評ひよう論ろん性せいの表出にある、なんて教えてやってもムダでしょうし……あーあ、つー感じです。



　というわけでまたもや雑ざつ文ぶんです。すいません。いやま、本当は『ゴーシ17　１　たなざらしの学園』とか、『Ｄ君（17）の戦争　１　おかすべきもの』とかいうセルフ・パロディを考えて最初だけ書いてみたりしたんですが、ボツになりました。

　いや、全然ダメというわけでもなかったです。いきなりセシエにぱっくんちょされて目を覚さます剛ごう士し君とか、起こしにきたスフィアを次の瞬しゆん間かん、能のう力りよくフル・ブーストでめちょぬちょしはじめる黒くろ江え徹とおるとか、書いているうちにどんどん本気になってきてとても指定されたページ数にはおさまりません。ていうか朝のシーンで発はつ射しやする前にページが尽つきてしまいます。ちなみにちょっとだけ夜も寝ねられないほど悔くやしいので前者をすこし抜ばつ粋すい。



「にしても、小野寺君って予想外にご立りつ派ぱよね……こんなにハミでてて、それにいやもうこの、ぬはっ、青春の熱量みなぎる手て触ざわりがたまりませんなぁ」

「やめ、うっ、あひゃ、そこだめ、裏うら側がわだめ、あ、そんなそんな袋ふくろまで、玉、玉、え、い、後ろ、後ろは、あひゃん、ひっ、うっ、セシエ、すごっ、な、なかをくすぐってるぅ」

「うわぁ、ますます。そろそろ限げん界かいっぽい？　んじゃ、いっただきまぁーす」

　ぱくん。

──『ゴーシ17　１　たなざらしの学園』より



　……という感じです。なんか中ちゆう途と半はん端ぱでますますアレですが、このノリで実用性方向への進しん撃げきを考えておりました。たかが「ご主人様ぁ、お目覚めのぱっくんですよ」のシーンにどうしてそこまで入れこんでしまうのか自分でもよくわかりません。たぶん病気なんだとおもいます。そのうち機会をいただいてデビル黒江のリキッドにどっぷりと浸ひたした（微び妙みようにイヤな表現だな）Ａ君番外編へんを書いてみたいものです。どうですかＳ沼編集長＆Ｓ山編集長（←挨あい拶さつした順）。豪屋はかなり本気です。



　さて、本編は剛士がなんだか危き険けんな人になったところで終わりました。その後の展てん開かいは続巻をお読みいただくとして、またもや軍事ネタ解かい説せつです。いい加か減げんにしろとおもわれる方もいらっしゃるでしょうが、戦いに勝利するために必要なのは正せい義ぎ、勇気、愛、血ち筋すじ、運命、宿命、復ふく讐しゆう、超ちよう兵器、伝説の魔ま剣けん──そのいずれでもない、というＡ君のバックグラウンドを補ほ強きようする意味でアレします。

　お話のなかで剛士君率ひきいる魔王軍は精せい霊れい化か技ぎ術じゆつの優ゆう位いを徹てつ底てい的に活用して、異い世界版インターネットというべきジンネットを軍事転用し、ランバルト軍が持つ数の優ゆう位いに対たい抗こうしようとします。その真の効こう果かは……これもまた続巻が本番です。

　というわけで本題はそんなものが戦場でちゃんと機能するのか、ということですが……機能します。小説ですから。ていうか剛士君のチキュウでも機能しはじめています。むろん先せん鞭べんをつけたのはアメリカで、『新軍事革かく命めい』の名のもとに高度にＩＴ化された部隊で敵を効率よくたたきつぶすべく膨ぼう大だいな予算を投じています。細かいことを書くとキリがないのでやめておきますが、要するに戦場ですべての部隊をインターネット風につないでしまい、情報をムダなく扱あつかうことで優位に立とうという発想です。なかなかアイロニカルだといえるでしょう。現在のインターネットは１９６９年にアメリカ国こく防ぼう総そう省しよう高等研究計画局（ＡＲＰＡ＝アーパ）が全面核かく戦争で大きな被ひ害がいを受けてもコンピュータ網もうを生き残らせることを目的につくりあげたアーパネットが原型になっているからです。結局それは民間に開放されて現在に至いたるわけですが……今度はそのインターネットがふたたび軍事転用されたわけです。アメリカ国防総省にしてみれば、あるいは放流した稚ち魚ぎよが戻もどってきたようなものかもしれません。

　そしてその効果は……先年のイラク戦争の展開を本やネットの検けん索さくで調べてみてください。アメリカ軍のＩＴ化は部分的におこなわれただけでしたが、数の上では数倍にもなる兵力を有していたイラク軍をあっという間に壊かい滅めつさせてしまいました。まさに圧あつ倒とう的です。戦うだれもが必要とする情報を戦場で即そく座ざに得ることができることはそれほどの意味を持っています。

　むろん批ひ判はんはあります。どんな時でもシステムが完かん璧ぺきに機能するとはおもえない、とか、テロリスト相手の市街戦になったとたん損そん害がい続出じゃねーか、とか……。

　実はこうした意見は批判のようで批判になってません。

　まずシステムへの疑うたがいですが……人間のつくったものがどんな時でも完璧に機能することなどありえません。だいいち、ネット化の本ほん質しつすらふまえていない批判だともいえるでしょう。まともに機能しないケースが考えられるからこそ、無数のノードによって“〝すべて”〟に接せつ続ぞくされる技術が軍隊の情報通信システムに取り入れられたわけです。実じつ際さい、多数の部隊が相そう互ごに情じよう報ほう網もうでつながれた結果、過か去こ数千年、根本の部分では似にたようなものだった軍隊の組そ織しきに変化が生じつつあります。各部隊がノードを介かいして多方向に接続されているのであれば、これまでの司令部→大きな部隊→小さな部隊→兵隊さん、という命令系けい統とうにこだわる必要はないじゃないか、ということです。司令部は大まかな目標を示しめし、そのために必要な“〝手しゆ段だん”〟はネットでつながれた部隊が実現のためにもっとも必要とされる相手をネットサーフィンで見つけだして遂すい行こうしていく……『戦果』をあげるために戦うというより、『必要とされる状じよう況きよう』をつくりだすために有機的に活動していく、古典的な組そ織しき論ろんに慣なれた人だとかえって混こん乱らんしそうな現実が生まれつつあります。

　後者のテロリストを相手にしたゲリラ戦型の戦いに対たい応おうしきれていないという批ひ判はんじみたものは……当たり前です！　なぜかって？　大規模な軍事技術開発でテロリストを対象とするものに予算がつくのは、まともな軍隊をたたきつぶす技術の開発が終わったあとだからです。イラク戦争の段階で投入された技術はそれ以前の、国家対国家の正規戦に備そなえて開発されたものでしたから、むしろ当然といえます。対テロ・ゲリラ・コマンドゥ用の対たい策さくはこれからが本番なのです。そのために無人偵てい察さつ機き・無人攻こう撃げき機きの開発が進められており、なかには完全に対人用に特化させたものも構こう想そうされています（デビル17でちょっだけネタに使いました）。手のひらサイズの無人偵察機すら研究されていますし、市街のどんな場所にでも入りこめるよう、自じ律りつ型戦せん闘とうロボットの研究開発もすすめられています（この点についてはわが自じ衛えい隊たいもかなり熱心ですし、防ぼう御ぎよロボットを用いた無人防御陣じん地ちの構想も存そん在ざいするようです）。フューチャー・ウォリアー構想などで知られる兵士個こ人じんのハイテク化も進められていますし、装そう備びの重量増ぞう加かに対処するため、かつて理り系けいミリタリーマニアなら一度は全否定してみせなければならないといわれていたパワード・スーツの開発も本ほん格かく化かしつつあります。まるでウソみたいですが全部本当です。

　ちなみに……こうした技術をさも恐おそろしいもののように語る方もいらっしゃいますが、まったく見当違ちがいというほかありません。というかそうおもっているのは技術の発はつ展てんが破は壊かい力りよくの増大に直結した１９５０年代の核かく兵器競争のイメージでしか考えられない人です。

　ＩＴ化の目指すところは軍隊も民間も同じで、すなわち最大限げんの効こう率りつ化かにほかなりません。そうならない場合もありますが『目標』はそういうことになります。

　んで、軍隊における最大限の効率化とはなにかといえば……最小限の兵力（すなわち最小限の予算）、最小限の損害で、最短の時間で戦争の目標を達成すること──つまり『最低限の破壊で勝利を得ること』にあります。一いつ般ぱんの論ろん調ちようとは異ことなり、安上がりな戦争、死者の少ない戦争こそが究きゆう極きよくの軍事的ドリームなのです。だれだって国をひとつぶちこわした後あと片かた付づけなんか手伝いたくないですし、民間人を巻まきこんだ激げき戦せんをやらかしたあげく、よくもウチのパパとママを殺したな、とかいって恨うらまれたくもありません。

　軍隊のＩＴ化を目指す『新軍事革かく命めい』はそうした意味でも革新的です。技ぎ術じゆつの発達が破壊を極小化する方向へはっきりと働きはじめた、それが21世紀はじめのチキュウの現実といえます。これまたアイロニカルといえるかもしれません。現実の戦争は無数のＳＦ、ファンタジー作品が好んで描えがいてきた、なんか世の中被ひ害がい者しやばっかし、という戦争をすでに捨すて去りつつあるのです。すくなくとも、今後発生しうる、先進国がかかわる戦争とくらべるなら、ＳＦ、ファンタジー作品の描きたがる戦争の姿すがたは学芸会じみた価か値ちしか持ち得ないでしょう（宗教、人種等の対立を原因にした内戦は種類の異なる力が働くので、また別の問題です）。

　なんだかまたいらないことを書いてしまったような気がしますが、まあ、そういうことです。Ａ君において精せい霊れい化か技術という背はい景けいをつくり、それを高校生平へい均きんレベルで（ていうかエロサイト巡めぐりで）インターネットのイメージをつかんだ剛士君に与あたえた理由は、かれのような人ならばそれをあくまでも天あま抜ぬけ高校二年Ｂ組の小野寺君の感覚でとらえてくれるだろうと考えたからです。

　そしていま、剛士君は動き始めました。はたして精霊化技術はかれに軍事的ドリームを見せてくれるのでしょうか？　軍事的ドリームをその手にしたとき、あるいはできなかったとき、かれはなにを考え、どう行動するのでしょうか……なんて他ひ人と事ごとみたいに書いてる場合じゃありません。いまから書きます。ていうかやっぱエロ版も書きたいです。
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